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…
本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

…

…
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

【

…
が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

“

　

　

…
ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

一

…
時
の
も
の
で
す
。



駆
戚
謳
鍾
廳
重
点
魔
簾
鑑
つ
い
で

建
設
省
道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
官

加
藤
利
男

道行セ 92.9

一
は
じ
め
に

平
成
五
年
度
建
設
省
重
点
施
策
が
、
平
成
五
年
度

予
算
概
算
要
求
に
先
だ
っ
て
八
月
七
日
に
公
表
さ
れ

た
。
そ
の
副
題
に

｢ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
国

民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
｣
と
銘
打
た
れ
て
い
る

よ
う
に
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
快
適
な
生
活
環

境
等
の
実
現
を
図
り
、
国
民
一
人
一
人
が
豊
か
さ
と

ゆ
と
り
を
日
々
の
生
活
の
中
で
実
現
で
き
る
う
る
お

い
の
あ
る
社
会
を
め
ざ
し
た
施
策
を
推
進
す
る
こ
と

を
課
題
の
基
本
に
据
え
て
お
り
、
主
要
課
題
と
し
て

次
の
と
お
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

｢建
設
行
政
の
目
標
は
、
住
宅
･
社
会
資
本
の
整

備
等
を
通
じ
て
、
安
全
･
快
適
な
国
民
生
活
と
活
力

あ
る
経
済
社
会
を
実
現
す
る
と
と
も
に
国
土
の
均
衡

あ
る
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。

と
り
わ
け
、
新
経
済
計
画

(生
活
大
国
五
箇
年
計

画
)
に
お
い
て
も
示
さ
れ
た

『地
球
社
会
と
共
存
す

る
生
活
大
国
』
の
実
現
に
向
け
て
住
宅
･
社
会
資
本

の
充
実
を
図
る
こ
と
は
、
建
設
省
の
使
命
で
あ
り
、

快
適
な
生
活
環
境
等
の
実
現
を
図
り
、
国
民
一
人
一

人
が
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
日
々
の
生
活
の
中
で
実
感

で
き
る
う
る
お
い
の
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
新
た
に

第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
及
び
第
3
次
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
事
業
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
ま
た
引

き
続
き
各
種
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
内
需
主
導
型

の
経
済
構
造
の
定
着
を
目
指
し
て
、
住
宅
･
社
会
資

本
整
備
の
一
層
の
強
力
な
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

ま
た
、
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
経
済
状
況
等
に
機
動
的
･
弾
力
的
に
対
応
し

つ
つ
、
生
活
関
連
重
点
化
枠
や
公
共
投
資
充
実
臨
時

特
別
措
置
等
も
積
極
的
に
活
用
し
、
公
共
投
資
基
本

計
画
の
達
成
に
必
要
な
財
源
の
確
保
等
を
図
る
と
と

も
に
、
特
定
公
共
用
地
等
先
行
取
得
資
金
融
資
制
度

の
積
極
的
活
用
等
総
合
的
な
公
共
用
地
対
策
等
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
建
設
行
政
を
取
り
巻
く
情
勢
を
踏
ま

え
、
来
年
度
に
お
い
て
は
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の

あ
る
国
民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
、
特
に
次
の
事

項
を
主
要
課
題
と
し
て
設
定
し
、
重
点
的
か
つ
総
合

的
な
建
設
行
政
を
推
進
す
る
。

1

快
適
な
生
活
環
境
を
実
現
す
る
上
で
は
、
こ
れ



ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
生
活
環
境
の
改
善
･
向
上

の
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
高

関
す
る

｢道
路
環
境
計
画
｣
を
策
定
し
、
地
域

に
資
す
る
道
路
、
河
川
、
下
水
道
、
都
市
公
園
等

規
格
幹
線
道
路
を
軸
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
状
況
に
応
じ
た
交
通
環
境
対
策
を
強
力
に
推

の
整
備
等
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

地
球
的
規
模
で
の
環
境
問
題
へ
の
取
組
の
重
要
性

を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
良
好
な
環
境
の
創
造
に
向
け

て
、
施
策
の
総
合
性
･
計
画
性
の
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
新
た
な
事
業
を
創
設
す
る
等
、
よ
り
一

層
の
充
実
を
図
る
。

2

豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実
感
で
き
る
う
る
お
い
の

あ
る
生
活
の
最
も
基
盤
と
な
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、

そ
の
取
得
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
大
都
市
地
域
に

お
い
て
も
中
堅
労
働
者
が
適
正
な
支
出
で
住
宅
を

取
得
で
き
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
住
宅
取
得
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
等
住
宅

･
宅
地
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

3

あ
わ
せ
て
、
国
民
生
活
の
基
盤
の
拡
充
を
図
る

た
め
、
生
活
者
の
暮
ら
し
と
豊
か
さ
を
支
え
る
道

路
整
備
の
一
層
の
推
進
、
豊
か
な
都
市
基
盤
の
充

実
及
び
安
全
な
国
土
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
と
併
せ
て
、
総
合

的
な
公
共
用
地
対
策
の
推
進
を
図
る
。

4

ま
た
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
活
力
あ
る
地

方
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
た

め
、

｢地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業

務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣

(地

方
拠
点
都
市
法
)
に
基
づ
く
地
方
拠
点
都
市
地
域

規
格
幹
線
道
路
を
軸
と
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
や
都
市
の
み
な
ら
ず
農
山
村
地
域
の
居
住

環
境
の
整
備
等
を
推
進
す
る
。

5

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
支
え
て
い
く
技
術

開
発
に
つ
い
て
一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

建
設
産
業
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
、
人
材
の
確

保
･
育
成
等
、
不
動
産
業
に
お
け
る
事
業
手
法
の

整
備
、
流
通
市
場
の
活
性
化
等
そ
れ
ぞ
れ
時
代
の

流
れ
に
応
じ
た
施
策
の
展
開
を
図
る
。｣

三

主
要
課
題
へ
対
応
し
彪
道
路
施
策

次
に
、
こ
の
主
要
課
題
に
対
応
す
る
建
設
省
の
各

種
施
策
を
項
目
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対

応
す
る
道
路
事
業
施
策
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
紹
介

す
る
。

第
一

良
好
な
環
境
の
創
造

ー

環
境
共
生
型
都
市
構
造
等
の
実
現

○

総
合
的
な
交
通
環
境
政
策
の
推
進

自
動
車
交
通
に
起
因
す
る
騒
音
、
大
気
汚
染

の
防
止
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
課
題
に
的
確

に
対
応
し
、
良
好
な
道
路
環
境
を
実
現
す
る
た

め
、
バ
イ
パ
ス
や
環
状
道
路
の
整
備
等
道
路
の

体
系
的
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
道
路
利
用
の
効

率
化
、
生
態
系
と
の
調
和
、
沿
道
環
境
の
保
全
、

緑
化
の
推
進
及
び
快
適
な
道
路
空
間
の
創
造
に

の
状
況
に
応
じ
た
交
通
環
境
対
策
を
強
力
に
推

進
す
る
。

ま
た
、
物
流
形
態
の
変
化
に
対
応
し
た
広
域

物
流
拠
点
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
流
通
業

務
地
区
の
整
備
を
行
う
対
象
都
市
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
物
流
に
関
連
す
る
多
機
能
な
施
設

の
受
入
れ
を
可
能
と
す
る
等
に
よ
り
広
域
物
流

拠
点
の
整
備
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
沿
道
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
幹
線
道
路
と
調
和
し
た
沿
道
土
地
利
用
へ

の
転
換
を
促
進
す
る
沿
道
関
係
制
度
の
拡
充
を

図
る
と
と
も
に
、
公
園
と
一
体
と
な
っ
た
幅
の

広
い
環
境
施
設
帯
及
び
歩
道
の
設
置
の
推
進
等

を
図
る
。

2

自
然
環
境
の
保
全
及
び
再
自
然
化
の
積
極
的
な

推
進

○

･自
然
生
態
系
と
の
調
和

新
た
に
策
定
す
る
｢
の
り
面
植
栽
行
動
計
画
｣

等
に
基
づ
く
道
路
空
間
の
積
極
的
な
緑
化
及
び

豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
斜
面
空
間
の
形
成
、

け
も
の
み
ち
等
生
態
系
調
和
型
構
造
を
有
す
る

エ
コ
ロ
ー
ド
の
整
備
等
の
再
自
然
化
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

3

エ
ネ
ル
ギ
ー
･
資
源
の
効
率
的
利
用
及
び
リ
サ

イ
ク
ル
等
の
推
進

道イテセ 92 ,9
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4

良
好
な
景
観
の
形
成
･
保
全

整
備
や
交
差
点
改
良
事
業
等
に
よ
り
交
通
容
量

○

道
路
の
利
活
用
者
が
快
適
に
感
じ
、
地
域
の

を

仏

と
と
も
こ
･
入
帝

ご

誇
り
と
な
る
よ
う
、
緑
化
や
電
線
類
の
地
中
化
、

幅
の
広
い
歩
道
の
整
備
を
推
進
す
る
。

5

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
的
確
な
推
進
及
び
調
査

･
研
究
、
技
術
開
発
等
の
推
進

○

自
然
や
人
に
優
し
い
道
路
素
材
の
活
用
･
普

及
を
図
る
た
め
の
技
術
面
の
審
査
等
の
制
度
を

創
設
す
る
。

第
二

ゆ
と
り
の
あ
る
住
生
活
の
実
現

1

住
宅
取
得
対
策
の
充
実

2

良
質
な
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
推
進

3

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
住
宅
整
備
の
推
進

第
三

国
民
生
活
の
基
盤
の
拡
充

豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現
を

図
る
上
で
、
こ
れ
を
支
え
る
基
盤
の
拡
充
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
豊
か
な
生
活
の
実
現
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
、
人
･
自
然
に
優
し
い
環
境
の
形
成
を
図

る
た
め
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、

道
路
網
を
体
系
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
。

ー

生
活
者
の
暮
ら
し
と
豊
か
さ
を
支
え
る
道
路
整

備
の
推
進

○

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
道
路
の
設
備

交
通
渋
滞
の
解
消
を
図
る
た
め
、
バ
イ
パ
ス

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
施
策
等
の
実
施
を
図
る
た
め
、
官
民
に
よ

る
推
進
体
制
の
下
、

｢新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ

ム
｣
を
策
定
し
、
対
策
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
沿
道
に
お
け
る
大
規
模
な
開
発
に
伴

い
、
交
通
へ
の
影
響
が
生
じ
る
際
に
は
、
そ
の

影
響
を
事
前
評
価
し
、
道
路
管
理
者
、
地
方
公

共
団
体
及
び
開
発
者
の
適
切
な
協
力
の
下
に
所

要
の
対
策
を
推
進
す
る
。

○

快
適
さ
の
向
上
を
図
る
た
め
の
道
路
の
整
備

道
路
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
一
般

道
路
に
休
憩
施
設
を
設
置
す
る
際
に
、
地
方
公

共
団
体
等
が
整
備
す
る
地
域
振
興
施
設
等
と
一

体
化
し
、

｢道
の
駅
｣
と
し
て
地
域
交
流
の
核

の
形
成
を
図
る
。

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
沿
道
の
施
設

を
休
憩
施
設
と
し
て
認
定
す
る
制
度
を
創
設
す

る
↓。さ

ら
に
、
中
心
市
街
地
内
の
道
路
の
沿
道
に

お
い
て
、
都
市
施
設
や
地
区
計
画
の
決
定
、
壁

面
線
の
指
定
、
道
路
開
発
資
金
の
活
用
な
ど
、

官
民
の
共
同
に
よ
り
沿
道
地
域
に
歩
道
の
機
能

を
補
完
す
る
公
共
的
空
間
を
連
続
的
に
確
保
す

る
た
め
の
方
策
を
充
実
す
る
。

加
え
て
、
市
街
地
等
に
お
け
る
道
路
交
通
の

円
滑
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
共
同
溝
の
整
備
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
管
理
者
と
占
用
者

と
の
調
整
方
策
の
充
実
を
図
り
、
占
用
工
事
等

の
総
量
の
抑
制
や
工
事
期
間
の
削
減
を
推
進
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
よ
う
な
総
合
的

な
施
策
を
通
じ
、
道
路
の
掘
り
返
し
工
事
等
の

削
減
に
努
め
る
o

o

安
全
の
向
上
を
図
る
た
め
の
道
路
の
整
備

年
間
一
万
一
千
人
に
も
及
ぶ
交
通
事
故
死
者

数
の
減
少
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
単
位
に
常

設
の
地
方
事
故
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
事
故

実
態
に
即
し
た
対
策
の
立
案
等
を
行
い
、
事
故

多
発
地
点
等
に
お
け
る
効
果
的
な
交
通
安
全
対

策
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
高
齢
者
･
障
害
者
が
安
心
し
て
通
行

で
き
る
よ
う
幅
の
広
い
歩
道
、
ス
ロ
ー
プ
や
昇

降
装
置
の
付
い
た
立
体
横
断
施
設
等
の
設
備
を

推
進
す
る
。

2

豊
か
な
都
市
基
盤
の
充
実

○

駐
車
場
等
設
備
の
一
層
の
推
進

交
通
渋
滞
の
解
消
、
交
通
事
故
の
防
止
及
び

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
駐
車
場

整
備
を
引
き
続
き
積
極
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
荷
捌
き
に
よ
る
路
上
駐
車
を
防
止
す

る
た
め
、
荷
捌
施
設
に
つ
い
て
、
附
置
義
務
化

を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
事
業
に
よ
り
、
そ
の



整
備
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
公
共
駐
車
場
と
民
間
建
築
物
と
の

一
体
的
整
備
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
及
び
カ

ー
プ
ー
リ
ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
の
駐
車
場

(バ
ス
等
へ
の
乗
り
継
ぎ
･
乗
り
合
い
の
拠
点

と
な
る
駐
車
場
)
の
設
備
等
を
推
進
す
る
。

3

安
全
な
国
土
の
実
現

4

総
合
的
な
公
共
用
地
対
策
の
推
進

○

国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
く
用
地
先
行
取

得
制
の
積
極
的
活
用

第
四

活
力
あ
る
地
方
の
実
現

1

地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
の
推
進

2

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備

○

広
域
道
路
整
備
基
本
計
画
の
策
定
制
度
の
創

設
地
域
の
総
合
的
な
発
展
の
基
盤
と
な
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
今
後
の
計
画
的
、

重
点
的
整
備
の
基
本
と
な
る

｢広
域
道
路
整
備

基
本
計
画
｣
を
、
有
識
者
等
の
意
見
を
踏
ま
え

つ
つ
、
関
係
す
る
道
路
管
理
者
が
共
同
で
策
定

す
る
制
度
を
創
設
す
る
。

○

地
域
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
推
進

全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
と
連
携
し
て
地

域
構
造
を
強
化
し
、
地
域
活
性
化
に
必
要
な
規

格
の
高
い
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
優
先
的
に
整

備
す
べ
き
区
間
･
路
線
を
地
域
高
規
格
幹
線
道

路
と
し
て
具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
、
整
備
を

こ
れ
に
よ
り
、
生
活
者
の
暮
ら
し
と
豊
か
さ
を
支
え
、

推
進
す
る
。

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
｣
も
の
と
し
、

○

積
雪
寒
冷
地
域
及
び
奥
地
等
の
道
路
整
備
の

推
進冬

期
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
と
雪
に
強
い
地
域

づ
く
り
等
の
計
画
的
推
進
を
図
る
た
め
、
第
m

次
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五
箇
年

計
画
を
策
定
す
る
。

ま
た
、
奥
地
等
の
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

基
盤
と
な
る
総
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
計
画
的
に
推
進
す
る
第
8
次
奥
地
等
産
業
開

発
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
策
定
す
る
。

3

農
山
村
地
域
の
居
住
環
境
の
整
備

第
五

技
術
開
発
と
建
設
産
業
･
不
動
産
業
政
策
の

推
進

1

技
術
開
発
の
推
進

2

建
設
産
業
･
不
動
産
業
政
策
の
推
進

三

道
路
事
業
の
主
要
施
策

前
述
の
建
設
省
の
主
要
課
題
に
対
応
し
た
道
路
施

策
の
ほ
か
、
道
路
事
業
の
主
要
施
策
と
し
て
、
｢経

済
･
社
会
の
新
た
な
変
化
を
踏
ま
え
、
活
力
あ
る
経

済
に
支
え
ら
れ
た

｢ゆ
と
り
社
会
｣
を
実
現
す
る
た

め
、
道
路
は

｢人
と
く
ら
し
を
支
え
る
社
会
空
間
｣

で
あ
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
第
11
次
道
路
整
備
五

箇
年
計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
な
施
策
を
展
開
す
る
。

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
｣
も
の
と
し
、

以
下
の
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

1

幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

･
強
化

全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
の
形
成
を
図
る
た
め
、

高
規
格
幹
線
道
路
網
一
四
、
○
○
○
血
の
整
備
を
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
と
一
体

と
な
っ
て
機
能
す
る
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
･

強
化
を
図
る
た
め
、
地
域
高
規
格
幹
線
道
路
を
軸
と

し
た
地
域
の
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

2

有
料
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
る
道
路
整
備
の
推

進
有
料
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
り
高
規
格
幹
線
道
路

や
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
、
湾
岸
道
路
等
の
整
備
を

重
点
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
適
正
な
料
金
水
準
の
下
で
、
利
用
者
の
理

解
を
得
つ
つ
、
有
料
道
路
制
度
を
活
用
し
て
い
く
た

め
、
経
費
削
減
を
一
層
推
進
す
る
ほ
か
、
償
還
制
度

の
運
用
の
改
善
、
助
成
方
策
の
拡
充
を
図
る
。

さ
ら
に
、
事
業
主
体
や
料
金
体
系
を
異
に
す
る
各

種
の
有
料
道
路
を
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
推
進
等
を
図
る
。

3

効
率
的
な
交
通
体
系
実
現
の
た
め
の
公
共
交
通

機
関
の
利
便
性
の
向
上

地
域
の
状
況
及
び
各
種
交
通
機
関
の
特
性
を
生
か

し
、
公
共
交
通
機
関
を
最
大
限
有
効
活
用
す
る
た
め
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の
道
路
の
整
備
や
利
用
に
関
す
る
計
画

(モ
ー
ダ
ル

ミ
ッ
ク
ス
推
進
計
画
)
を
策
定
し
、
効
率
的
な
交
通

体
系
を
実
現
す
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
バ
ス
レ
ー
ン
の
カ
ラ
!
舗
装

化
や
バ
ス
停
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
化
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
交
通
結
節
施
設
に
お
け
る
動
く
歩
道
等

の
整
備
や
バ
ス
停
と
周
辺
空
間
と
の
一
体
的
整
備
を

推
進
す
る
。

4

交
通
の
安
全
確
保
の
た
め
の
道
路
整
備

路
地
や
裏
通
り
で
の
通
過
交
通
を
排
除
し
、
交
通

の
安
全
確
保
、
生
活
環
境
の
改
善
等
路
地
の
復
権
を

図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
備
等
を
推
進

す
る
。

ま
た
、
児
童
等
の
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

通
学
路
の
整
備
を
図
る
。

さ
ら
に
、
高
速
道
路
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
を

強
力
に
推
進
す
る
。

5

歩
行
者
や
自
転
車
の
た
め
の
道
路
整
備

歩
行
者
や
自
転
車
の
動
線
に
即
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
の
た
め
、
道
路
の
整
備
･
管
理
･
運
用
等
に

関
す
る
計
画
を
市
町
村
を
中
心
と
し
た
道
路
管
理
者

等
か
ら
な
る
協
議
会
に
よ
り
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
、
駅
周
辺
等
に
お
い
て
、
幅
の
広
い
歩
道
、
自
転

車
道
網
及
び
駐
輪
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

6

安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

地
域
の
基
幹
と
な
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い

て
、
通
行
規
制
の
発
生
頻
度
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、

安
全
･
信
頼
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
防
災
点
検
に
基
づ
き
、
危
険
箇
所
の
解
消

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
震
後
交
通
を
確
保
す
る
た

め
、
震
災
点
検
に
基
づ
く
道
路
の
耐
震
性
の
向
上
を

図
る
。

さ
ら
に
、
道
路
施
設
以
外
の
関
連
施
設
に
対
す
る

点
検
に
よ
り
、
沿
道
施
設
等
を
含
む
道
路
の
耐
震
性

を
強
化
す
る
。

7

道
路
利
用
者
へ
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

安
全
、
円
滑
、
か
つ
快
適
な
道
路
交
通
を
実
現
す

る
た
め
、
路
線
番
号
、
標
識
、
キ
ロ
ポ
ス
ト
等
の
整

備
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
い
道
路
案
内
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
図
る

｢
ャ
0
-Z
弓
国
力
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
と
一
般
道
路
の
連

携
な
ど
道
路
管
理
者
等
相
互
間
の
情
報
の
交
換
、
異

常
気
象
時
に
通
行
規
制
区
間
の
手
前
に
お
い
て
行
動

の
判
断
が
で
き
る
よ
う
な
情
報
の
提
供
等
、
道
路
利

用
者
へ
の
道
路
交
通
情
報
提
供
の
高
度
化
を
図
る
。

ま
た
、
住
民
か
ら
の
道
路
に
関
す
る
苦
情
や
問
い

合
わ
せ
、
相
談
等
の
総
合
的
な
窓
ロ

(道
路
一
一
〇

番
)
を
設
け
る
。

さ
ら
に
、
我
が
国
で
生
活
す
る
日
本
語
を
理
解
で

き
な
い
外
国
人
へ
の
道
路
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、

外
国
語
に
よ
る
道
路
交
通
情
報
の
提
供
を
図
る
。

8

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
に
お
け
る
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
整
備
の
推
進

地
域
の
拠
点
を
育
成
し
、
地
域
振
興
、
活
性
化
を

図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

と
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
地
域
周
辺
開
発
と
の
一

体
的
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
自
主
性
を
尊

重
し
た
新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
手
法
の

検
討
を
図
る
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

等
に
つ
い
て
、
沿
道
地
域
か
ら
の
利
用
促
進
、
商
業

･
公
園
機
能
等
の
付
加
･
連
携
を
推
進
す
る
。

四

お
わ
り
に

道
路
は
あ
ら
ゆ
る
国
民
生
活
、
社
会
経
済
活
動
を

支
え
る
最
も
根
幹
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
豊
か
で

ゆ
と
り
あ
る
生
活
大
国
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国

民
の
要
請
に
応
え
道
路
整
備
の
立
ち
遅
れ
に
緊
急
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
五
年
度
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
第
u

次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
ほ
か
二
つ
の
五
箇
年
計
画

は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
機
能
、
役
割
を
異
に
す
る

各
般
の
道
路
の
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
計
画
要
望
額
の
満
額
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
平
成
五
年
度
は
こ
れ
ら
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、

上
に
述
べ
た
重
点
施
策
に
強
力
に
取
り
組
み
、
道
路

整
備
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。



蟯
卿
/
平
誠
盡
鯉
鹿
遭
離
間
飜
霊
廟
施
策

総
合
鮑
懸
週
蟠
環
境
蹠
策
◎
堆
進

は
じ
め
に

近
年
、
自
動
車
交
通
需
要
の
著
し
い
増
大
と
人
口
、

産
業
の
急
速
な
都
市
へ
の
集
中
に
対
す
る
社
会
資
本

の
整
備
の
相
対
的
な
立
遅
れ
の
結
果
、
自
動
車
交
通

に
よ
る
様
々
な
環
境
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
と

な

っ
た
。

道
路
交
通
に
よ
る
き
騒
音
、
大
気
汚
染
等
の
環
境

問
題
に
対
し
、
道
路
管
理
者
は
従
来
か
ら
道
路
環
境

対
策
を
推
進
し
、
道
路
と
環
境
の
調
和
を
図
る
べ
く

努
力
を
重
ね
て
い
る
が
、
道
路
を
中
心
と
し
た
騒
音
、

大
気
汚
染
等
の
環
境
問
題
は
依
然
と
し
て
道
路
行
政
,

上
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
、
ゆ
と
り
あ
る
豊
か
な
社
会
や
く
ら

し
の
実
現
の
た
め
の
生
活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
の

整
備
を
求
め
る
声
が
内
外
か
ら
高
ま
っ
て
い
る
。

一
道
路
環
境
の
現
状

既
に
述
べ
た
と
お
り
、
都
市
部
の
幹
線
道
路
を
中

心
と
し
た
騒
音
、
大
気
汚
染
の
環
境
問
題
は
道
路
行

政
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

建
設
省
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
騒
音
に
つ
い
て
は
、

平
成
四
年
三
月
末
に
お
け
る
二
車
線
以
上
の
一
般
国

道
及
び
都
道
府
県
道
で
騒
音
規
制
区
域
又
は
用
途
地

域
内
に
お
い
て
環
境
基
準
及
び
要
請
限
度
を
超
え
る

も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
四
、
七
〇
〇
蝿
及
び
三
、
五

〇
〇
如
に
達
し
て
い
る

(表
l
)。

ま
た
、
大
気
汚
染
に
つ
い
て
は
、
一
酸
化
炭
素
は

昭
和
四
〇
年
代
後
半
以
降
改
善
の
傾
向
に
あ
り
現
在

は
す
べ
て
の
測
定
局
で
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
る

表1 夜間騒音に係る環境基準の達成状況

道路種別 窓
鰻

城

過
区
通

制

域

規

地
音
途

騒
用

準
長

基
延

境
成

環
達

準
長

基
延

境
過

環
超

度

長
齦
延

擾
過

う

超

一 般 国 道 16
,
000 眺蜷鰯 鰯歛 燭独都道府県道 30
,
400 彫猟 跳鯰郡 雛鰈蜷

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室
環
境
対
策
第
一
係
長

今
泉

伸
=
一
郎
…

注 1) 平成 2 年度道路交通センサスより試算

2) 2 線以上の道路路の以　　　　
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が
、
二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
で

あ
り
、
東
京
、
横
浜
、
大
阪
等
大
都
市
部
に
お
い
て

は
多
く
の
測
定
局
で
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
o

さ
ら
に
、
近
年
、
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
等
に
よ

る
地
球
の
温
暖
化
が
地
球
環
境
問
題
の
一
つ
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
C
0
2
の
安
定
化

が
世
界
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
環
境
庁
に
よ
れ
ば
、

日
本
の
C
0
2排
出
量
の
う
ち
運
輸
部
門
は
一
八
･五

%
を
占
め
、
そ
の
う
ち
約
九
割
が
自
動
車
か
ら
排
出

さ
れ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る

(図
1
)。

三

道
路
環
境
対
策
の
体
系

我
が
国
の
道
路
網
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
整

備
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
状
態
に
あ
り
、
長
距
離
、

中
距
離
、
地
先
交
通
等
各
種
の
自
動
車
交
通
が
一
本

の
道
路
に
混
在
し
た
形
で
集
中
す
る
と
い
う
状
態
に

あ
り
、
こ
れ
が
道
路
環
境
問
題
を
生
む
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
道
路
整
備

に
お
い
て
は
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の
道
路
網

を
体
系
的
に
整
備
し
、
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
域
内

交
通
の
分
離
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
成
市
街

地
の
交
通
混
雑
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
沿
道
の

生
活
環
境
保
全
の
た
め
の
窒
素
酸
化
物
、
騒
音
等
の

低
減
、
C
0
2抑
制
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
!
利
用
の

一
層
の
効
率
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
め
な
お
、
バ

イ
パ
ス
等
の
整
備
は
現
道
の
沿
道
環
境
改
善
に
効
果

的
な
対
策
で
あ
る
が
、
バ
イ
パ
ス
等
の
沿
道
に
新
た

な
環
境
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
、
現
在
及
び
将
来
の

土
地
利
用
の
調
和
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
環
境
影
響
調
査
等
を
行
い
、
適
切
な
環
境
保
全
策

を
講
じ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

道
路
環
境
対
策
と
し
て
は
、
自
動
車
構
造
の
改
善

(発
生
源
対
策
)
を
基
本
と
し
て
、
交
通
規
制
、
交

通
取
締
の
強
化
、
道
路
網
の
整
備
、
道
路
構
造
の
改

善
、
沿
道
土
地
利
用
の
適
正
化
等
各
省
庁
に
ま
た
が

る
各
種
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
現
在
の
第
ゆ
次

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
至
る
ま
で
、
道
路
施
策
と

し
て
、

①

バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備

②

遮
音
壁
、
環
境
施
設
帯
等
の
設
置
、
緑
化
の
推

進
等
の
道
路
構
造
面
で
の
対
策

③

沿
道
と
調
和
し
た
土
地
利
用
へ
の
転
換
を
図
る

沿
道
整
備

な
ど
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
新
た
な
対
策
技
術
の

開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
道
路
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
昭
和

五
九
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
環
境
影
響
評
価
実
施
要

綱
に
基
づ
き
、
公
害
の
防
止
及
び
自
然
環
境
の
保
全

の
観
点
か
ら
、
所
要
の
道
路
事
業
に
つ
い
て
、
環
境

直接分

電



表2 閣議決定に基づき実施された
環境影響評価の内訳 (平成 3 年)

道 路 夕" ム 空 港 埋 立 面整備 合 計

鶉
鰓

1
◎

1
④

u
⑬

5
⑧

鰓
鵤

(注) 括弧内の数値は平成 3 年末までの累計件数。
(r平成 4 年度環境白書｣,環境庁)

影
響
評
価
を
実
施
し
て
い
る

(表
2
)。

三

施
策
の
概
要

ー

新
建
議
の
概
要

本
年
六
月
二
二
日
、
道
路
審
議
会
は
今
後
の
道
路

整
備
の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
の
建
議
｢『ゆ
と
り

社
会
』
の
た
め
の
道
づ
く
り
ー
豊
か
な
生
活
･
活
力

あ
る
地
域
･
優
し
い
環
境
を
め
ざ
し
て
-
｣
を
提
言

し
た
。

建
議
で
は
、
本
格
的
な
高
齢
者
社
会
が
到
来
す
る

二
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
間
に
、
｢活
力
あ
る
経
済
に

支
え
ら
れ
た

『ゆ
と
り
社
会
』｣を
築
く
必
要
が
あ
る

と
の
基
本
的
な
考
え
方
の
下
に
、
今
後
の
道
路
政
策

の
目
標
を

｢豊
か
な
生
活
の
実
現
｣、
｢活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
｣、
｢人
･
自
然
に
優
し
い
環
境
の
形
成
｣

の
三
つ
に
お
い
て
、
従
来
の
需
要
追
随
型
の
道
路
整

備
か
ら
、
今
後
は
量
的
な
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
と

あ
わ
せ
て
、
新
し
い
時
代
に
向
け
た
質
の
高
い
道
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
は
、
社
会
性
の
強
い
空
間
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
道
路
を

｢社
会
空
間
｣
と
し
て
と
ら
え
て

お
り
、
交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
、
環
境
問
題
な
ど
の

困
難
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
関
係
機
関
と

の
連
携
は
も
と
よ
り
、
異
分
野
の
技
術
の
活
用
、
企

業
や
生
活
者
な
ど
使
う
側
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

と
し
て
、
既
存
の
行
政
の
枠
を
超
え
た
総
合
的
な
取

組
み
、
複
合
的
な
施
策
の
推
進
を
提
言
し
て
い
る
こ

と
も
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
全
国
的
に
展
開
す
る

た
め
、
幹
線
道
路
の
将
来
規
模
や
道
路
構
造
の
基
準

を
見
直
し
、
自
動
車
中
心
の
道
路
か
ら
人
が
主
役
の

道
路
ま
で
、
ゆ
と
り
あ
る
道
路
づ
く
り
を
、
地
域
特

性
に
配
慮
し
て
進
め
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

2

総
合
的
な
道
路
環
境
政
策
の
推
進

こ
の
よ
う
な
建
議
を
受
け
て
、
今
後
の
道
路
政
策

に
お
い
て
は
、
社
会
･
経
済
活
動
の
活
力
を
維
持
し

つ
つ
、
地
球
、
自
然
、
沿
道
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、

優
し
い
環
境
の
形
成
に
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

そ
の
際
、
全
国
的
推
進
体
制
の
整
備
の
ほ
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
環
境
の
現
状
、
地
理
的
条
件
、
産

業
･
経
済
構
造
、
交
通
条
件
等
を
十
分
勘
案
し
つ
つ
、

各
種
の
施
策
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
｢道
路
環
境
計
画
｣

を
策
定
し
、
道
路
に
か
か
わ
る
良
好
な
環
境
の
保
全

と
形
成
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

鋤

道
路
環
境
基
本
計
画
等
の
策
定

国
は
、
良
好
な
道
路
環
境
の
保
全
と
形
成
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
の

基
本
的
事
項
等
を
内
容
と
す
る
｢道
路
環
境
基
本
計

画
｣
を
策
定
し
、
①
効
率
的
な
道
路
利
用
の
推
進
、

②
生
態
系
と
の
調
和
、
③
沿
道
環
境
の
保
全
、
④
緑

化
の
推
進
、
⑤
快
適
な
道
路
空
間
の
創
造
、
⑥
自
動

車
の
構
造
改
善
等
、
道
路
環
境
政
策
の
基
本
的
事
項

を
取
り
ま
と
め
る
も
の
と
す
る
。

②

地
方
の
道
路
環
境
計
画

各
県
単
位
に
主
要
な
道
路
に
係
る
道
路
管
理
者
(都

市
計
画
部
局
を
含
む
)
で
構
成
さ
れ
る
計
画
策
定
委

員
会
を
設
け
、
当
該
県
の
環
境
の
現
状
、
地
理
的
条

件
、
産
業
･
経
済
構
造
、
交
通
条
件
等
を
勘
案
の
う

え
、

｢道
路
環
境
基
本
計
画
｣
に
基
づ
き
以
下
の
事

項
に
関
す
る

｢道
路
環
境
計
画
｣
を
策
定
し
、
こ
の

計
画
に
基
づ
き
関
連
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
も
の

と
す
る
。
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な
お
、
こ
の
計
画
に
は
施
策
の
種
類
等
に
応
じ
、

対
象
と
な
る
路
線
や
地
域
、
短
･
中
･
長
期
等
の
目

標
と
す
べ
き
時
期
を
定
め
、
関
係
道
路
管
理
者
は
重

点
的
な
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
す
る
。

①
効
率
的
な
道
路
利
用
の
推
進

鉄
道
･
バ
ス
･
航
空
･
海
運
等
の
交
通
機
関
を
最

大
限
に
有
効
活
用
す
る
た
め
の
道
路
の
整
備
と
利
用

に
関
す
る
計
画
と
し
て

｢地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス

推
進
計
画
｣
を
策
定
し
、
交
通
結
節
点
や
バ
ス
レ
'

ン
の
整
備
、
物
流
の
効
率
化
を
促
す
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
の
事
業
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

交
通
需
要
の
平
準
化
･
物
流
の
効
率
化
を
図
る
交
通

需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
、
開
発
計
画
の
交
通
へ

の
影
響
を
事
前
評
価
し
必
要
な
対
策
を
行
う
交
通
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
等
、
道
路
の
利
用
方
法
の
適
切

な
誘
導
を
図
る
。

*
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
推
進
計
画
に
基
づ
く
事
業
の

例･
駅
と
市
役
所
の
間
等
、
主
要
な
歩
行
者
動
線
へ

の
動
く
歩
道
の
導
入
、
立
体
横
断
施
設
へ
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
の
導
入

･
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
、
主
要
バ
ス
停
の
バ
ス

ベ
イ
の
整
備

･
物
流
拠
点
整
備
と
併
せ
た
関
連
道
路
の
重
点
整

備
②
生
態
系
と
の
調
和

自
然
の
豊
か
な
地
域
に
お
い
て
、
動
物
用
の
道
路

横
断
ト
ン
ネ
ル
や
オ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
カ
エ
ル
等

の
産
卵
池
の
設
置
等
、
生
態
系
全
般
と
の
調
和
を
図

る
た
め
の
構
造
を
備
え
た
道
路

｢
エ
コ
ロ
ー
ド
｣
の

整
備
推
進
を
図
る
。
ま
た
、
道
路
空
間
の
緑
化
を
拡

充
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ビ

オ
ト
ー
プ

(動
植
物
の
生
息
空
間
)
の
形
成
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
等
に
お
い
て

は
小
鳥
の
巣
箱
の
設
置
や
観
察
施
設
の
整
備
を
行
う

等
、
自
然
環
境
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
創
出
を
図
っ

て
い
く
o

*
エ
コ
ロ
ー
ド
事
業

･
国
立
公
園
等
の
区
域
内
に
お
け
る
道
路
の
新
設
、

改
築
に
お
い
て
は
、
エ
コ
ロ
ー
ド
と
し
て
の
構

造
の
採
用
を
基
本
と
す
る
。

･
ま
た
、
既
存
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
動
物
接
触

事
故
状
況
を
調
査
し
、
事
故
の
集
中
傾
向
が
見

ら
れ
る
箇
所
に
お
い
て
は
、
侵
入
防
止
柵
や
横

断
用
ボ
ッ
ク
ス
を
緊
急
に
設
置
す
る

(図
2
)。

③
沿
道
環
境
の
保
全

環
境
施
設
帯
に
つ
い
て
、
騒
音
の
低
減
等
の
観
点

だ
け
で
は
な
く
、
町
並
み
の
う
る
お
い
を
積
極
的
に

形
成
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
公
園
事
業
者
と
の
連
携

の
下
に
公
園
と
の
一
体
的
整
備
を
進
め
、
緩
衝
空
間

の
拡
大
を
図
る
。
ま
た
、
幹
線
道
路
の
沿
道
に
適
し

た
土
地
利
用
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
、
沿
道
居

,ゞ
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ふ
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ク
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住
者
の
移
転
及
び
移
転
後
の
跡
地
買
取
り
に
係
る
制

度
を
拡
充
し
、
そ
の
積
極
的
な
推
進
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

*
環
境
施
設
帯
と
公
園
の
一
体
的
整
備

･
兼
用
工
作
物
と
し
て
の
位
置
付
け
を
行
い
、
実

質
的
な
広
幅
員
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ベ
ン
チ

等
の
休
憩
施
設
、
水
辺
等
を
取
り
込
み
、
良
好

な
環
境
形
成
を
図
る

(図
3
)。 き滝*≧′
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図3 公園との一体整備のイメージ

*
沿
道
跡
地
買
取
り
制
度

･
高
速
自
動
車
国
道
等
自
動
車
専
用
道
路
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
道
路
の
沿
道
の
土
地
に

つ
い
て
、
公
共
施
設
そ
の
他
の
公
共
の
利
便
に

供
す
る
施
設
又
は
騒
音
緩
衝
効
果
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
施
設
と
し
て
の
利
用
計
画
が
あ
る

と
き
に
は
、
道
路
管
理
者
た
る
公
団
が
土
地
を

買
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
確
立
を
図
る
。

④
緑
化
の
推
進

う
る
お
い
の
あ
る
道
路
空
間
の
形
成
に
加
え
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
、
沿
道
環
境
の
保
全
に
資
す
る
道

路
緑
化
を
強
力
に
進
め
る
。ま
た
、道
路
整
備
に
伴
っ

て
生
じ
た
盛
土
、
切
土
空
間
に
つ
い
て
は
、

｢
の
り

面
植
栽
行
動
計
画
｣
を
策
定
し
、
既
存
道
路
も
含
め

て
潜
在
自
然
植
生
等
を
活
用
し
た
緑
化
空
間
に
転
換

し
て
い
く
。

⑤
快
適
な
道
路
空
間
の
創
造

歩
道
の
平
坦
性
の
確
保
、
歩
道
と
自
転
車
道
の
分

離
、
滑
り
に
く
く
歩
き
や
す
い
舗
装
ブ
ロ
ッ
ク
の
採

用
等
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
人
に
と
っ
て

安
心
し
て
使
い
や
す
い
道
路
構
造
、
道
路
素
材

(切

刃
0
切
盛
[聟

刃
O
P
Q
6
8
日
b
o
g
口
こ

の
採
用
.

活
用
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

の
導
入
に
よ
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
道
路
景
観
の
形

成
を
図
る
。

⑥
推
進
体
制
の
整
備

道
路
管
理
者
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
良
好
な

道
路
環
境
の
形
成
に
取
り
組
む
た
め
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
体
制
を
確
立
、
強
化
し
て
い

ノヘ、oお
わ
り
に

我
が
国
の
経
済
社
会
や
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
を

支
え
る
う
え
で
、
自
動
車
は
生
活
の
中
に
浸
透
し
て

お
り
、
今
後
は
、
そ
の
利
便
性
を
享
受
し
な
が
ら
、

自
動
車
か
ら
の
環
境
問
題
を
で
き
る
限
り
少
な
く
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
安
全

･

円
滑
で
地
球
･
自
然
･
沿
道
環
境
と
調
和
し
た
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
高

齢
化
の
進
展
に
も
配
慮
し
た
各
種
の
道
路
環
境
政
策

を
総
合
的
に
推
進
し
、
国
民
の
幅
広
い
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、
人
･
自
然
に
優
し
い
環
境
の
形
成
に

取
組
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。

Z2 道イテセ 92 ,9
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(参考) r道路環境計画｣のイメージ

○基本的考え方 (共通的事項)
○配慮事項等 (勘案すべき県固有の考え方)

･産業

･地理的条件
･交通条件 (公共機関、 道路など)
･各種開発計画
･道路環境の現況 ･目標

道路環境計画策定委員会
(関係道路管理者で構成)

道路環境基本計画 ○○票道路環境計画

〔必要に応じ地域単位で計画策定〕

地球 ･自然 ･生活の3 つの視点
に係る基本的取組方針

環 境 施

I. 良好な環境を保全 ･形成するための

道路整備の推進
○既定の幹線道路等の計画のとりまとめ

ロ. 良好な道路環境を実現するための

各種施策の総合的推進

1 . 効率的道路利用の推進

くめ モーダルミックス政策の推進

(2)交通需要マネージメント
(3)交通アセスメント

(4)地域ロジスティックスセンターの整備推進

2 . 生態系との調和

の エコロードの普及

(2) ビオトープの形成

(3)自然環境とのふれあいの場の創出

3 . 沿道環境の保全
(1)沿道環境対策の強力な推進
(2) 幹線道路沿道に適した土地利用への誘導

4‐緑化の推進

の 歩道緑化等の拡充
(2)道路法面緑化の推進

5 . 快適な道路空間の創造
(17快適 ･安全な歩行 ･自転車走行環境の形成

(2)うるおいのある道路景観の形成

(シビックデザインの導入)

傾鰐隧“必
要項目ゴ

｢学総経験封
: ･公安委員1会 L--

主要市町村 l
≦‘巧む.′ :

.--,-!
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----"----
"
-L

巨要運送 :

事業者 :
その他 "必要に応じ策定

l 関係機関 ;

関係機関や県民と一体となった
環境形成のための体制整備

r一---------------- ｢
------------------‐｢ 0 0 市道路環境計画 :
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渋
滞
対
策
⑭
離
進

蟯
卿
/
攣
纖
薹
隼
魔
踵
鬮
関
係
重
顱
施
簾

総 人 口

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
ん
だ
欧
米
で
も
自
動

台
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
経
済
の

車
交
通
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
我
が
国
に
お
い
て

成
長
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
背
旦

成
長
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、

u
23'612千人(1990)一129-450千人(2010)美 釜手 -

(千人)
と1,05倍に増加

自
動
車
交
通
の
展
望

l26-981 129,450

8q o吸97o l975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 20lo

注) 推移は総務庁国勢調査、
推定は厚生省人口問題研究所による。

運 転 免 許 保 有 者 数

361
て

も
、
国
民
の
生
活
の
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
へ
の
指
向
は

自
動
車
交
通
量
は
、
今
後
も
欧
米
諸
国
と
同
程
度
に

強
く
、
運
転
免
許
保
有
者
数
の
増
加
、
自
動
車
保
有

増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る

(図
l
、
図
2
)。

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

注) 推移は警察庁資料、 推定は道路局による,

国 民 総 生 産

　　　
　　　　　　　　とれ85倍に増加

759-5I1

00艘Q と 安
則腕 1975 198。 1985 199o 1995 2ooo 2005 2010 し 定

. - ム て 的
注) 推定はr経済審議会20I0年委員会報告｣

(平成 3年 6月)及び｢経済審議会企画･

公共部会報告書｣(平成 4年 5月) に基 増
づく道路局推定による。

自 動 車 保 有 台 数

㈲ 穰 9離 籍日製o千台(2010)1

80-000
70'000
60-00O
50,000
40-000
30,000
20,00O
lo'0001970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2oio

注) 推移は｢運輸省陸運統計要覧｣、
推定は道路局による。

図 1 運転免許保有者数、自動者保有者数の
将来予測
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図2 各国の自動車交通量の伸びの予測
　省
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“

建
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･
つ.
-
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･
6.
･

注

走

行

台

キ

ロ

二

渋
滞
の
現
状
…

交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、
従
前
か
ら
高
規

格
幹
線
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
体
系
的
な
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
整
備
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
道
路
交
通
需
要
の
大
き
な
伸
び
や
輸
送
効

率
の
低
下
な
ど
自
動
車
の
使
わ
れ
方
の
非
効
率
化
等

に
よ
り
、
例
え
ば
、
大
都
市
の
D
I
D
地
区
に
お
け

る
平
均
旅
行
速
度
は
最
近
の
一
〇
年
間
約
二
二
期
′ね

前
後
で
の
推
移
が
続
く
な
ど
改
善
さ
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
く
、
道
路
交
通
の
円
滑
性
が
必
ず
し
も
十
分

確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
状
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
渋
滞
に
よ
る
旅
行
速
度
の
低
下
は
、

社
会
･
経
済
活
動
に
大
き
な
損
失
を
与
え
て
お
り
、

平
成
二
年
度
の
交
通
状
況
か
ら
推
計
す
る
と
、
全
国

の
渋
滞
に
よ
る
時
間
損
失
は
約
一
二
兆
円
と
い
う
莫

大
な
も
の
に
な
る
。

1

東
京
一
極
集
中
の
傾
向

渋
滞
を
緩
和
し
、
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に

は
、
基
本
的
に
は
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
多
極

分
散
型
国
土
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

現
実
に
は
、.中
枢
管
理
機
能
や
国
際
的
業
務
機
能
の

集
中
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
東
京
へ
の
一
極
集
中
傾
向

は
一
向
に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

2

平
均
走
行
速
度
の
推
移

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
最

近
の
一
〇
年
間
に
お
い
て
、
例
え
ば
大
都
市
の
D
I

D
地
区
に
お
け
る
平
均
旅
行
速
度
は
約
二
二
皿
/
h

前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
改
善
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
状
況
に
あ
る
。

3

渋
滞
に
よ
る
損
失

,渋
滞
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
旅
行
速
度
の
低
下
は
、

直
接
的
、
間
接
的
に
社
会
･
経
済
活
動
に
大
き
な
損

失
を
与
え
て
お
り
、
ち
な
み
に
平
成
二
年
度
の
交
通

状
況
か
ら
推
計
す
る
と
、
渋
滞
に
よ
る
時
間
損
失
は

約
一
二
兆
円
と
い
う
莫
大
な
も
の
に
な
る
。

……大型貨物車

62.8
56.1 56.5 57.6~" --~~~ー 57.9･、--~---------‐~‐~----------------‐■‐--------

33.7

23.1 22.O
262

18.O

l975

4

輸
送
効
率
の
低
下

自
動
車
交
通
量
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

走
行
台
キ
ロ
ベ
ー
ス
で
平
成
二
年
度
に
は
六
、
二
八

六
億
台
キ
ロ
と
な
る
な
ど
、
こ
の
一
〇
年
で
約
一
･

四
倍
に
も
達
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
交
通
量
増

大
は
自
動
車
保
有
台
数
や
運
転
免
許
保
有
者
数
の
増

加
と
い
っ
た
要
因
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
乗
用
車

一
台
あ
た
り
の
乗
車
人
員
の
低
下
や
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン

タ
イ
ム
輸
送
の
進
展
等
に
伴
う
物
流
に
お
け
る
貨
物

-注) ｢自動車輸送統計年報｣ (運輸省) による。

図3 貨物車の輸送効率の推移

輸
送
効
率
%



車
一
台
あ
た
り
の
積
載
効
率
の
低
下
な
ど
自
動
車
の

使
わ
れ
方
と
い
う
質
的
な
面
の
変
化
も
大
き
な
要
因

と
な

っ
て
い
る

(図
3
)。

多車線化、十分な幅員の確保等

交差点改良、立体化等

れ
蝸
鞠
策

　　

　
　

バ
道

ド
優

等

リ

、

ソ
ス

化

、
備

ア
バ

体

化
薙

立

ク

、

度
場
等

一
備

、

高
車
実

バ
整

良

の
駐
充

、
の

報提供の充実等

駅前広場、 パークアンドライド用
駐車場等の整備、バス優先対策

新物流システム、料金自動徴収シ

路
備
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の
用

の
上

関
口

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
　

　
　

　　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

体
ネ

｢

ボ

共
便

既
有

公
利

三

渋
滞
対
策
の
推
進

生
活
の
豊
か
さ
を
支
え
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ

せ
つ
つ
、
環
境
に
も
対
応
し
た
社
会
を
形
成
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
道
路
ネ
ッ
ト

:カープール等相乗り促進
:ロジスティクスの高度化、
物流拠点の整備等

職住近接型都市構造の構築、交通

一
テ

w
イ

市
の

ブ

ス
拠

タ

都
ト

、

一
ジ
流

ス
等

型
ソ

ン

等

カ

ロ
物

ク
散

接
メ

シ

鬆
流
流

,
分

近
ス

ス

人
物

し
の

住

セ

ラ

フ
日

ア

ププライシング等

の導入等

図 4 道路交通円滑化施策の体系

の

の
用

の
上

と

上

の
化

い
り

る

ク
消

キ

関
司

化
及

向

f
糞

さ

よ
導

ッ

践
刊

幾
呻

用

明

要
滋

小
く

こ
2

　
　

　
　

　

　

　
　

　
　

　

し

浅
劫

湖
性

の

囚

押
約

荷
て

負

ノ
葵

存
交

は
妻

術
も

霧

函
舳

負
市

ト

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

、

既
有

公
利

新

輪

交
時

コ

交通負荷の小さい
都 市 づ く り

ワ
ー
ク
の
効
率
的
な
整
備
な
ど
の
交
通
容
量
の
拡
大

施
策
と
と
も
に
、
ユ
ー
ザ
ー
や
関
係
機
関
等
の
協
力

を
得
て
、
道
路
の
有
効
利
用
を
促
す
交
通
需
要
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
施
策
を
組
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
実
施
し
、

円
滑
な
交
通
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

(図
4
)b

〔施
策
の
方
向
〕

1

高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
多
極
分
散
型
国
土
の

形
成
を
図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
一
四
、
0

0
0
如
の
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
。

2

環
状
道
路
の
整
備

大
都
市
圏
に
お
け
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

す
る
上
で
、
放
射
方
向
環
状
方
向
の
バ
ラ
ン
ス
を
著

し
く
欠
い
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
通
過
交
通
の
迂
回

を
可
能
に
し
交
通
の
適
切
な
分
散
導
入
を
図
る
た
め
、

環
状
方
向
の
道
路
を
早
急
に
整
備
す
る
。
例
え
ば
、

首
都
圏
に
お
い
て
は
、
三
環
状
九
放
射
の
自
動
車
専

用
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
、
首
都

高
速
道
路
中
央
環
状
線
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
な
ど
の
環
状
道
路
の
整

備
を
推
進
す
る
。

3

主
要
な
交
差
点
の
立
体
化
等

都
市
内
の
道
路
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
幹
線
道
路

道
路
交
通
円
滑
化
施
策
の
体
系

特集/平成五年度道路関係
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
上
で
欠
け
て
い
る
リ
ン

ク
の
補
強
を
行
う
と
と
も
に
、
特
に
交
通
が
恒
常
的

に
著
し
く
集
中
し
て
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る

主
要
な
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
の
立
体
化
や

鉄
道
の
連
続
立
体
化
等
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
容
量
の
部
分
的
な
改
善
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
道
路
整
備
を
行
う

(図
5
)。

ま
た
、
交
通
容
量
の
拡
大
と
合
わ
せ
て
、
交
通
需

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
等
の
実
施
を
図
る

｢新
渋
滞

対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
し
、
対
策
を
実
施
す
る
。

4

交
通
結
節
点
の
強
化
と
バ
ス
交
通
対
策

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
適
正
な
機
関
分
担
を
雑

箇所 主要地方道大阪和泉泉南線

谷町 3丁目交差点

対策 右折専用レーンの設置、 交差点内の

マーキング、 地下横断歩道の設置

(平成 2年 4月完成)

効果 最大 渋 滞長 嶋loom → 40m

図 5 アクションプログラムの実施効果事例
ら
、
限
ら
れ
た
道
路
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
に
利
用
す
る

た
め
、
道
路
交
通
情
報
提
供
の
充
実
化
を
一
層
進
め
、

効
率
的
な
道
路
利
用
を
促
進
す
る
。

6

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
圏
域
内
の
容
量
に
合
っ

た
需
要
で
道
路
を
使
っ
て
い
く
た
め
に
、
国
民
の
十

分
な
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
共
同
輸
送
等
の
推

進
に
よ
る
物
流
の
効
率
化
や
自
動
車
利
用
慣
習
の
見

直
し
を
求
め
る
な
ど
、
自
動
車
の
使
い
方
の
工
夫
を

求
め
る
。

さ
ら
に
、
地
方
都
市
に
あ
っ
て
は
、
ピ
ー
ク
時
間

に
局
所
的
な
交
通
の
集
中
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
渋

分

齢
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/
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持
し
交
通
全
体
と
し
て
の
最
適
化
を
図
る
た
め
に
、

駅
前
広
場
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
、
短
距
離
交
通

シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
地
方
圏
に
お
い
て
は
、
特
に
重
要
な
公
共
交

通
機
関
で
あ
る
バ
ス
に
つ
い
て
、
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
足
と
し
て
の
役
割
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

バ
ス
交
通
の
優
遇
、
駅
前
広
場
や
バ
ス
広
場
な
ど
の

交
通
結
節
点
の
整
備
に
よ
り
、
利
便
性
の
向
上
及
び

利
用
促
進
を
図
る
。

5

情
報
提
供
の
充
実

都
市
内
に
お
い
て
は
空
間
制
約
が
厳
し
い
こ
と
か
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渋 滞 長 の 推 移
単位 :千m

　
　

長

し.もじゞ
‐‐;

,･.････: ‐･‐◆ ･
･

,
.｣『′‐ ‐‐一%

'‐ ◆‐.;

.
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6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9:00 9:30
6;増中 6;45 7;15 7:45 8:l5 8:45 9:15 9:45

時 刻
- - 3月22日 ……･ 4月19日 … ･ 5月24日

栃木県宇都宮市の工業団地では、立地企業への通勤車が始業時に穀倒し、市街地
との間の幹線道路で著しい交通渋滞を引き起こしていた。平成 2年 4月にフレック

スタイムを導入した結果、 ピーク時に集中していた交通量が平準化されることによ

って、 最長渋滞長が約4,ooo m から約 2,500m に短縮され、宇都宮市内からの送迎バ

スの所要時間が47分から28分に大幅に短縮されるなどの渋滞緩和の効果がみられた。

注) 古池弘隆、小林治夫、 第瀬和裕 rフレックスタイム制導入による交通流の変化
について｣、 第l0回交通工学研究発表会論文集、平成 2年11月による。

図6 フレックスタイム導入による渋滞緩和の例
~栃木県宇都宮市~

8

交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

新
た
な
施
設
の
建
設
等
に
よ
る
開
発
が
交
通
渋
滞

を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
開
発
と
交
通
施
設
と
の
調

和
を
図
る
た
め
、
開
発
計
画
の
交
通
へ
の
影
響
を
評

価
す
る
交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
導
入
を
行
う
。

7

休
日
交
通
の
計
画
の
充
実

レ
ジ
ャ
ー
、
文
化
活
動
等
の
余
暇
活
動
の
活
発
化

に
伴
っ
て
休
日
交
通
が
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
実
態
を
十
分
把
握
し
た
上
で
、
将
来
の
休

日
交
通
の
動
向
を
予
測
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

の
道
路
計
画
手
法
の
確
立
を
図
る
。

滞
を
招
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

や
時
差
出
勤
の
奨
励
等
交
通
需
要
の
時
間
的
平
準
化

を
促
進
す
る
施
策
も
合
わ
せ
て
行
う

(図
6
)。

8 の 自 ら に 7 を

こ の 、

よ 実 図 こ
る 施 る れ
開 o に

　 　
交 す
通 る
渋 た
滞 め



　
　
　
　
　

『週
蟠
極
諌
竃
る
圓
間
』
行
事

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
運
動
は
、
安
全
で
快
適
な
道

路
環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検
と

整
備
、
道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
の

徹
底
を
図
り
、
｢道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
｣
使
用
す
る
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
都

道
府
県
を
は
じ
め
と
し
た
各
道
路
管
理
者
、
関
係
各
省

庁
、
関
係
団
体
等
の
ご
協
力
を
得
て
、
第
2
次
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
の
初
年
度
で
も
あ
っ
た
昭
和
三
三
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
。

建
設
省
で
は
、
本
年
も
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま

で
の
一
カ
月
間
を
第
三
五
回
目
の

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
と
し
て
、
各
種
運
動
を
実
施
し
た
。

こ
れ
ら
の
広
報
活
動
と
し
て
、
｢国
民
共
通
の
財
産
で

あ
る
道
路
は
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
｣
を
基
本

テ
ー
マ
と
し
、
報
道
機
関
等
の
ご
協
力
を
も
得
て
本
運
動

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
講
演
会
、
展
示
会
、
一
日
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
等
の
行
事
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
チ
ラ
シ
の
配

布
等
各
地
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
広
報
活
動
を
行
っ

た
。特

に
今
年
度
は
、
二
一
世
紀
に
向
け
た
道
路
整
備
の
長

期
構
想
と
、
第
n
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
策
定
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
念
頭

に
置
い
た
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
、
絵
画
展
、
模
型
等
の
展
示
に
よ
る
道
路
展
、
道
路

フ
ェ
ア
等
が
開
催
さ
れ
、
道
路
整
備
の
重
要
性
等
に
つ
い

て
従
来
に
も
ま
し
て
広
く
一
般
国
民
に
そ
の
認
識
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
建
設
省
で
は

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
実
施

に
あ
た
り
、
全
国
の
関
係
者
か
ら
道
路
の
愛
護
精
神
を
高

め
る
た
め
の
推
進
標
語
を
募
集
し
て
い
る
が
、
本
年
は

二
、
一
五
四
点
も
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
下
記
の
六
点
が

入
選
し
た
。
入
選
さ
れ
た
方
々
に
つ
い
て
は
、
表
彰
式
が

平
成
四
年
七
月
二
九
日
に
行
わ
れ
、
道
路
局
長

(代
理
･

道
路
交
通
管
理
課
長
)
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ

た
。表

彰
さ
れ
た
方
々
と
作
品
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
四
年
度
『道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課



み
ち
の
く
の
短
い
夏
を
色
ど
る
夏
祭
り
も
た
け
な
わ
と

な
る
八
月
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣、

｢道
の
日
｣
の
趣

向
を
凝
ら
し
た
多
彩
な
行
事
が
熱
気
に
包
ま
れ
て
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

仙
台
で
は

｢道
路
フ
ェ
ア
塊
｣
を
八
月
一
日
及
び
二
日

の
両
日
、
宮
城
県
、
仙
台
市
、
日
本
道
路
公
団
仙
台
管
理

局
、
宮
城
県
道
路
公
社
及
び
建
設
省
東
北
地
方
建
設
局
で

構
成
さ
れ
る

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
行
事
実
行
委
員
会
｣

の
主
催
で
、
仙
台
市
役
所
前
の
勾
当
台
市
民
の
広
場
で
盛

況
の
う
ち
に
開
催
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
等
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
引

き
続
き
、
仙
台
市
内
四
一
校
、
二
、
四
五
二
名
の
小
学
生

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
道
路
絵
画
展
の
入
賞
作
品
、
広
く
東
北

六
県
の
皆
様
か
ら
二
、
五
八
七
点
に
上
る
多
数
の
応
募
を

頂
い
た
東
北
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
の

表
彰
式
を
行
っ
た
。

道
路
フ
ェ
ア
班
に
お
い
て
は
、
本
年
度
が
第
11
次
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
の
策
定
を
進
め
る
極
め
て
重
要
な
年
に

当
た
り
、
広
く
国
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
の
重
要
性
と
二
一
世
紀
に
向
け
た

道
路
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
紹
介
す
る
特
別
コ
ー
ナ
ー

｢私
た
ち
の
く
ら
し
と
道
｣
パ
ネ
ル
展
を
行
っ
た
。

《優
秀
作
》

｢
ふ
る
さ
と
の

匂
い
あ
ふ
れ
る

マ
イ
ロ
ー
ド
｣

四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所

井
上

佳
郎
さ
ん

《佳

作
》

｢わ
が
ま
ま
な

駐
車
が
薄
こ
す

憤
脈
更
ヒ

｢さ
わ
や
か
にし

走
れ
る
道
へ
の

お
も
い
や
り
｣

沖
縄
総
合
事
務
局
道
路
管
理
課

駐
車
が
起
こ
す

道
脈
硬
化
｣

日
本
道
路
公
団
管
理
部
管
理
課

糸
山

清

季
節
の
香
を

運
ぶ
道
｣

沖
縄
総
合
事
務
局
道
路
管
理
課

清
高
さ
ん

｢あ
り
が
と
う

大
城

吉
一
さ
ん

岡
本

哲
次
さ
ん

｢豊
か
さ
と

ヒ
を
隧
ぐ

ロ
ー
ド

｢豊
か
さ
と

文
化
を
継
ぐ
夢
ロ
ー
ド
｣

北
海
道
開
発
局
旭
川
開
発
建
設
部

佐
藤

古
潔
さ
ん

｢み
ち
が
泣
く

積
み
過
ぎ

ポ
イ
捨
て

立
て
看
板
｣

中
国
地
方
建
設
局
松
江
国
道
工
事
事
務
所

矢
野

勲
さ
ん

次
に
、
各
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
｢月
間
｣及
び
｢道
の
日
｣

の
活
動
状
況
等
を
紹
介
す
る
。

パ
ネ
ル
展
は

○

豊
か
な
未
来
の
東
北
へ
向
け
て

②

豊
か
な
く
ら
し
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

③

く
ら
し
の
安
全
を
守
る

④

歴
史
の
道
、
未
来
の
道

と
い
う
四
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
写
真
パ

ネ
ル
を
中
心
に
わ
か
り
易
い
解
説
を
加
え
た
。

特
に
歴
史
の
道
、
未
来
の
道
コ
ー
ナ
ー
で
は
東
北
地
方

に
ゆ
か
り
の
深
い
｢奥
の
細
道
｣
に
つ
い
て
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
テ
レ
ビ
に
よ
る
ビ
デ
オ
放
送
が
終
日
行
わ
れ
、
じ
っ
く

り
と
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
私

達
の
生
活
に
深
く
密
着
し
た
様
々
な
道
の
姿
や
、
豊
か
な
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未
来
の
東
北
地
方
を
築
く
た
め
に
計
画
･
建
設
が
進
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
道
路
等
に
つ
い
て
熱
心
に
見
学
し
て
い
た
。

会
場
で
は
道
路
絵
画
展
、
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

賞
作
品
な
ど
も
併
せ
て
展
示
を
行
っ
た
が
、
さ
ら
に
、
道

路
に
関
す
る
模
型
、
実
物
大
の
信
号
機
、
協
賛
企
業
か
ら

の
電
気
自
動
車
の
出
展
等
、
珍
し
い
展
示
品
に
興
味
深
げ

に
多
勢
の
方
々
が
見
入
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
夏
休
み
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
親
子
連
れ
に

も
楽
し
み
な
が
ら
道
路
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
ち

び

っ
た
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
、
縁
日

コ
ー
ナ
ー
、
落
書
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
け
た
他
、
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
で
は
コ
ミ
カ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
等
を

実
施
し
、
二
日
間
の
人
出
は
約

一
五
、
五
〇
〇
人
に
の

ぼ
っ
た
。

ま
た
、
｢道
の
日
｣
に
は
、
仙
台
市
で
多
数
の
参
加
者

を
迎
え
、
東
北
の
道
を
考
え
る
一
〇
〇
人
委
員
会
の
主
催

に
よ
る

｢東
北
の
道
を
考
え
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
｣
が

開
催
さ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
等
に
よ
る
熱
心
な
議
論
が
行
わ

れ
、
東
北
地
方
の
新
し
い
道
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

管
内
道
路
関
係
事
務
所
で
も
関
係
機
関
と
合
同
で

｢道

の
日
｣
を
中
心
に
各
種
の
行
事
を
展
開
し
た
。
青
森
･
仙

台
･
湯
沢
で
は
道
路
フ
ェ
ア
班
、
盛
岡
で
は
ザ
･
ロ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
難
、
秋
田
で
は
あ
き
た
み
ち
フ
ェ
ア

班
、
山
形
で
は
ち
び
っ
子
わ
ん
ぱ
く
ロ
ー
ド
、
能
代
･
酒

田
･福
島
･
い
わ
き
で
は
道
路
展
、
三
陸
･郡
山
で
は
街
頭

パ
レ
ー
ド
等
の
多
彩
な
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

期
間
中
に
は
、
警
察
･
占
用
企
業
者
等
と
の
合
同
に
よ

る
大
型
車
両
の
現
地
指
導
取
締
り
、
道
路
施
設
等
の
安
全

点
検
、
道
路
占
用
物
件
の
適
正
化
指
導
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等

を
精
力
的
に
行
い
、
交
通
事
故
防
止
、
不
法
占
用
物
件
の

是
正
等
に
努
め
た
。

本
月
間
中
、
こ
れ
ら
の
多
種
･
多
様
な
行
事
が
事
故
等

も
な
く
無
事
終
了
し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力
の
賜
と

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

今
後
と
も
道
路
の
意
義
、
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関

心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
に
は
、
本
月
間
中

の
み
な
ら
ず
、常
日
頃
の
取
組
み
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。
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力
-ル
ー

関
東
地
方
建
設
局
で
は
、
毎
年
、
八
月
の

｢道
路
を
ま

も
る
月
間
｣
と

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
添
い
、
各
協
賛
団

体
の
協
力
を
得
て
、
本
局
お
よ
び
事
務
所
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
多
く
の
市
民
の

方
々
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

以
下
、
各
地
で
展
開
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
内
、
本
局
に

お
い
て
実
施
し
た
｢関
東
道
路
フ
ェ
ア
堀
｣を
紹
介
す
る
。

八
月
三
日
㈲

-
一
時
三
〇
分
-
-
六
時
三
〇
分
ま
で
、

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

｢噴
水
広
場
｣
に
お
い
て
開

催
し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
は

｢道
か
ら
の
発
見
｣
を
掲
げ
、
企

画
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に

｢道
｣

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
性
の
高
い
、
平
易
な
演
目
･
展
開
を
中
心
と
し
た

構
成
と
し
、

｢道
｣
そ
の
も
の
の
役
割
だ
け
で
な
く
、

関
東
道
路
フ
ェ
ア
塊



｢道
｣
に
ま
つ
わ
る
人
々
の
夢
や
思
い
出
に
も
ふ
れ
、
多

く
の
方
々
を
ひ
き
つ
け
る
内
容
と
し
た
。
ま
た
、
告
知
効

果
を
高
め
る
た
め
、
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
や
す
い
会
場

を
選
定
し
た
。

実
施
の
展
開
内
容
は
、
大
別
し
て
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
↓。

①

ス
テ
ー
ジ
展
開

“臟
騨
き

N
T
T
東
京
吹
奏
楽
団
の
"

道
“
に
ち
な
ん
だ
曲
目
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
に
始
ま
り
、
続
い
て
コ
ン
ト

シ
ョ
ー

｢笑

っ
て
道
の
日
｣、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

｢道
の
お

話
｣
、
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
･
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

｢
フ
ラ
メ
ン

コ
シ
ョ
ー
｣
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー

｢劇
団

道
の
日
｣
、
観
客
を
対
象
と
し
た
ク
イ
ズ
大
会

｢道
路

フ
ェ
ア
ー
ク
イ
ズ
｣
、
そ
し
て
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
、

｢道
路
フ
ェ
ア
ー
ク
イ
ズ
｣
で
は
ク
イ
ズ

参
加
希
望
の
子
供
達
が
殺
到
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
会
場

が
埋
め
尽
く
さ
れ
、
人
気
タ
レ
ン
ト
の
軽
妙
な
司
会
と
あ

い
ま
っ
て
、
子
供
達
と
観
客
と
ス
テ
ー
ジ
が
一
体
と
な
っ

て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
あ

っ
た
。

②

フ
ィ
ー
ル
ド
展
開

告
知
の
チ
ラ
シ
配
布
、
協
賛
団
体
の
広
報
と
ワ
ゴ
ン

セ
ー
ル
、
道
路
ク
イ
ズ
に
答
え
て
抽
選
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン

ト
･

グ
ッ
ズ
じ
ゃ
ん
け
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
式
o

三
ヵ
月
の
準
備
期
間
を
経
た
、
｢関
東
道
路
フ
ェ
ア

戦
｣

も
、
お
陰
様
で
た
く
さ
ん
の
市
民
が
会
場
を
埋
め
尽
く

し
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

は
じ
め
に

北
陸
地
方
建
設
局
で
は
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
の
一
環

と
し
て
、
平
成
四
年
度
も
管
内
の
道
路
関
係
機
関

(新
潟

県
･
富
山
県

･
石
川
県
･
関
係
市
町
村

･
日
本
道
路
公

団
)
お
よ
び
各
協
賛
団
体
の
協
力
を
得
て
、
各
工
事
事
務

所
単
位
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
地
域
の
特
徴
を
生
か

し
な
が
ら
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
目
的
と
し
た
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
、
子
供
た
ち
は
じ
め
と
す
る
多
数
の

参
加
を
得
て
、
好
評
を
博
し
た
。

こ
こ
で
は
誌
面
の
都
合
上
、
各
地
で
展
開
さ
れ
た
メ
イ

ン
行
事
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

靴
に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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八
月
四
日
、
新
潟
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、
新
潟
市
の

協
力
を
得
て
新
潟
市
の
繁
華
街
で
あ
る
万
代
シ
テ
ィ
通
り

を
終
日
一
般
市
民
に
開
放
し
て
、
堀
に
い
が
た
道
路
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
昭
和
五
八
年
か
ら
続
い
て
お
り
、
今
で

は
夏
の
楽
し
い
恒
例
行
事
の
一
つ
と
し
て
新
潟
市
民
に
定

着
し
、
特
に
主
役
で
あ
る
市
内
の
小
中
学
生
の
参
加
が
多

く
、
毎
年
一
万
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
る
。

今
年
の
北
陸
地
方
は
、
昨
年
と
は
違
い
夏
ら
し
い
夏

で
、
当
日
も
朝
か
ら
夏
の
日
差
し
が
注
ぎ
、
夏
に
元
気
な

子
供
達
は
別
と
し
て
、
主
催
者
を
は
じ
め
一
般
市
民
は
、

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
に
や
や
閉
ロ
ぎ
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

'鋸
に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
伊
東

道
路
部
長
、
長
谷
川
新
潟
市
長
、
ミ
ス
･
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ら

が
く
す
玉
を
割
り
、
オ
ー
プ
ン
を
宣
言
し
た
。
会
場
に
は

｢自
動
車
コ
ー
ナ
ー
｣
｢ら
く
が
き
コ
J
ナ
ー
｣
｢な
ぞ
な

ぞ
道
コ
ー
ナ
ー
｣
等
九
カ
所
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
た

が
、
各
コ
!
ナ
ー
と
も
夏
休
み
中
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

メ
イ
ン
の
お
祭
り
広
場
で
は
、
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
、

人
形
劇
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
が
行
わ
れ
、
最
後
に
は
地
元

新潟県警察署楽隊による会場内パレード

　　

　
　
　白

闘 テーでの写真撮影

小
学
校
三
校
合
同
に
よ
る

｢万
代
太
鼓
｣
が
力
強
く
鳴
り

わ
た
り
、
今
年
も
無
事
終
了
し
た
。

競
出
会
い
ふ
れ
あ
い
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

八
月
一
〇
日
、
富
山
工
事
事
務
所
で
は
、
班
出
会
い
ふ

れ
あ
い
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
J
R
富
山
駅
前
広
場
で

開
催
し
た
。

午
前
中
に

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
一
環
と
し
て
、

道
路
功
労
者
表
彰
、
道
路
愛
護
団
体
等
へ
の
表
彰
、
第
四

回
お
も
し
ろ
ア
イ
デ
ア
道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作

品
へ
の
表
彰
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら

｢骸
出
会
い
ふ
れ
あ
い
の
道
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
｣
を
高
岡
市
志
貴
野
幼
稚
園
の
園
児

(
一
〇
五
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名
)
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
記
念
パ
レ
ー
ド

を
実
施
し
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
し
た
後
、

ミ
ス
フ
ラ
ワ
ー
･
ミ
ス
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
お
よ
び
共
催
者
職

員
に
よ
り
一
般
市
民
に
対
し
、
｢今
日
は
道
の
日
で
す
。

道
路
に
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
｣
と
呼
び
か
け
、
｢道

の
日
｣
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

会
場
に
は
、
｢
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
｣
｢子
供

達
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
｣
等
八
カ
所
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
た
が
、
各
コ
ー
ナ
ー
と
も
道
行
く
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
。

お
わ
り
に

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
月
間
行
事
お
よ
び
道
の
日
の
各

種
行
事
を
各
道
路
管
理
者
、
地
域
住
民
、
道
路
利
用
団
体

等
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い

限
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
行
事
を
通
じ
て
一
般
市
民
の
方
々

に
道
路
の
重
要
性
･
公
共
性
を
多
少
な
り
と
も
認
識
し
て

も
ら
え
た
こ
と
は
、
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

　′参
ぜ

　　　　　　

＼
{′、

　　　　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

鑄
き

梅
雨
も
あ
げ
、
暑
い
夏
の
到
来
と
と
も
に

『道
路
を
ま

も
る
月
間
』
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

『道
の
日
』
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

『み
ち

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
は
今
年
で
六
回
目
を
迎
え
、
近
年
に

な
い
猛
暑
の
中
、
八
月
一
日
田
に
会
場
の
名
城
公
園

(北

國
)
に
お
い
て

二
、
0
0
0
人
余
の
参
加
者
を
集
め
て

行
わ
れ
た
。

開
会
式
で
の
保
育
園
児
に
よ
る
可
愛
ら
し
い

｢道
路
を

ま
も
る
宣
言
｣
に
会
場
か
ら
は
お
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
、
道
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に

｢歩
け
歩
け
大
会
｣
が
行
わ
れ
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
八
六
才
ま
で
の
幅
広
い
層
の
方
が
参
加
し
一

周
約
三
･
二
如
の
コ
ー
ス
に
爽
や
か
な
汗
を
な
が
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
涼
感
溢
れ
る

｢氷
の
彫
刻
｣、
力
強
い

｢和
太
鼓
の
演
奏
｣、
童
話
の
世
界
か
ら
抜
け
出
て
来
た

よ
う
な
可
愛
ら
し
さ
溢
れ
る
保
育
園
児
の

｢鼓
笛
隊
の
演

奏
｣、
若
さ
と
美
と
躍
動
感
溢
れ
る

｢バ
ト
ン
演
技
｣
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
終
始
見
る
者
を
引
き
付
け
て
や
ま
な

か
っ
た
。
ま
た
、
お
年
寄
り
･
身
体
障
害
者
の
作
品
展
、

道
路
ク
イ
ズ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
、
協
賛
団
体
に
よ
る

各
種
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
真
夏
の
暑
い
陽
射
し
が

容
赦
な
く
照
り
つ
け
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
は
終
始

変
わ
ら
ぬ
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

こ
の
他
に
、

｢東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
展
｣、

｢道
路

整
備
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
｣
等
の
パ
ネ
ル
の
展
示
や
、
路
車

間
情
報
シ
ス
テ
ム
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
よ
る

み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
云
コ
ヤ

24 道行セ 92.9



日

報
月

　
　

　

　
　

　

　
　

8

も
1

蜜
月

　

　
　

の

盤

潴

趨

体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
順
番
を
待
つ
八
の
列
が
絶
え
ず
、
関

心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
新
キ
ロ
ポ
ス
ト
の
展

示
と
ア
ン
ケ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
後
の
本
格
的
導
入

に
と
っ
て
貴
重
な
意
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

地
球
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る

太
陽
電
池
を
利
用
し
た
標
識
や
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
、
電
気
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
自
動
車
の
展
示

コ
!
ナ
!
も
多
く
の
参
加
者
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

｢歩
け

歩
け
大
会
｣
や
0
0
体
験
コ
ー
ナ
j
の
よ
う
に
参
加
者
が

積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
参
加
型
の
も
の
に
対

す
る
人
気
と
関
心
の
高
さ
だ
っ
た
。

道々テセ 92.9 2 5

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
要
領
に
基
づ
き
、
本
年

も
近
畿
地
建
管
内
の
各
地
に
お
い
て
、
道
路
環
境
を
保
持京都

す
る
た
め
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
、
広
報
活
動
の
推
進

等
、
多
彩
な
運
動
を
展
開
し
た
。

特
に
、
今
年
度
は
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の

策
定
年
と
い
う
重
要
な
年
で
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

の
み
な
ら
ず
、
地
元
団
体
を
始
め
多
数
の
関
係
機
関
、
報

道
機
関
等
の
参
加
･
協
力
を
得
て
道
路
の
重
要
性
に
つ
い

て
広
く
市
民
に
理
解
を
訴
え
た
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
の
イ
ベ
ン
ト
も

既
に
こ
の
時
季
の
風
物
詩
と
し
て
地
域
社
会
に
根
を
お
る

し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
今
年
初
め
て
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
す
る
も
の
も
あ
り
、
内
容
的
に
も
多
種
多
様

で
各
地
域
の
特
色
を
い
か
し
、
参
加
者
の
大
い
な
る
熱
気

の
も
と
ホ
ッ
ト
な
推
進
運
動
を
繰
り
広
げ
た
。

こ
こ
で
は
こ
の
中
で
古
都

｢奈
良
｣
｢京
都
｣
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

八
月
三
日
、
奈
良
公
園
の
一
角
を
舞
台
に
、
奈
良
県
内

の
全
て
の
市
町
村
長
等
の
参
加
を
得
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
た
。

国
際
観
光
都
市
｢奈
良
｣
ニ
尿
都
｣
で
の

『道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
運
動
セ
レ
モ
ニ
ー



｢吉
野
川
あ
ば
れ
太
鼓
｣
の
雄
壮
な
響
き
に
送
ら
れ
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
、
動
物
ぬ
い
ぐ
る
み

を
先
頭
に
市
内
繁
華
街
を
賑
や
か
に
パ
レ
ー
ド
し
道
路
の

大
切
さ
を
P
R
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
衛
星
通
信
地
球
局
、
路
面
探
査
車
、

清
掃
車
の
展
示
に
パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
も
参
加
し
、
夏
休

み
中
の
チ
ビ
ッ
コ
の
人
気
を
集
め
た
。

沿
道
物
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
郡
山
金
魚
を
は
じ
め
、
木
製

品
、
竹
製
品
、
地
酒
等
の
展
示
･
配
布
を
し
、
黒
山
の
人

　
騒
げ

.

だ
か
り
の
中
、
外
国
人
観
光
客
の
質
問
攻
め
に
大
汗
を
流

す
一
幕
も
あ
っ
た
。

あ
い
に
く
小
雨
に
見
舞
わ
れ
た
野
外
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー

で
あ
っ
た
が
、
国
･
県
･
市
町
村
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
で
、
そ
の
P
R
は
人
に
も
鹿
に
も
、
ひ
と
き
わ
注
目
を

ひ
く
も
の
と
な

っ
た
。

八
月
二
日
、
京
都
の
道
路
管
理
者
に
よ
る

｢道
路
を
ま

も
る
月
間
｣
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
京
都
外
国
語
大
学
森
田

記
念
講
堂
で

｢L
O
V
E

W
A
Y
92
｣
と
銘
う
っ
て
開

催
し
た
。

大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
道
路
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
、
金
管
バ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
お
笑
い
演
芸
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
、
羽
野
晶
紀
コ

ン
サ
ー
ト
に
加
え
、
道
路
な
ん
で
も
相
談
や
パ
ネ
ル
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
等
道
路
の
P
R
に
努
め
、
ま
た
、
そ

の
模
様
は
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
。

京
都
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
多
数
の
市
民

の
参
加
を
得
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
一
日
と
な
っ
た
。

八
月
一
一
日
に
は
市
内
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
地
元
市

民
の
み
な
ら
ず
、
大
勢
の
観
光
客
に
も
道
路
に
対
す
る
よ

り
一
層
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
た
。

奈
良
、
京
都
を
始
め
と
す
る
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
、
大
阪
で
は
八
月
二
〇
日
か
ら
近
畿
地
方
建
設
局
主
催

･
後
援
で
ホ
ク
ホ
ク
顔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
近
畿
マ
イ
ロ
ー

ド
物
産
展
が
開
催
さ
れ
盛
況
で
あ
っ
た
。

以
上
、
今
年
も

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣

の
推
進
運
動
は
大
い
に
成
果
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

誌
上
を
借
り
て
関
係
各
位
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

奈良

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
｢道
の
日
｣
の
行
事
と
し
て
、

中
国
地
方
建
設
局
お
よ
び
各
工
事
事
務
所
に
お
い
て
、
道

路
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図

る
た
め
、
今
年
度
も
様
々
な
行
事
を
執
り
行
っ
た
。
こ
の

う
ち
、
中
国
地
方
建
設
局
お
よ
び

｢道
の
日
｣
中
国
実
行

委
員
会
で
実
施
し
た
行
事
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

1

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
行
事

○

道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

(募
集

期
間
四
月
一
日
-
五
月
三
〇
日
)

中
国
地
方
の
小
･
中
学
生
を
対
象
に
道
路
を
題
材
と
し

た
作
文

･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行
っ
た
。
ポ
ス
タ
ー
約

二
、
五
〇
〇
点
、
作
文
約
五
〇
〇
編
の
応
募
が
あ
り
、
作
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日
｣
の
行
事
に
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て



文
四
名
、
ポ
ス
タ
ー
六
名
が
局
長
賞
に
決
定
し
、
七
月
三

一
日
に
表
彰
式
お
よ
び
見
学
会
を
行
っ
た
。
新
交
通
シ
ス

テ
ム
シ
ー
ル
ド
工
事
現
場
の
見
学
で
は
、
地
底
に
伸
び
る

巨
大
な
メ
ガ
ネ
型
の
ト
ン
ネ
ル
に
受
賞
者
た
ち
か
ら
感
嘆

の
声
が
上
が
っ
た
。

②

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
国
地
方
建
設
局
、
広
島
県
お
よ
び
広
島
市
の
共
催
で

八
月
四
日
に
実
施
し
た
。
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
を
先
頭
に
広

島
市
消
防
音
楽
隊
が
軽
快
な
行
進
曲
を
演
奏
す
る
中
、
ミ

ス
広
島
や
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ポ
ッ
ポ
と

ク
ッ
ク
も
参
加
し
、
約
二
〇
〇
余
名
が
広
島
市
随
一
の
商

店
街
、
本
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
、
道
路
愛
護
を
呼
び
掛
け

た
。

2

｢道
の
日
｣
中
国
実
行
委
員
会
行
事

の

｢道
の
日
｣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢中
国
地
方
に
お
け
る
車
社
会
の
進
展
と
新
し
い
道
づ

く
り
｣
を
テ
ー
マ
に

｢道
の
日
｣
の
八
月

一
〇
日
、
約
三

三
〇
名
の
聴
衆
を
集
め
、
広
島
市
で
開
催
し
た
。

ノ【ネル デスカッ ショ ン

東
京
大
学
工
学
部
の
越
正
毅
教
授
に
よ
る

｢こ
れ
か
ら

の
く
ら
し
と
道
づ
く
り
｣
を
テ
ー
マ
に
し
た
基
調
講
演
が

あ
っ
た
後
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
中

国
地
方
建
設
局
道
路
部
長
に
よ
る
、
道
づ
く
り
の
方
向
に

つ
い
て
の
意
見
発
表
を
皮
切
り
に
、
学
識
経
験
者
、
地
域

づ
く
り
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
五
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
っ

て
道
路
論
が
展
開
さ
れ
た
。

②

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

(募
集
期
間
五
月

一
日
-
六
月
三
〇
日
)

中
国
地
方
の
道
路
を
対
象
に
し
た
写
真
の
募
集
を
行
っ
た
。

一
、
0
0
0
点
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
開
通
し
た
ば

か
り
の
三
一
四
号
奧
出
雲
お
ろ
ち
ル
ー
プ
な
ど
道
路
構
造

の
力
強
さ
、
美
し
さ
を
現
し
た
秀
れ
た
作
品
が
多
く
、
七

九
点
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
、
八
月
二
八
日
に
表
彰
式
を

行

っ
た
。

③

ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
中
国
路
コ
ン
テ
ス
ト

(募
集
期

間
六
月
一
日
-
七
月
三
一
日
)

中
国
地
方
の
秀
れ
た
名
勝
な
ど
と
快
適
な
道
路
を
組
み

合
わ
せ
た
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
の
募
集
を
行
っ
た
。

約
四
〇
〇
点
の
応
募
が
あ
り
、
今
後
、
入
賞
作
品
の
表

彰
お
よ
び
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
予
定
し
て
い
る
。

以
上
、
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
こ
の
他
に
各
工
事
事
務

所
に
お
い
て
、
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
I
N
津
山
、
｢道

の
日
｣
三
次
ウ
オ
ー
ク
な
ど
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
た
。
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今
年
で
第
三
五
回
目
を
迎
え
た
道
路
を
ま
も
る
月
間
に

お
い
て
、
香
川
地
区
で
は
八
月
三
日
に

｢香
川
地
区
道
路

を
ま
も
る
月
間
運
動
推
進
連
絡
協
議
会
｣
に
よ
り

『オ
ー

プ
ニ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
高
松
市
内
の
繁
華
街

三
箇
所
に
お
い
て
ウ
チ
ワ
や
チ
ラ
シ
入
り
グ
ッ
ズ
を
通
行

者
に
配
布
し
、
道
路
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
認
識
と

道
路
愛
護
の
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
ま
た
、
八
月
五
日
に

　
　

学
5

見
月

　

　

親子道路見学会

は
、
香
川
県
内
の
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童

を
対
象
に
親
子
四
〇
組
(八
〇
名
)を
募
集
･
招
待
し
て
、

直
轄
国
道
を
は
じ
め
、
高
松
自
動
車
道
、
瀬
戸
中
央
自
動

車
道
な
ど
県
内
の
主
要
な
道
路
を
バ
ス
で
巡
り
、
道
路
の

役
割
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
道
に
関
す
る

ク
イ
ズ
を
行
う
な
ど
『親
子
道
路
見
学
会
』を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
八
月
七
日
に
は
、
四
国
電
力
等
の
企
業
の
協

力
も
得
て
国
道
一
一
号
な
ど

『早
朝
道
路
一
斉
清
掃
』
を

行
い
、
植
栽
の
中
に
捨
て
ら
れ
た
空
缶
等
を
回
収
し
気
持

ち
良
い
汗
を
流
し
た
。

｢道
の
日
｣
の
八
月
一
〇
日
に
は
、
今
年
で
第
四
回
目

と
な
っ
た
最
後
の
メ
イ
ン
行
事
で
あ
る

『道
路
愛
護
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
』
の
出
発
式
を
香
川
県
庁
東
玄
関
前
に
お
い
て

行

っ
た
。

こ
の

『道
路
愛
護
キ
ャ
ラ
バ
ン
』
は
、
香
川
県
下
全
域

を
七
班
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
道
路
愛
護
を
広
報
し
な
が
ら

巡
回
し
、
途
中
の
市
町
役
場
に
お
い
て
、
四
国
地
方
建
設

局
長
、
香
川
県
知
事
、
高
松
市
長
、
日
本
道
路
公
団
高
松

建
設
局
長
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
第
二
管
理
局
長
連
名

に
よ
る

｢道
の
日
メ
ッ
セ
ー
ジ
｣
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
長
に
伝
達
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

た
市
町
長
は
、
道
路
愛
護
運
動
を
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
す
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#
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嗽
盪
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讓
,寒

溌
き

る
等
の
決
意
表
明
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
四
国
管
内
に
お
い
て
は
各
事
務
所
等
に
よ

り
、
道
の
日
パ
レ
ー
ド
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
等
多
彩
な
行

事
を
実
施
し
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
･
道
の
日
に
つ
い
て

P
R
す
る
等
に
よ
り
道
路
愛
護
精
神
を
よ
り
一
層
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

来
年
は
、
東
四
国
国
体
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

よ
り
充
実
し
た
行
事
を
実
施
し
、
四
国
外
か
ら
の
皆
様
に

も
快
適
に
道
路
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努

め
た
い
も
の
で
あ
る
。

『道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
及
び

『道
の
日
』
の
実
施
行
事
に
つ
い
て

四
国
地
方
建
設
局



八
月
は
道
路
を
ま
も
る
月
間
で
す
。

道
路
に
対
し
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
我
々

道
路
管
理
を
担
当
す
る
者
は
、
毎
年
知
恵
を
絞
り
だ
し

て
、
住
民
の
方
々
に
道
路
の
P
R
を
す
る
た
め
に
張
り

切
っ
て
行
事
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
年
も
、
九
州
地
区
の
道
路
管
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
様
々

な
工
夫
を
し
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

こ
こ
に
一
例
と
し
て
、
福
岡
地
区
に
お
け
る
活
動
状
況

を
紹
介
す
る
o

　　　
　　　
ン

1

道
の
日
街
頭
パ
レ
ー
ド

昨
年
は
雨
に
た
た
ら
れ
、
チ
ラ
シ
配
布
の
み
し
か
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
年
は
担
当
者
の
願
い
が
天
に
通
じ
た
の

か
見
事
な
日
本
晴
れ
、
背
広
姿
の
各
機
関
の
代
表
の
方
々

に
は
申
し
訳
な
い
よ
う
な
、
暑
い
夏
の
一
日
で
あ
っ
た
。

中
央
区
の
須
崎
公
園
で
出
発
式
を
行
い
、
中
央
公
園
ま

で
の
約
二
如
の
行
程
。
パ
レ
ー
ド
の
隊
列
は
、
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
先
導
の
も
と
、
陸
上
自
衛
隊
第
四
音
楽
隊
を

先
頭
に
、
ミ
ス
福
岡
二
名
、
そ
の
後
を
T
シ
ャ
ツ
を
身
に

着
け
た
各
機
関
の
参
加
者
が
続
き
、
総
勢
二
〇
〇
名
の
行

進
と
な
っ
た
。

パ
レ
ー
ド
か
ら
離
れ
た
チ
ラ
シ
配
布
班
は
、
天
神
地
区

の
私
鉄
の
構
内
に
お
い
て
、
約
二
、
0
0
0
部
の
チ
ラ
シ

や
記
念
品
を
道
行
く
人
々
に
配
布
し
、
｢道
の
日
｣
を
P
R

し
た
。

2

92
道
路
展

道
路
を
ま
も
る
月
間
行
事
実
行
委
員
会

(建
設
省
、
福

岡
県
、
福
岡
市
、
北
九
州
市
、
日
本
道
路
公
団
、
県
道
路

公
社
、
福
岡
･
北
九
州
高
速
道
路
公
社
)
に
よ
る
恒
例
の

道
路
展
が
、
今
年
は
北
九
州
市
の
玉
屋
デ
パ
ー
ト
で
開
催

さ
れ
た
。

先
に
公
募
し
て
い
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

｢み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
未
来
の
道
｣
応
募
者
七
、
二
四
八
点
の
な
か
か
ら

の
福
岡
県
知
事
賞
他
四
点
の
入
賞
作
、
三
点
の
特
別
賞
、

並
び
に
四
五
点
の
入
選
作
品
の
表
彰
、
展
示
、
小
学
生
に

よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、
道
路
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、

公
益
企
業
者
コ
ー
ナ
ー
、
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置

し
八
月
一
九
日
-
二
三
日
の
五
日
間
で
約
七
、
0
0
0
名

の
入
場
者
数
を
得
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。

福
岡
地
区
以
外
で
も
様
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ

た
。
紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
と
も

道
路
の
大
切
さ
が
皆
様
に
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
た
い
。

絵画コンクール表彰式

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
、
『道
の
日
｣



北
海
道
開
発
局
で
は
平
成
四
年
度
も
八
月
の

｢道
路
を

ま
も
る
月
間
｣
と
八
月

一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に

添
い
、
交
通
安
全
施
設
の
点
検
と
整
備
、
道
路
の
正
し
い

利
用
の
指
導
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
基
本
に
各
種
行

事
を
行
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
塊
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

(北
海
道
開
発
局
･
北
海
道
･
市
町
村
･
日
本
道
路
公
団

　
　
　　　
　
　
　
　
　

共
催
)
を
組
織
し
、
各
種
協
賛
団
体
の
協
力
を
得
て
道
内

各
地
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

北
海
道
の
中
央
会
場
で
あ
る
札
幌
市
で
は
、
八
月
一
〇

日
に

ご
N
国
0
内
内
>
[□
○
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
,

が

開
催
さ
れ
た
。

最
初
に

"｢道
の
日
｣
記
念
式
典
“
が
開
催
さ
れ
、

｢道
の
日
｣
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

･
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入

r道の日｣ 街頭キャンペーン (札幌駅前)

賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
記
念
式
典
に
引
き
続
き
、

"
｢道
の
日
｣
フ
ォ
ー
ラ
ム
“
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は

第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
策
定
年
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
道
路
整
備
の
進
む
べ
き
方
向
を
基
本
テ
ー
マ

と
し
て
討
論
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
新
谷
洋
二
東
京
大
学

名
誉
教
授
に
よ
る

｢よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
｣
、
橋
本
鋼
太
郎
建
設
省
道
路
局
企
画
課
長
に
よ
る

｢今
後
の
道
路
整
備
の
方
向
｣、
と
題
す
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
、
今
後
の
道
路
整
備
に
関
す
る
話
題
提
供
が
な
さ

れ
た
。
次
に
、
こ
の
基
調
講
演
を
受
け
て
、
北
海
道
大
学

工
学
部
五
十
嵐
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
｢ぬ

く
も
り
と
豊
か
さ
を
育
む
北
の
み
ち
｣
を
テ
ー
マ
と
す
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
一
二
世
紀
へ

向
け
た
北
海
道
の
地
域
つ
く
り
、
今
後
の
北
海
道
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
、
五
名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
熱
の
こ
も

っ

た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
会
場
を
埋
め
た
約
三
〇
〇
名
の

参
加
者
も
皆
熱
心
に
間
入
っ
て
い
た
。

道
内
各
地
で
は
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
道
路
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
パ
レ
ー
ド
･
維
持
用
機
械
の
展
示
試
乗
会
･
道

路
功
労
者
表
彰
･
道
路
見
学
会
等
が
行
わ
れ
た
が
、
特
に

小
樽
市
恒
例
の
潮
ま
つ
り

｢潮
ね
り
こ
み
｣
に
は
一
四
〇

名
、
函
館
市
の
港
ま
つ
り

｢
一
万
人
踊
り
パ
レ
J
ド
｣
に

は
四
〇
〇
名
が
そ
れ
ぞ
れ

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の

幟
、
山
車
を
先
頭
に
参
加
し
、
道
路
愛
護
思
想
の
P
R
を

行
っ
た
。

ま
た
、
帯
広
市
に
お
い
て
は
八
月
一
四
日
の

｢平
原
ま

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
『道
の
日
｣
を
終
え
て



つ
り
｣
に
合
わ
せ
て
、
市
内
中
心
部
に
開
放
さ
れ
た
歩
行

者
道
路
に
、
次
代
を
担
う
子
供
達
が
道
路
に
関
心
と
愛
護

の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

｢道
の
ふ
れ
あ
い

広
場
｣
を
設
け
、
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、
道
に
関
す
る
ク
イ
ズ

大
会
、
記
念
撮
影
会
、
維
持
用
機
械
の
展
示
試
乗
会
等
を

行
な
い
、
約
三
、
0
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
盛
大
で
あ
っ

た
。各

行
事
と
も
沢
山
の
市
民
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
あ
ら

た
め
て
道
路
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

今
後
も

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
と

｢道
の
日
｣
の
充

実
を
図
り
道
路
の
正
し
い
利
用
、道
路
の
大
切
さ
、道
路
整

備
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
広
め
て
い
き
た
い
。

｢道のふれあい広場J (帯広市内)

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
沖
縄
地
方
推
進
協
議
会

(会

長
沖
縄
総
合
事
務
局
長
)
行
事
の
一
環
と
し
て

｢道
の

日
｣
の
八
月
一
〇
日
、
道
路
に
対
す
る
愛
護
精
神
の
向
上

な
ど

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

｢街
頭
パ

レ
ー
ド
｣
や

｢道
路
愛
護
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
式
｣
等

の
行
事
を
沖
縄
県
、
日
本
道
路
公
団
、
那
覇
市
等
の
協
力

に
よ
り
次
の
と
お
り
実
施
し
た
。

一

街
頭
パ
レ
ー
ド

パ
レ
ー
ド
は
八
月
一
〇
日
側
、
国
、
県
、
那
覇
市
の
道

路
管
理
者
を
は
じ
め
、
ミ
ス
沖
縄
三
名
、
市
内
の
小
学
校

二
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
員
や
沖
縄
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
オ
ー
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
ら
約

一
五
〇
人
が
参
加

し
、
国
際
通
り
を
行
進
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
開
南
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
た
出

発
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
沖
縄
総
合
事
務
局
の
佐

竹
芳
郎
企
画
調
整
官
が

｢空
気
の
よ
う
に
身
近
な
存
在
で

あ
る
た
め
に
そ
の
重
要
性
が
見
す
ご
さ
れ
が
ち
な
道
路
に

対
す
る
愛
護
の
気
持
ち
を
高
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
今
年

は
第
n
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
策
定
の
年
で
も
あ

り
、
道
路
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
力
強
い
行

進
を
お
願
い
し
ま
す
。
｣
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
ま
た
、
全

国
で
選
ば
れ
た
月
間
推
進
標
語
六
点
の
入
選
作
品
を
紹
介

し
、
特
に
沖
縄
総
合
事
務
局
道
路
管
理
課
岡
本
哲
次
さ
ん

の

｢さ
わ
や
か
に
走
れ
る
道
へ
の
お
も
い
や
り
｣
と
同
課

大
城
吉
一
さ
ん
の

｢あ
り
が
と
う
季
節
の
香
を
運
ぶ
道
｣

の
二
作
品
が
沖
縄
か
ら
入
賞
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

こ
の
後
、
パ
レ
ー
ド
に
移
り
、
一
行
は
、
平
成
四
年
度

の
推
進
標
語
｢ふ
る
さ
と
の
匂
い
あ
ふ
れ
る
マ
イ
ロ
ー
ド
｣

等
を
表
示
し
た
標
語
横
断
幕
を
先
頭
に
、
二
小
学
校
の

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
力
強
い
演
奏
と
、
六
八
型
ジ
ャ

ガ
ー
な
ど
三
台
の
オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
ミ
ス
沖
縄
の
三
名
が

そ
れ
ぞ
れ
同
乗
し
て
花
を
添
え
る
な
ど
一
九
五
0
･
六
〇

年
代
産
の
優
雅
な
外
車
七
台

(A
型
フ
ォ
!
ド
、
モ
i
ガ

ン
等
)
が
走
行
す
る
と
と
も
に
、
国
、
県
、
市
の
幹
部
等

の
徒
歩
行
進
が
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
隊
列
を
整
え
約
二
虹

の
国
際
通
り
を
行
進
し
、
沿
道
の
市
民
や
観
光
客
へ
道
路

の
正
し
い
利
用
等
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
途
中
の
沿
道
の
三
ヵ
所
で
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
記
念
品
を
配
布
す
る
な
ど
街
頭
広
報
も
パ
レ
ー

ド
に
併
行
し
て
行
っ
た
。

一
方
、
そ
の
他
の
県
内
五
地
区
に
お
い
て
も
、
国
道
事

務
所
及
び
県
土
木
事
務
所
に
よ
り
、
数
カ
所
の
拠
点
に
お

い
て
、
街
頭
広
報
等
を
同
様
に
行
っ
た
。

『道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
を
終
え
て



二

道
路
愛
護
功
労
者
表
彰
式

八
月
一
〇
日
午
前
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で
表
彰
式
を

行

っ
た
。

こ
れ
は
、
長
年
、
道
路
の
美
化
や
安
全
確
保
な
ど
道
路

愛
護
に
努
め
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者
と
し
て
、
県
内
道

路
管
理
者
か
ら
推
せ
ん
の
あ
っ
た
者
を
厳
選
し
て
表
彰
す

る
も
の
で
、
今
年
は
個
人
五
名
と
四
団
体
が
表
彰
さ
れ

た
。
ま
た
、
併
せ
て
日
本
道
路
協
会
会
長
表
彰
の
伝
達
式

も
行
わ
れ
た
。

三

一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

小
学
生

(高
学
年
)
･
中
学
生
に
実
際
の
道
路
管
理
業

務
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
道
の
日
に
国
道
事
務
所
及

び
県
土
木
事
務
所
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
、
道
路
清
掃

車
に
同
乗
さ
せ
、
道
路
管
理
の
現
場
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
。そ

の
他

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
中
に
関
連
行
事
と
し

て
、○

広
報
活
動

県
内
公
共
施
設
等
に

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
ポ
ス

タ
ー
等
の
掲
示
を
行
う
と
と
も
に
、
新
聞
広
告

(七
月
三

一
日
朝
刊
)
へ
の
掲
載
、
ラ
ジ
オ
広
報

(県
、
市
の
広
報

番
組
及
び
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
の
道
路
交
通
情

報
を
利
用
)、
A
型
情
報
板
へ
の
平
成
四
年
度
推
進
標
語

の
表
示
等
に
よ
り
、
道
路
愛
護
な
ど
の
P
R
を
行
っ
た
。

②

夏
休
み
親
子
道
路
施
設
見
学
会

八
月
一
八
日
に
沖
縄
県
が
県
内
の
小
学
生
を
保
護
者
同

伴
で
一
〇
〇
名
を
招
待
し
、
高
速
国
道
、
国
道
、
県
道
な

ど
道
路
施
設
を
見
学
さ
せ
た
。

③

道
路
ク
リ
ー
ン
作
成

県
内
の
各
道
路
管
理
者
が
関
係
機
関

(所
轄
警
察
署
、

地
元
自
治
会
)
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
｢違
法
駐
車
の
排

除
｣
｢不
法
占
用
物
件
の
一
掃
｣
｢道
路
清
掃
ゞ
除
草
･
空

缶
拾
集
｣
等
の
道
路
ク
リ
ー
ン
運
動
を
月
間
中
県
内
各
地

で
実
施
し
た
。

④

第
六
回
図
画
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
･
展
示
会

道
路
を
ま
も
る
月
間
、
河
川
、
海
岸
愛
護
月
間
、
水
の

週
間
の
合
同
行
事
と
し
て
、
将
来
の
沖
縄
県
を
担
う
県
内

の
小
･
中
学
生
を
対
象
に
、
道
路
･
河
川
、
海
岸
そ
し
て

水
資
源
の
重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
美
化
、
愛
護
の
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
六
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

本
年
も
昨
年
以
上
の
応
募

(約
四
、
0
0
0
点
)
が
あ

り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
一
四
点
、
優
秀
賞

三
〇
点
、
佳
作
八
五
点
、
入
選
三
〇
一
点
の
計
四
三
〇
点

が
選
ば
れ
、
そ
の
表
彰
式
を
七
月
二
四
日
箇
R
B
C
ホ
ー

ル
で
行
っ
た
。

ま
た
、
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
展
示
会
を
八
月
一
八

日
関
か
ら
二
三
日
㈱
ま
で
の
六
日
間
、
那
覇
市
内
の
デ

パ
ー
ト
で
行

っ
た
。

3 2 道行セ 92.9
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平
成
四
年
度
『道
の
園
』中
央
行
事
に
つ
い
て

　饒

｢道
の
日
｣
記
念

の
ヨ
ウ
平
ラ
ン
ド
開
催
(平
成
四
年
八
月

樅
、代
々
木
公
園
)建

設
省
道
路
局
道
路
総
務
課

　　
き
@
@
‐@
-●
‐@
廼
@
@
奄
々
建
@
@
奄
々
@
●
@
@
@
@

は
じ
め
に

道
路
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路

愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
今
年
も
各
地
で
様
々
な

｢道
の
日

(八
月
一
〇
日
)｣
の
行
事
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
、
東
京
･
渋
谷
の
代
々
木
公
園
で

行
わ
れ
た

｢道
の
日
｣
記
念
･
ヨ
ウ
平
ラ
ン
ド
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

(高
橋
国
一
郎
会
長
)

主
催
の
中
央
行
事
で
あ
り
、
“道
は
、
く
ら
し
の
中
を

走
っ
て
い
ま
す
。"
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
全
国
四
七
都
道

府
県
の
参
加
に
よ
る
物
産
展
等
が
開
催
さ
れ
た
も
の
。
物

産
展
は
本
年
で
二
回
目
の
行
事
だ
が
、
昨
年
を
は
る
か
に

上
回
る
二
万
二
千
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
楽
し
い

｢道

の
日
の
お
祭
り
｣
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
(メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
)

｢道
の
日
｣実
行
委
員
会
会
長
の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、

山
崎
建
設
大
臣
挨
拶
、
各
地
よ
り
応
援
に
駆
け
つ
け
た
ミ

ス
の
皆
様
に
よ
る
く
す
玉
割
、
子
供
達
の
セ
レ
モ
ニ
ア
ル

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
、
華
々
し
く
ヨ
ウ
平
ラ
ン
ド
が
ス

タ
ー
ト
･o

そ
の
後
も
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
来
場
者
参
加
の
ク
イ
ズ

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
や
、
若
手
人
気
歌
手
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
等
が
行
わ
れ
、
笑
い
声
や
音
楽
の
絶
え
な
い
賑
や

か
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
っ
た
。

②
全
国
四
七
都
道
府
県
に
よ
る
物
産
展

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
全
国
の
特
産
品
四
七

六
点

(
一
覧
表
参
照
)
が
、
当
日
の
朝
、
ト
ラ
ッ
ク
便
に

て
運
び
込
ま
れ
、
会
場
内
に
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
そ
も
そ
も
私
達
の
く
ら
し
に
必
要
な
生
鮮
食
料
品
や

日
常
品
は
、
そ
の
九
割
以
上
が
道
路
を
利
用
し
て
運
ば
れ

て
お
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
う
し
た
道
路
の
役
割
を

実
際
に
肌
で
感
じ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
出
展
さ
れ
た
特
産
品
は
、
市
価
よ
り
は
る
か
に
安
い

生
鮮
食
料
品
の
他
、
地
酒
や
工
芸
品
等
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
新
鮮
な
野
菜
や
懐
か
し
い
故
郷
の
品
々
を
求
め
る

来
場
者
で
、
開
会
前
か
ら
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り

で
あ

っ
た
。

③
｢道
の
日
｣
テ
ー
マ
ブ
ー
ス

｢く
ら
し
･
環
境
と
道
路
｣
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
や

模
型
･
ビ
デ
オ
を
利
用
し
て
、
く
ら
し
に
密
着
し
た
道
路

の
役
割
や
、
人
と
自
然
に
優
し
い
環
境
の
形
成
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
分
か
り
や
す
く
開
設
。



中
で
も
、
電
気
自
動
車
ひ
ま
わ
り
号
や
ソ
ー
ラ
ー
標

等
の
従
来
か
ら
の
課
題
の
克
服
と
あ
わ
せ
て
、
地
球
環
境

識
、ノ
イ
ズ
リ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
い
っ
た
出
展
品
は
、“実
物
“

問
題
や
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
生
活
大
国
づ
く
り
等
の
新

の
展
示
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
特
に
子
供
達
の
人
気
が

た
な
課
題
に
も
対
応
し
、
活
力
あ
る
経
済
に
支
え
ら
れ
た

高
く
、
写
真
を
撮
っ
た
り
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
広
げ
た
り

｢ゆ
と
り
社
会
｣
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
今
こ
そ
積
極

す
る
光
景
が
み
ら
れ
た
。

的
な
道
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

｢空
気
｣
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る

た
め
、
そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
道
路
を
、

道
路
は
、
私
達
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
欠
く
こ

｢道
の
日
｣
を
き
っ
か
け
に
も
う
一
度
見
直
し
て
み
た
い

と
の
で
き
な
い
根
幹
的
施
設
で
あ
る
が
、
そ
の
整
備
は
ま

も
の
で
あ
る
。

だ
ま
だ
十
分
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
渋
滞
や
事
故

機

ん

寒

い
ん

一

ツ

紙

う

ず
ど

ネ

う

せ
ど

焼
菜

ッ
ト

と

色

ゅ

ゆ
う
粉

能

れ
ン
飴
子

ン

ど
笹
ん
う

子
白

ナ
ッ

物

ま

な
ぱ

じ
品

、き
ぎ

万

り
ら
ロ
旦
菓

ラ

も
ん
り
く
め

益

･ム
ー
レ

小

水

と
茸

ぴ
そ

ん
芸
チ
ぬ
も
し

、
ロ

の
あ
メ
文
糖

鼎半-

隷の瀦汐妙
、蚕勘涛と圦
,醸

し
銘銘
豆
椎
“

“
酒
羸繧聯
ば畿
効きよ什麟
朴ルに、詠ん晶黒

野~ト･
総
久鋏
ぷ汐
ぽ

襲競擶汐ブ
陰鬱"似枝
忙餅ふ
子
ダ
躰
-＼著気備拂納玲瑕鬱勃を丸テ塩化劭蹟盪

信
、
、磁
甘
め
ん
ん
狭
ン
水
ッ
類
め
長
梨
し

、く
め
ん
ん

、鰹

、し
ん

、
、め
屋
一

詠
歎
簸知開そぬ桜め
彰駅ス煮り

孵鵲猶鸚鰊犯煎梨塗扇焼や
ん炭拗猪跳ねん適醤卦箙効けわ
鉄剤を姥
ゑ

節
鰐
慰
し
減
鮨
穫
為
し
の

奴
隷
海
測
轡

ム

ラふ焼
も
谷
岩
ち
し
み
、ワ
、
、干
そ
州
め
い
本
鯛
ち
み
う*酢
ド
、子
崎
海
夜
そ
ん
産

、漬
ち
胸
魚
り
め
か
若
イ
清
ポ
物
う
備

、わ
酒
ち
り
か
め
潰

、梨
こ
と
苔
干
う

、ビ

　　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　

｢
-

と
一
部
長
い
ら
方
花
ま
る
う
う
力
し

、
一
茶
め
賀
赤
え
う
ま
お

、品
一
･漬
口

、き
備
広
う

、
、ス
マ
ン
苔
ゼ
数

、ス
節
う

庫
ご
別

、
ュ
南

、
、じ
多
生
と
も
よ

、
、千
う
り
じ
う
加

、ら

、と

、茶
製
タ
ミ
良
シ
う
焼
吉

、
、め
品
一
･メ
海
･

、茸
一
鰹
が

　　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　

乾

み
ぷ
手
ん

一
田

.
日

と

き
大

珍
花
金
も
し
煎
日
輪
た
緑
金
き
と
銘
西
サ
包
木
梅
甘
か
い
お
し
鳴
オ
み
ぽ
久
嬉
ぴ
こ
か
グ
大
パ

道
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
梨
野
潟
山
川
阜
周
知
重
井
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
鳥
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
県

海

奈

歌

児
縄

北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
束
神
山
長
新
富
石
岐
静
愛
三
福
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

枦

嫌

ゼ

八

鵺

ん

寒

い
ん

一

ツ

紙

う

ず
ど

ネ

う

せ
ど

焼
菜

ッ
ト

と

色

ゅ

ゆ
う
粉

能

れ
ン
飴
子

ど
笹
ん
う

子
白

ナ
ッ

物

ま

な
ぱ

じ
品

、き
ぎ

万

り
ら
ロ
旦
菓

も
ん
り
く
め

益
、ム
ー
レ

小

水

と
茸

ぴ
そ

ん
芸
チ
ぬ
も
し

、
ロ

の
あ
メ
文
糖

隷の瀦汐妙
、ぬ勘涛と圦
,醸

し
銘銘
豆
椎
“

“
酒
羸繧聯
ば畿
効きよ什麟
朴ルに、詠んロ縣黒

ぶ
、水
ニ
タ

、

ょ
塩
子
タ
ブ

会
け
ゆ
沢
枝
こ

ぶ

ん
ン
の
ミ
ハ
ぱ

ぴ
菜
柚
バ
、

覧
こ
っ
金

、
や
餅

、
子

ダ

躰

-＼著気備拂納玲齦鬱勃を丸テ塩化劭蹟盪

こ
ロ
洞

、
、そ
う

ん
沢

、
、グ

博
鳥
ば

、煮
じ
煎
梨

扇

ン

、

リ
昔
桃

、
、藍
醤
い

、か
う
つ
水
り

、杉

、

燥
メ
泉
そ
り
巻
ど

か
野
ス
煮
ッ

州
野
そ
器
露
ん

、
、塗

、焼
ぺ

ん
炭
ゼ
の
白
わ
ん

、
、ま
節
み
ょ
こ
銘
か
ん
久
ル

乾
、龍
み
ぶ
手
ん

、
、
一
佃
バ

信
、
、磁
甘
め
ん
ん
狭
ン
水
ッ
類
め
長
梨
し

、く
め
ん
ん

、鰹

、し
ん

、
、め
屋
一

･め

、巻
ん

、り

ば
と
ュ
、
、

、漬
ち
胸
魚
り
め
か
若
イ
清
ポ
物
う
備

、わ
酒
ち
り
か
め
潰

、梨
こ
と
苔
干
う

、ビ

し
か
ぼ
そ
と
し

、

ゆ
ま
ジ
漬
ャ
ム

ラ
焼
も
谷
岩
ち
し
み

、
ワ

、
、干
そ
州
め
い
本
鯛
ち
み
う
酢
ド

、子
崎
海
夜
そ
ん
産

こ
わ
そ
し

ペ

ン
工
光
と
梅
砲
シ
ャ

パ
マ
き
九

･
、き

、布

、彩
子

、
、紀
か

、日

、
、
、そ
ぴ
一
鍋
柚
長
焼
一
ぎ
か
元

ろ
生
こ

、漬
ゆ
メ
細
日

、
、鉄
一
ジ
ン
ス
カ
か

、漬
干

、茄
昆
焼
人
楊
フ
炭

、わ
ご

、潰
し
ち
島
き
し
っ

、
、
、し
も
る
地

も

、ん
潰
り

｣

竹

、し
ん
の
ュ
梅
イ
ア
鮭

、め
ぶ
素
る

、ろ
楽
京
妻
イ
木
プ
焼
な
子
菜
め
だ
豆
わ
マ
も
梨
一
子
わ
よ
か

、

う
ス
わ
茄
ぶ
餅
ラ

、と
こ
か
リ
チ

、
ワ
ン

、ん
染
か
び
い
と
ぼ
信

、
、ナ

、
ッ
素
あ
団
島
に
す
小

、
一
･
、リ
の
い

、
、

と
一
部
長
い
ら
方
花
ま
る
う
う
力
し

、
一
茶
め
賀
赤
え
う
ま
お

、品
一
･漬
口

、き
備
広
う

、
、ス
マ
ン
苔
ゼ
数

、ス
節
う

、
ュ
南

、
、じ
多
生
と
も
よ

、
、千
う
り
じ
う
加

、ら

、と

、茶
製
タ
ミ
良
シ
う
焼
吉

、
、め
品
一
･メ
海
･

、茸
一
鰹
が

も
ジ

、こ
ん
く
喜

、
、う
梅
リ
チ
梅
ど
グ
う
そ

、茶
く
い

、布
江
紙
一
サ
奈
梅
ょ

、
、き
め
か
製
ュ
油
一
焼
ン
く
椎
ュ
、に

い

、餅
ぼ
ど

、
、物
り
と

、さ
一
･ぶ

、ほ

、器
煎
さ
く
り
昆
近

･セ
ハ

、
、き
ぎ
品
焼
か
わ
ブ
ジ
醤
ラ

、イ
や
、ジ
も

、

排に額城蹴湖詑朧威根孔鰺た輪も叙茶槽駿勃茶鮒競効水臟
ち爪閨孔彦撚醸鰺秒隊炉概讐諫蹠勃然鮒が執心

じ
り
南
笹
稲
醤
と
観
き
大
梅
珍
花
金
も
し
煎
日
輪
た
緑
金
き
と
銘
西
サ
包
木
梅
甘
か
い
お
し
鳴
オ
み
ぽ
久
嬉
ぴ
こ
か
グ
大
パ

キャンペー ン ･ キャラクターの

弊ヨ｣
だ

日
ち勤

め
r-
“

表



去
る
七
月
一
〇
日
に
、平
成
四
年
｢国
土
建
設
の
現
況
｣

(建
設
白
書
)
が
公
表
さ
れ
た
。

へ総
説
の
三
本
柱
-
地
域
活
性
化
の
展
開
、
新
た
な
生

活
空
間
の
創
造
、
よ
り
よ
い
環
境
の
実
現
-
〉

本
年
の
建
設
白
書
の
総
説
で
は
、
三
つ
の
テ
ー
マ
を
中

心
と
し
て
、
建
設
行
政
全
体
の
流
れ
を
ま
と
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
①
中
心
都
市
地
域
の
拠
点
性
の
強
化
に
よ
る

一
体
的
、
広
域
的
な
地
域
活
性
化
、
②
豊
か
で
充
実
し
た

生
活
の
実
現
の
た
め
の
新
た
な
生
活
空
間
の
創
造
、
③
よ

り
よ
い
環
境
を
め
ざ
す
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
を
順
を
追
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す

る
↓。

一

地
域
経
済
社
会
の
活
性
化
へ
の
新
短
な
取

組
み

印

若
者
の
地
方
か
ら
の
流
出

【地
方
の
県
の
典
型
的
パ
タ
ー
ン
…
高
卒
年
代
で
大
き
く

減
少
、
大
卒
年
代
で
若
干
の
増
加
】

①
長
期
間
に
わ
た
る
若
者
の
人
ロ
動
態
分
析
を
、
東
北

地
方
を
例
に
し
て
、
宮
城
県
と
宮
城
県
以
外
の
五
県
と
の

比
較
に
よ
り
行
っ
て
み
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
人
ロ

の
社
会
移
動
パ
タ
ー
ン
が
長
期
的
に
見
れ
ば
変
化
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る

(図
-
)
。

す
な
わ
ち
、
宮
城
県
以
外
の
東
北
五
県
の
合
計
で
は
、

昭
和
一
九
年
生
ま
れ
、
昭
和
二
九
年
生
ま
れ
の
世
代
に
お

い
て
は
五
人
に
二
人
程
度
だ
っ
た
高
卒
年
代
ま
で
の
純
流

出
が
、
昭
和
三
九
年
生
ま
れ
の
世
代
に
お
い
て
は
、
三
人

に
一
人
程
度
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
な
お
若
者

の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
に
対
し
、
宮
城
県
で
は
、
昭
和
三
九
年
生
ま
れ
の

世
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
以
前
の
世
代
と
は
異
な
り
高
卒

年
代
で
純
流
入
に
転
じ
、
小
学
校
か
ら
大
学
卒
業
後
ま
で

の
通
算
で
も
ほ
ぼ
減
少
な
し
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

②
宮
城
県
以
外
の
東
北
五
県
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
高
卒
年
代
で
大
幅
な
純
流
出
、
大
卒
年
代
で
若
干
の

純
流
入
と
い
う
傾
向
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
地
方
の
大

半
の
県
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
年
代
を

合
わ
せ
た
純
流
出
の
大
き
さ
が
、
道
県
全
体
の
人
ロ
の
社

会
減
少
の
大
き
さ
を
左
右
し
て
い
る

(図
2
)。

【地
域
の
総
合
的
経
済
力
を
反
映
す
る
高
卒
就
職
者
の
動

き
/
も
の
、
か
ね
、
情
報
の
集
積
に
引
き
付
け
ら
れ
る
大

卒
就
職
者
】

平
成
四
年
建
議
白
書
の
概
要

-
新
た
な
る
国
土
づ
く
り
への
挑
戦
ー

建
設
省
建
設
大
臣
官
房
政
策
課
総
括
計
画
官
室



①
高
卒
年
代
、
大
卒
年
代
で
の
社
会
移
動
は
、
就
職
や

進
学
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
高
校
生
、

大
学
生
の
就
職
に
当
た
っ
て
の
全
国
的
な
動
き
を
概
観
し

て
み
る
と
、
高
卒
就
職
者
、
大
卒
就
職
者
い
ず
れ
も
三
大

都
市
圏
を
は
じ
め
と
し
人
ロ
の
多
い
都
道
府
県
に
、
他
の

世
代
以
上
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

(図
3
)。

②
し
か
し
、
高
卒
就
職
者
は
、
県
内
総
生
産
の
グ
ラ
フ

に
か
な
り
近
い
形
で
分
布
し
て
い
る
の
に
対
し
、
大
卒
就

職
者
の
分
布
は
、
卸
売
販
売
額
、
銀
行
貸
出
残
高
や
情
報

サ
ー
ビ
ス
業
売
上
高
の
集
積
に
よ
り
近
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
卒
就
職
者
の
動
き
は
地
域
の
総
合

的
経
済
力
を
反
映
し
、
大
卒
就
職
者
は
も
の
、
か
ね
、
情

報
の
集
積
に
引
き
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【都
道
府
県
に
よ
り
差
の
大
き
い
大
卒
就
職
者
U
タ
ー
ン

率
】①

大
卒
就
職
者
が
ど
の
地
域
に
就
職
し
た
か
を
、
出
身

高
校
の
所
在
都
道
府
県
ご
と
に
見
て
み
る
と
、
三
分
の
一

か
ら
半
分
程
度
の
学
生
が
東
京
都
ま
た
は
大
阪
府
で
就
職

し
て
い
る
と
い
う
県
が
多
い

(図
4
)。

ま
た
、
東
北
、
九
州
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
じ
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
地
方
中
枢
都
市
等
の
あ
る
県
へ
の
就
職
率
が
高
い

こ
と
も
目
を
弓
〈

範
饑

る

。

齢

る
学
区

　

　

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

国

Q舛
で
の
枝
記

注) 1.建設省資料
2,原データ;総務庁 ｢昭和30年~平成2年 国勢調査｣
3,各国勢調査の時点ごとに、各世代の地域内人口が各世代の全国人臼に占める
シェアを計算し、 11歳時点を100として指数化したものである。
4.年齢は、各国勢調査実施年の10月1月における閥年齢である。
5. r昭和埒年生まれ｣とは、平成2年10月1日において満年齢が46歳の世代

(昭和18年10月2ロから昭和19年10月l日までに生まれた者)である。
甲召和29年生まれ｣及び r昭和39年生まれ｣についても同様の考え方による。

6. 5年ごとに行われる国勢調査により、中学校卒業後,高等学校卒業後、大学
卒業後に相当する時点の社会移動を各々 把握する鍵点から、下記により年齢区
分を行った。
16才…中学校卒業後で、かつ、高等学校卒業前に相当する年齢
21才…高等学校卒築後で、かつ、大学卒業前に相当する年齢
26才…大学卒業後に相当する年齢

図 1 若者の地方からの流出

②
一
方
、
出
身
地
就
職
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
相
当
の

ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
が

(図
5
)、
地
元
大
学
へ
の
進

学
率
が
高
い
上
位
十
数
の
都
道
府
県
を
除
け
ば
、
出
身
地

就
職
率
の
グ
ラ
フ
は
U
タ
ー
ン
就
職
率
の
グ
ラ
フ
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
形
と
な
っ
て
お
り
、
U
タ
ー
ン
率
の
大
き
さ
が

大
卒
就
職
者
の
出
身
地
就
職
率
の
大
き
さ
を
左
右
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

【就
職
後
の
U
タ
ー
ン
等
の
動
き
】

①
図
1
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
二
〇
歳
代
後
半
以
降
か

ら
中
高
年
に
わ
た
る
各
年
代
で
の
人
口
移
動
は
、
先
に
見

た
高
卒
年
代
、
大
卒
年
代
の
人
口
動
向
に
比
べ
れ
ば
は
る

か
に
小
さ
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
人
ロ
動
向
の
決
定
要
因

に
な

っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

②
し
か
し
な
が
ら
、
東
京
圏
に
住
む
人
々
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
地
域
振
興
整
備
公
団
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
等
へ

の
東
京
圏
か
ら
の
応
募
状
況
を
見
れ
ば
、
就
職
後
の
東
京

脱
出
意
欲
は
か
な
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
(図
6
、図
7
)。

長
野
県
に
お
け
る
U
タ
ー
ン
等
の
状
況

(図
8
)
を
見
れ

ば
わ
か
る
よ
う
に
、
今
後
、
東
京
圏
か
ら
地
方
へ
の
転
職

等
の
動
き
を
よ
り
活
発
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ふ
る
さ

と
の
持
つ
暖
か
さ
や
地
方
の
優
れ
た
自
然
環
境
、
居
住
環

境
な
ど
を
活
か
し
つ
つ
、
多
様
な
選
択
が
可
能
な
魅
力
あ

る
雇
用
機
会
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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図 :三大都市圏、 関東及び
近畿地方

　

島根
宮
□
崎

長
□
野静圏＼

　　 　　　
昭和60年~ 平成 2年の
全年齢階層の社会増減率 (% )

圏圓 1% 以上
圓圓 o% 以上
にコ△1% 以上
こコ△2% 以上
こコ△2%未満

0% 以上、 1% 未満
△1% 以上、 0% 未満
△2 % 以上、△1 % 未満
△2% 未満

　　　　
　　　 　　

長瀞矢島覇□香
ふき蜑

鹿児島口 和歌山 口沖縄

大 月o

卒
年

代
高卒年代、 大卒年代で
ともにシェア増加大畑 星島

広島＼

佐賀 口 岡山
□園山

口
梨

、
、

鳥取 □山口 □岐阜 名古屋圏

、 東京圏
･ 圏

、.･･、･、、、、、、、、.

青
口
森 口

石川 口熊本

口北海道

高卒年代でシェア増加
大卒年代でシェア減少

奈
圓
良
、
、 図大阪圏高卒年代、 大卒年代で

ともにシェア減少 、
＼
＼

福岡□ 蝿宮城

50 60 70 80 90 '00 = 0 l20 I30

高 卒 年 代

注) 1 . 建設省資料
2 . 原データ :総務庁 r昭和60年国勢調査J、 r平成 2年国勢調査｣
3 . 5年ごとに行われる国勢調査により、 高等学校卒業後及び大学卒業後に相当する時点の社会移動
を把握する観点から、 以下の年代を設定した。

高卒年代 : 昭和60年10月 l日における14歳、 l5歳及び16歳の者
= 平成 2年10月 1日‘こおける19歳、 20歳及び21歳の者
昭和60年lo月 1日における19歳、 20歳及び21歳の者

= 平成 2年10月 1日における24歳、 25歳及び26歳の者

大卒年代 : 昭和60年lo月 1日における19歳、 20歳及び21歳の者

4 , 各都道府県 (三大都市圏は圏域ごとに合計) について、 昭和60年から平成 2年にかけての、 高卒
年代、 大卒年代それぞれの対全国シェアの増減の大きさをみるため、 昭和60年のシェアを100とし
て、 平成 2年のシェアを指数化したものである。

5 . 点線はX Y = looooで、 これは、 この線上のある点に長期的に位置すれば、 両年代に相当する年齢
を通じた人口増減がない (対全国シェアが変わらない) ことを示す理論線である。 仮に、 ｢高卒年代｣
に相当する年齢で20% 減少しても、 その後 ｢大卒年代｣ に相当する年齢で25% 増加するという人口
増減が長期的に続けば、 通算して人ロ増減はない ((100- 20)× (100十25) = 10000) ことになる。

この理論線上であればシェアは変わらず、 点線の右上であればシェアは増加、 左下であればシェ
アは減少となる。

6 . 三大都市圏
東 京 圏 :埼玉県、 千葉県、 東京都、 神奈川県
名古屋圏 :愛知県、 三重県
大 阪 圏 "京都府、 大阪府、 兵庫県

関東 :東京圏+ 茨城県、 栃木県、 群馬県、 山梨県
近畿 :大阪圏+ 滋賀県、 奈良県、 和歌山県

図2 高卒 ･大卒年代の動きを大きく反映する地方の人口社会増減



00
滋京大兵藤和梟島岡広山
賀郡阪庫衰歌取振山烏口
県府府県県山県県県県県

往} !.建筬省資料2.原データ:リクル‐トリサーチrCENSUS･91 巨国 故郷定着期年3月悴大学生の娘韓実態湖藍~資料編~｣3.積岫は出身煤 (出身高校所在地)を襲舶は出 匹勁 Uターン
身県毎の就職胴(勤務予定地)別調合を示す。観故芻窪宅鱗蒲擬弱さ蓑籍;が同 國 求京都
Uターン=出身蟯と奴学県が異なる者のぅち、 藍コ 大阪府

就靭県が出身県でぁる礼 鬮圏宮城県
飛京祁=就戦限が京京梛である煮･穣京都ご 圓 愛知県ついてはr故郷を者｣又は｢UターンJ

で裏も 囮霊園広島県大阪府=就職眼が大阪府である者。火阪府に
っぃてはr敏郷定若｣又はrUターン｣ 圓國 福間県
で表すo 騒S その他宮蟷県=泉北地方の各蟯を出身眼とする者の
うち、就職煽が宮驗;鴨である者。宮城
県については｢故郷定着｣又は｢U;-
ン｣で表す。愛知鳩、広島嶋、福岡県
についても同様。

図4 東京都、 大阪府、 ブロック中心県への大

卒就職者の集中

o 魚 ,魚 2o 章 4o 澁県6o 8o -oo%
←---- - --地方圏(539% )-------→

止)鶴掟砒省資料 人口の累積シェア (̂ =の小事秘め鳩啖割≧,′ぬ.ゞ,薬-"
2.地方園は8迫tもも)及び‐{天都市因を′･○の小さい職に鞍べ換えいう月掛t、脇拠り-鳥……L′、=
の緊術シェア(白取婦の人n/全国人n、.聴取県と島限り褻の人=のムーr/全国人=……)を、鯨
に、指標の繋留(例えば、.鳥取県の卸売販売瓶/全国卸売跨れ℃樋、弓取りまと古き視察の卸売IDけさFA
/仝国卸売販売額……)をY輛にとり、グラフ化したものである
ある指標の累積シェアが人nの紫蒲シェアと等u 'れば、直線V= X (八=シェ7比例直線)

と-･致し、人口の累柄シェアに比べて,その指標の東京国,魂天郡潮田等への集中が人さい(まと
に下に張り出した折線となる。
3‐頤チータ

人=…‘痣砧庁r平成2年国勢調炎｣
男′･高卒就職者････文部省rr成2年学校基本調査｣
男｢天卒就職者････労働省r中酸3年I･半期離州動向閨秀｣
県内轢生#････経済企画庁r昭和63年県民経済計算年報J
卸売販売額…･通商産業省旧召和63年商業統計｣
情報サービス業売と高…･同上芦P故元年特定サービス稲葉実晒調査｣
銀行貸出残高…･日本銀行r経済抜酋十月報(残高は平成3年3月本ll時点)J

も ′火都市圏については.圏域ごとにまとめてある。
東京郡…･埼玉県.千葉県、東京都,神奈川県
名古鰭圏…･愛知県.ミ頭県
天戟囲･…京都府、天皷府、兵庫'誤

図3 地域の総合的経済力を反映する高校卒業就職者の動き

/もの、 かね、 情報に引き付けられる大学卒業就職者

男子大卒就職者 /
/
/ /′

/

〆 /′/

/
/
/

/
/
/
/

県内綬生産
･/
/

ノ
ノ ノ

卸売販売頌/
′ /

′
/
′

/
)7つノ ノ

/ /十一銀行貸出残高

//
/
/
/ /

/
/

ノジ
ノノ/ /+-情報サーヒス彙売上高

ぎ多-
÷‐!‐‐

/ 名古屋回(6･9% )大販圏G3･5% )
東京圏(25,

←ニー--一三大都市圏(46.-% )
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注) l. 建設省資料
2 , 原データ :リクルートリサーチ rC EN S U S･91 '91年 3月字大学機の就職実態調査~ 資料編~ J
3 , 出身地就職 = 故郷定着十U ターン

すなわち、 出身県と同じ県での就職を戸定する者。
故郷定着 =出身県と就学県 (大学所在地) が同じ者で、就職膿も同七である者。
U ターン = 出身県と就学県が異なる者のうち、 就職県が出身県である者。
地元大学 = 出身県と就学県が同じ者。

すなわち、 !眺身県と同じ県で就学した者。
4 , 機軸は、 地元入学の割合の高い都道府県から願に並んでいる。

図5 U ターン率の大きさが左右する大卒就職者の出身地就職率

(% )50

γ･ こぐ
＼

2O~御歳 第~29酸 30~34織 第~39贓 40一得餓 50鹸以上
注) 1.建設省資料

2 ,原データ :経済企画庁 ｢平成 3年度国民生活選好度調査｣
3 .｢あなた又はあなたの配偶者は今まで東京圏への転居を伴う転職について考えた
ことがありますかJとの問いに対して、 ｢ある｣と答えた者の割合である。

4.回答者 :東京圏の男性842人、 女性892人

図6 20歳代後半から30歳代前半で高まる東京脱出意欲



秋田新都市

　　　　　
元年 2年 3年

8 ニュータウン (622)
7･07

(131) (266)

　　　　　　　　　　　　　　
注) 1 .地域振興整備公団都市整備計画部資料により建設省作成。

2 , グラフの値は、 それぞれのニュータウン等における東京圏からの申込者数を
公募画地数で除したものである。

3 . ( ) 内の値は東京圏からの申込者数である。
4 . 東京圏とは、 埼玉県、 千葉県、 東京都、 神奈川県である。

図 7 増加する地方ニュータウン等への東京圏からの応募

｢U ターン等の理由｣
50 60 70 80 90 l00%

長野県

同県出身

(うら栞京の窓口
ての求職登録者)

注) 1,長野県の資料により建設省作成。
2.長野県出身者数は11 64人、 同県出身者以外は560人、 同県出身者以外のうち

東京の窓口で求職登録者数は296人 (平成元年4月 ~ 4 年 3月)。

図8 ふるさとへの愛着と自然環境、居住環境の良さ(長野県)

4 0 道行セ 92.9



の

拠
点
性
と
広
域
性
の
重
要
度
の
高
ま
り

【拠
点
性
が
強
け
れ
ば
、
広
域
的
に
人
ロ
増
加
】

①
人
ロ
動
向
の
背
景
に
あ
る
経
済
･
産
業
機
能
の
集
積

の
重
要
性
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
の
分
析
を
行
う
と
、
よ
り

上

満

以

未

%

%

　

　

昭和60年から平成 2年の人口増加率 (% )

全国平均 (2,117% ) 以上

0 % 以上、 全国平均 (2.117 % ) 未満

% 未満

一
層
鮮
明
に
な
る
。
の
で
例
に
と
っ
た
東
北
地
方
の
人
口

は
、
県
単
位
で
は
こ
の
五
年
間
で
、
宮
城
県
と
福
島
県
で

増
加
、
他
の
四
県

(青
森
県
、
岩
手
県
、
秋
田
県
、
山
形

県
)
で
は
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、
県
内
人
口
が
均
一
に

増
加
や
減
少
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
県
庁
所
在

地
ク
ラ
ス
の
市
及
び
そ
の
周
辺
市
町
村
で
は
、
人
ロ
が
増

加
あ
る
い
は
僅
か
な
が
ら
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の

が
ほ
ぼ
共
通
の
傾
向
で
あ
る

(図
9
)。
し
か
し
、
宮
城

注) 1, 建設省資料
2. 原データ " 総務庁 r昭和60年国勢調査｣ r平成 2年国勢調査J

図9 県庁所在地等を中心とした人口増加



県
及
び
福
島
県
と
他
の
四
県
で
は
、
そ
の
広
が
り
に
か
な

り
の
差
が
現
れ
て
い
る
o

ま
た
、
中
心
都
市
を
持
た
な
い
地
域
で
は
、
人
ロ
減
少

市
町
村
が
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
一
方
、
東
北
自
動
車

は

　　　　　

　

　

　

　

　

　

市

市

点

点
　
　

売

売

i

卸

小

郷
◎
○

千人)弘前市

道
の
沿
線
で
は
、
人
口
増
加
市
町
村
の
広
が
り
が
特
に
強

く
な

っ
て
い
る
。

②
人
ロ
増
加
市
町
村
が
相
当
程
度
ま
と
ま
っ
て
い
る
地

域
に
は
、
比
較
的
大
き
な
商
業
の
拠
点
、
と
り
わ
け
卸
売

ね

廓
　
　

　

　

俊

蛇

96

32

市

｢
I1
、
畑

　

　

　

　

　

　

　

　

　

市

会

　

業
の
拠
点
が
重
な
っ
て
い
る

(図
m
)。
し
か
も
、
卸
売

業
の
事
業
所
が
多
く
立
地
し
て
い
る
市
に
は
、
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
等
及
び
金
融
･
保
険
業
の
事
業
所
も
集
中
し
て
い

る

(図
=
)
こ
と
を
見
れ
ば
、
市
町
村
レ
ベ
ル
、
地
域
し

　

　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

｣
(

売
平

岩　　
･当
に

=

‐
山

l東北地方 1人当たり平均卸売 (小売) 販売額l
(当該市町村内人口)
地方とは、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、

　
　　

査
業
外
口
ぞ

調
商
村
人
れ

勢

町
る
そ

国
年
市
す
点

邸
該
当
拠

年
和
当
相
の

2
昭

、
に
売

成
r
は
頬
小

平
省
字
出
ぴ

I P J
ぴ数字は、当該市町村外への
純移出額に相当する人口規模

翻
る

奢
る

、

　　　　　
　　
　

2
昭

、
に
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、
拠
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資
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･想
で
拠

る

拠点性の強さが支える人口増加

純移出額に相当す
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ベ
ル
で
見
て
も
、
も
の
、
か
ね
、
情
報
の
集
積
が
相
互
に

る
人
口
増
加
率
が
見
込
め
る
の
は
、
五
〇
万
人
以
上
の
都

あ
る
。

密
接
不
可
分
な
関
係
に
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
る
地
域
の

市
圏
の
み
で
あ
り
、

ス
区

の

莫
ゞ
小
さ
く
ぼ
る
こ

也

人
ロ
増
加
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
複
合
的
な
経
済
集
積

が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

③
中
心
都
市
の
集
積
性
や
広
域
的
な
求
心
力
の
大
き
さ

が
、将
来
的
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
持
つ
か
を
見
る
た
め
、

昭
和
六
二
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
の
五
年
間
の
社
会
増
減

率
が
今
後
も
続
く
と
仮
定
し
た
趨
勢
延
長
型
の
人
口
試
算

を
、
都
市
圏
及
び
非
都
市
圏
と
い
う
区
分
に
よ
り
行
っ
た

(図
酸
)。
こ
れ
に
よ
る
と
、
全
国

(四
･七
%
)
を
上
回

酵聴

　

　

市

姉

　
　

　

市

　
　

　

　

　

　

郡山市
+

市
圏
の
み
で
あ
り
、
核
都
市
の
規
模
が
小
さ
く
な
る
に
つ

れ
て
人
ロ
減
少
率
は
大
き
く
な
り
、
核
都
市
を
持
た
な
い

非
都
市
圏
で
は
一
七
%
の
人
ロ
減
少
と
い
っ
た
厳
し
い
状

況
が
試
算
さ
れ
る
。

も
と
よ
り
、
こ
れ
は
趨
勢
延
長
型
の
一
つ
の
試
算
で
あ

り
、
こ
の
結
果
を
確
実
か
つ
不
可
避
な
予
測
と
し
て
受
け

止
め
る
必
要
は
な
い
が
、
地
域
活
性
化
を
実
効
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
に
は
、
拠
点
性
と
広
域
性
を
重
視
し
た
方
策

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
は
明
ら
か
で

て

あ

の

い
の

で

下

つ
業

県

以

市
口

に
売

島

は
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台
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福

要
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図= もの ･かね ･情報の複合的な集積

= 0.9485X十0.L676 相関係数 0.9683

0 ) X =卸売業の事業所数シェア
Y =情報サービス ･調査 ･広告業の事業所数シェア回帰式
Y = 1.1876×- 0.2047 相関係数 0.9407

(2) ×=卸売業の事業所数シェア
Y =金融 ･保険業の事業所数シェア

2.原データ 溝総務庁 r昭和61年 事業所統計調査｣
3.卸売業、情報サービス ･調査 ･広告業、金融 ･保険業それぞれについて、
各市に存する事業所数の東北地方におけるシェアを示した。卸売業の事
業所数シェアが1 %以上の市 (17市) を表示している。

4.東北地方とは、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県であ
る。

5.回帰分析は仙台市を除く全市 (63市) を対象に行い、その概要は以下の
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卸
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束
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回
と

め

1
2
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5

【地
方
拠
点
都
市
の
整
備
等
】

ィ

本
年
五
月
に
成
立
し
た

｢地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備

n

及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣

m

に
よ
り
、
高
次
か
つ
複
合
的
な
都
市
機
能
を
集
積
す
る
拠

鍬　

点
地
区
の
整
備
等
を
進
め
、
地
域
に
お
け
る
創
意
工
夫
を

雙

活
か
し
た
地
方
の
自
立
的
成
長
を
促
進
す
る
。

中
心
都
市
等
と
周
辺
地
域
を
有
機
的
に
結
び
付
け
、
一

体
的
、
広
域
的
な
地
域
活
性
化
を
支
え
て
い
く
た
め
、
全

国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
網
と
連
携
し
つ
つ
、
地
域
高
規

格
幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

居
住
環
境
の
良
さ
は
地
方
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
あ

り
、
切
実
な
持
家
指
向
に
も
応
え
つ
つ
、
U
タ
ー
ン
、
地

方
定
住
化
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
の
住
宅
政
策
を
推
進
し

て
い
く
o
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都
市
圏
人
口
(核
都
市
十
周
辺
市
町
村
の
人
口
) 0

50万人l以上 ~ 30万

二

豊
か
で
充
実
し
厄
生
活
の
実
現

の

豊
か
さ
の
基
盤
整
備
を
担
う
公
共
投
資

【戦
後
長
期
に
わ
た
る
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
推
移
を

ふ
り
か
え

っ
て
】

我
が
国
全
体
の
経
済
成
長
に
つ
れ
、
住
宅
･
社
会
資
本

非都市圏

年
若

ら
か

　
　　　

1 . 建設省試算
2 . 原データ :総務庁 ｢平成 2年 国勢調査J、 r平成 2年 住民基本台帳移動報告｣ 等
3 . 2010年の人口は、 1990年を100とした場合の指数で、都市圏人口は核都市の人口規模により 4

つに区分してある。
4 . 都市圏の設定条件については以下のとおり。

(1)核都市
核都市はその地域の中心地であるという考え方から、｢原則として人口10万人以上｣ かつ、 rg也市町村からの就業 ･通学者) / (他市町村への就業

平
緻　　

　ものは 1つにまとめた。

　
　
　
　

　
　
　
　

地
以
芻
湖

心
人
件
離

中
万
条
距

　
　

の
て
仇
都

そ
し
L

は
と
か
し　　

　　
　
　
　
　

の

地

核都市以外の都市圏構成市町村については、 核都市とのつながりが弱い市町村を都市圏
から外すため、 ｢核都市への通勤者莎す、 在住雇用者の 5 % 以上、 または、 500人以上｣
という条件を設定した。
ただし、 複数の都市圏に含まれ得る都市については、 最も通勤者が多い都市圏に含まれ
ることとした。
圏の定義は、三大都市圏及びその周辺県を除いた以下の道県である。
北海道
東北 青森県、 岩手県、 宮城県、 秋田県、 山形県、 福島県、 新潟県
北陸 富山県、 石川県、 福井県
中国 鳥取県、 島根県、 岡山県、 広島県、 山 L1県
四国 徳島県、 香川県、 愛媛県、 高知県
九州 福岡県、 佐賀県、 長崎県、 熊本県、 大分県、 宮崎県、 鹿児島県、 沖縄県

月
2
3

注

の
整
備
も
着
実
に
進
み
、
な
お
立
ち
遅
れ
て
い
る
部
門
が

残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
効
果
も
上
が
っ
て
き
て
い

る

(図
博
)。

生
命
や
財
産
の
安
全
の
確
保
、
経
済
的
活
力
の
維
持
等

を
通
じ
、
豊
か
さ
の
基
盤
を
形
成
す
る
住
宅
･
社
会
資
本

の
整
備
を
今
後
と
も
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
ス
ト
ッ

図12 試算-地方圏の将来人口

ク
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【住
宅
･
社
会
資
本
の
計
画
的
か
つ
着
実
な
整
備
】

公
共
投
資
基
本
計
画
で
は
、
一
九
九
一
年
度
i
二
0
○
○

年
度
の
計
画
期
間
中
に
、
総
額
お
お
む
ね
四
三
〇
兆
円
の

公
共
投
資
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
建
設
省
で
は
、
現

在
、
八
分
野
に
わ
た
る
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
具
体
的

な
目
標
水
準
を
定
め
、
①
生
活
の
基
盤
と
な
る
安
全
の
確

保
、
②
下
水
道
の
着
実
な
整
備
、
③
国
土
構
造
の
骨
格
を

形
成
す
る
高
速
道
路
、
安
全
で
渋
滞
の
な
い
道
路
、
④
計

画
的
な
街
づ
く
り
、
⑤
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
･
宅

地
の
供
給
等
、
住
宅
･
社
会
資
本
の
計
画
的
か
つ
着
実
な

整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

②

新
た
な
生
活
空
間
の
創
造

今
後
二
一
世
紀
に
向
け
て
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
選

択
の
幅
の
広
さ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
あ
る
い
は
歴
史
、
伝

統
、
文
化
な
ど
の
視
点
を
よ
り
一
層
重
視
し
つ
つ
、
新
た

な
生
活
空
間
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
見
る
と
、
地
方
の
魅
力
と
し
て

は
、
｢居
住
環
境
｣
と
並
び
、
｢自
然
｣、
｢
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
｣
が
、
東
京
圏
の
魅
力
と
し
て
は

｢仕
事
｣
と
並

び
、
｢選
択
の
幅
｣、
｢社
会
的
拘
束
性
の
な
さ
｣
が
注
目

さ
れ
る

(図
=
)。

【自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
】

地
方
の
人
々
は
、
地
域
性
を
反
映
し
た
豊
か
な
自
然
の

中
で
の

｢多
自
然
型
｣
余
暇
活
動
を
楽
し
ん
で
い
る
。

44 道行セ 92 ,9

20 -0年における日本の人口 (-04 .7)

l990年 = I0O

- - - - - 20 lo年における地方圏の人口 (97 ,0)
93 .l



下水道処理人口普及率 (% )
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河
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水
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達
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率
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｢国県道J とは国道及び都道府県道の合計であり、 ｢国県道改良率｣とは国県道のうち幅員5.5m
以上 (改良済み)の割合である。
｢住宅ストソク床面積｣ とは、 -住宅当たり延べ面積に人の居住する住宅数を乗じたものである。｢最低居住水準未満世帯J とは、最低居住水準に満たない世帯の割合であり、昭和48年について

6, 氾濫防御率｣とは、氾濫区域のうち治水施設の整備により安全を確保された区域の割合であり、
昭和40年、 45年、50年及び55年については建設省推計である。

7. r水害区域面積』については、各年の前5年の水害区域面積を平均している。
8. ｢水質環境基準達成率｣ とは生活環境項目に係る水質環境基準の達成率である。

2. 、データ :総務庁 r国勢調査｣ ｢住宅統計調査J、経済企画庁 r国民経済計算｣、環境庁 ｢環境白書J
3. 国民所得は、 l985年標準の実質値である。また、 l990年の--人当たり実質国民所得は、データの

制約上･ 1988年の実質国民所得を1990年の総人口で除したものである。
4, I955年の ｢都市公園面積｣についてはデータなし。
5, ｢身近な公園までの平均距離J = 市街化区域等面積/住区基幹公園数ノガ

者
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た
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図13 着実に進んでいる住宅 ･社会資本整備

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

注

日
2

住
㈱　　

(北
海
道
、
東
北
、
北
陸
の
ス
キ
ー
、
中
国
、
四
国
の
釣

り
な
ど
。
)

こ
れ
に
対
し
、
関
東
で
は
演
劇
、
観
劇
な
ど
の

｢集
客

型
｣
の
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
で
あ
る
反
面
、
自
然
に
ふ
れ
あ

う
機
会
が
相
対
的
に
少
な
い

(図
髄
)。

【自
然
と
親
し
め
る
生
活
空
間
の
創
造
】

建
設
行
政
に
お
い
て
は
、
自
然
と
親
し
め
る
生
活
空
間

の
創
造
に
向
け
て
、
①
河
川
環
境
管
理
基
本
計
画
の
策

定
、
水
辺
空
間
の
緑
化
等
に
よ
り
、
水
と
親
し
み
憩
う
こ

と
が
で
き
る
空
間
を
創
出
す
る
。
②
都
市
計
画
制
度
を
中

心
と
し
た
秩
序
あ
る
土
地
利
用
の
確
保
、
都
市
公
園
の
整

備
等
に
よ
り
、
緑
豊
か
な
都
市
空
間
を
創
造
す
る
。
③
道

路
緑
化
等
に
よ
り
、
緑
や
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き

る
道
路
空
間
を
整
備
す
る
。

【選
択
の
幅
の
広
さ
】

｢選
択
の
幅
の
広
さ
｣
は
、
今
後
、
真
の
豊
か
さ
を
実

現
し
て
い
く
上
で
、
ま
す
ま
す
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い

く
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
整
備
に
当
た
っ

て
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
多
さ
、
.消
費
生
活
の
多
様
性
、
飲
食

店
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
な
ど
、
選
択
の
幅
の
広
い
生
活
空
間

の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

①
関
東
地
方
や
近
畿
地
方
な
ど
三
大
都
市
圏
、
と
り
わ

け
東
京
都
、
大
阪
府
、
京
都
府
、
愛
知
県
で
は
、
音
楽
公

演
や
舞
踊
公
演
が
盛
ん
で
あ
る

(図
齢
)。
特
に
現
代
舞

踊
に
つ
い
て
は
東
京
都
の
公
演
シ
ェ
ア
が
圧
倒
的
に
大
き

い
。
こ
れ
は
、
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
来
る
広
域
的
都

道行セ 92.9 4 5



% 地方の魅力

.･･･ : : : : : :

、 & ' ′ 、 -
&

20~ 29歳 30~ 49歳

ノ^ ~
＼ ÷÷ヤマミ

I自然ぬ惨い膳ね･であるl人簿捧読凝lのんびり小混雑しなも･I家が広対豪鱈が歌い胸鱗わ凄いl

　　
　

　
　

　
　　 　 　　　　 　　 　　　　ヨミュ萩野イ[ ; 居住環境 ‘〆

% 東京圏の魅力

29歳 : SO蔵~ : :
考.......:...二

、 : : :
も.･ :…..,…..,

る4…‐ トミミミギ
: ＼･･'

ハ. , .･…
,
′‐だそ少或ゞ 〆rもし きこごゞ

目
已
の
向
上′ 癩讓!霧

.セ

癸
券
'

、 仕事 へ ' " ', 選択の頻 社会的拘束性のなさ

注) 1.建設省資料

2.原データ :経済企画庁 r平成 3 年度 国民生活選好度調査｣
3.東京圏に居住する20歳以上の男女L 734人(圏内出身者968人、 圏外出身者766人) が地方と東京圏そ
れぞれの魅力として回答した割合が高かった項目 (地方 : 12項目中 8 項目、 東京圏 :23項目中14項
目) を年齢階層別にグラフ化したものである。

4.地方の魅力については三項目までの、 東京圏の魅力については五項目までの複数回答である。
5,各項目の略称の意味は以下のとおりである。

地方の魅力
rのんびり｣ のんびりしていてゆとりがある

東京圏の魅力
r魅力的な職場｣ 所得が多く、 魅力的な職場が多い
｢ビジネスチャンス｣ ビジネスチャンスが多い
｢中枢組織集積J 行政機関、 会社の中枢組織などが集積している
r生きられるJ 何をやっても生きていける
r自己の向上｣ 自分を高めていく機会に恵まれている
｢イベントが多いJ 美術館、ギャラリー、コンサートホールなどが多く、イベントも盛りだくさん
｢多様な消費生活J 豊富、 多様な商品にあふれ、 流行の先端をいく"肖費生活が楽しめる
r飲食店バラエティ｣ 飲食店がバラエティーに富んでいる
r二十四時間遊べる｣ 24時間エキサイティングに遊べる
｢個性豊かな人｣ 個性豊かな人々に出会える
｢人目を気にせず｣ 人目を気にせず生きていける
｢国際都市｣ 世界に向けて開かれた国際都市である
rおしゃれな人｣ 年齢、 性別に関係なくおしゃれな人がたくさんいる
｢若者が多い｣ 若者が多く活気にあふれている

図14 ｢自然｣、
｢居住環境J、 rコミュニティー｣ は地方の魅力｣ / ｢仕

事｣、 ｢選択の幅J、 r社会的拘束性のなさ｣ は東京の魅力



市
圏
の
中
心
地
で
は
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
僅
か
の
割
合
の

人
間
し
か
興
味
を
示
さ
な
い
よ
う
な
種
類
の
も
の
で
も
、

公
演
の
開
催
に
必
要
な
観
客
数
が
確
保
で
き
る
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
都
市
規
模
別
の
飲
食
料
品
と
婦
人
･
子
供
服
の
一
人

当
た
り
販
売
額
を
見
る
と
、
婦
人
･
子
供
服
は
人
ロ
規
模

に
応
じ
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

(図
=
)。
こ
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ゆ

鰐

野
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族
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プ
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リ
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リ
園
ン
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オ
ッ
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物
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ヤ
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イ
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パ
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霊
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□
□
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球
ル
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ル
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等

一

ポ
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等

ポ

ト

日
載
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エ
チ

ッ

(
和
じ

一

大
ツ

ケ

リ
、い

キ
棋
糧
ャ
碁
ス
雀
ど
裁
械

ス
将
日
キ
囲
バ
麻
お
洋
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圏
□
霊
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□
□
□
□
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等ーサ

行

ン

旅

コ

賞

光

、行
馬
賞
行

鐙
じ

観

会
旅
競
鑑
旅

楽
く
回
内
劇
薬
省
央
術
外

音
宝
映
国
観
音
婦
中
葵
海

□

□

ロ
ロ

ロ

枳位 北陸 中部 辺齦
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2
3
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癖
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常
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園
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、
オ
ン
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ギ
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物
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副
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ョ
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国
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ボ
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図
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C
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ウ
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博
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、

ツ
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馬
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“
(

物
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二
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ナ
観
(

ネ
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し
園
ク
泳
ウ
央
食
画
一
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催
遊
ビ
水
サ
中
外
映
サ
ゴ

□
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圏
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穎敏 中国 国四 州九
-
2
3
4
5
6
7
8
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博
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作
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コ
、創

制
民

ン
物
の

オ
、

り
艇
チ
し
芸
球
花
デ
楽
棋

釣
競
パ
催
文
卓
お
ビ
邦
将

圏

□
□
□
園
□
□
□
□

“

等

ぞ

り

館

ス
ー

ト

じ

族

ア
タ
ル
一

い

水

ド
ン
一
ケ

庭

、

コ
ル
セ
ポ
ス

、
園

ン
一
ム
一
ス

リ
芸
雀
物
道
チ
イ
一
レ
イ

釣
園
麻
勤
管
パ
フ
ゲ
バ
ア

圏
□
□
ロ
ロ
ロ
圏
□
□
□

ンソ

一

ラ

レ

マ

バ
リ

ル

ル

、

ル
ヤ
じ

一

一

グ

一
キ
い

ボ
コ
ポ

ン
プ

ポ
、庭

ト
ン
一

ギ
ン

ト
ブ

、

フ
チ
レ
山
ョ
ャ
り
一
ラ
芸

ソ
バ
バ
登
ジ
キ
釣
ゲ
ク
園

曰
□
□
圏
□
圏
圏
□
□
□

れ
は
、
町
村
部
や
人
ロ
規
模
の
小
さ
な
市
で
は
気
に
入
っ

た
婦
人
･
子
供
服
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
ず
、
人
口
規
模

の
大
き
な
市
部
へ
買
い
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

消
費
生
活
の
多
様
性
は
、
洋
服
や
装
飾
品
な
ど
種
類
･

品
質
と
も
千
差
万
別
で
、
個
性
や
趣
味
が
問
題
と
な
る
も

の
に
つ
い
て
ほ
ど
、
大
き
な
都
市
の
持
つ
消
費
生
活
の
魅

とは、ある余暇活動を1年間に行った人の割合である。れのブロックについて、全国平均の参加率を上回っている幅が大きい余暇
上位]0項目並べたものである (参加率そのものの大小によるわけではない

瑕
い

ら

余
な

え

い
は

考

さ
で

と

驚

県

膵

県
の

幅
る

県
川

庫

鳥
も

潟
奈

兵

児
い

新
神

、

廃
さ

、、 . .、長。県、月一県、天分県、宮崎眼、鹿児島県
9.近畿の ｢催し物、博覧会Jは、国際花と緑の博覧会の影響が大きいものと考えら

れる。

図15 豊かな自然の中でのレジャーを楽しむ地方の人々

県、岐阜.県
貿県、京都府、火鞍府、兵庫県

る
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あ
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、プ
約

定
北
森
馬
山
野
軍
山
鳥
回
し

料
!
･数
･･は
の
位
九
の
･･青
群
富
長
--一同
億
福
催

資
タ
象
収
期
と
れ
上
意
ク
道

!
!
!
!
!

省
一
対
回
時
率
ぞ
を
注
ッ
海
北
東
陸
部
報
国
国
州
の
0

設
デ
査
効
査
加
れ
動
に
ロ
北
東
関
北
中
近
中
四
九
報
る

建
原
謂
有
調
参
そ
活
点
プ

近
れ

凡
1
2
3
4

圏 多自然型 (自然、大きな空間を必要とするスポーツなど)
l′"ゞ1 空間型 (ちょっとした空間、施設で行えるスポーツなど)
I I 集客型 (多くの人が集まる施設でのレジャーなど)
歪 I 室内型 (自宅や室内での趣味、遊戯など)

　
　
　
　
　
　
　

　

　

･1･〔7】̂
3
‘4
円〕̂
6
7･

〔H〕

○〉

濁

力
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

③
飲
食
店
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
人
ロ
一
〇
万
人
当
た
り

の
店
数
で
見
て
み
る
と
、
専
門
料
理
店
に
お
け
る
東
京
都

の
魅
力
が
際
だ
っ
て
お
り
、
大
阪
圏
や
地
方
中
枢
都
市
も

相
対
的
に
高
い
水
準
に
あ
る

(図
協
)。

【選
択
の
幅
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
】

選
択
の
幅
の
広
い
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に

は
、
中
心
都
市
の
拠
点
性
と
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
等
が
重
要
で
あ
る
。
①
地
方
拠
点
都
市
地
域
の

整
備
、
地
域
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
②
地
域
一
体
振
興

整
備
事
業
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
等
を
中
心
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
の
立
地
を

促
進
し
、
計
画
的
、
一
体
的
な
地
域
整
備
を
図
る
。
③

｢特
定
商
業
集
積
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
｣
に
よ
り
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
業
市
街
地
の
振

興
整
備
を
進
め
る
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
社
会
的
拘
束
性
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
緊
密
さ
、
あ
る
い
は
社
会
的
拘
束

性
の
大
小
と
い
っ
た
も
の
を
、
家
計
の
交
際
費
が
消
費
支

出
全
体
に
占
め
る
割
合
の
大
小
に
よ
り
見
て
み
る
と
、
三

大
都
市
圏
で
低
く
、
そ
の
他
の
地
域
で
み
る
と
、
東
日
本

を
中
心
に
高
く
な
っ
て
い
る

(図
博
)。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
緊
密
さ
は
、
人
情
味
の
厚
さ
や
人

間
関
係
の
暖
か
さ
な
ど
の
よ
い
面
を
持
つ
反
面
で
、
行
き

過
ぎ
れ
ば
一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
の
発
揮
を
妨
げ
る
場

合
も
あ
る
。
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音楽客
(総数905,

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
当
た
っ
て
も
、
良
好
な

求
さ
れ
る
中
で
、
多
く
の
地
域
で
、
自
ら
の
持
つ
固
有
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
配
慮
す
る
一
方
、
地
域
の
人

歴
史
、
伝
統
、
文
化
が
見
直
さ
れ
、
そ
の
再
構
築
等
に
向

材
の
個
性
や
能
力
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

け
て
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
積
極
的
に
行
わ
れ

【歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
艦

て
い
る
。
○
桜
の
里
づ
く
り
-
福
島
県
三
春
町
○
越
前
陶

今
日
、
真
の
豊
か
さ
、
ス
ト
ッ
ク
面
で
の
豊
か
さ
が
迫

芸
村
ー
福
井
県
宮
崎
村
○
蔵
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
-
長
野

(% ) ス 活
Loo ト か

ツ し

// ＼＼＼"ミ"＼ミミ

20 60 80

日本舞踊
公演

(総数881

ノゞ し
(‘

現代舞踊
公演

(総数429

舞踊客席数
(総数556,267

中国 四国 九州関東 愛知県 中部

注) 1.建設省資料

2.原データ : (社)日本演奏連盟 ｢演奏年鑑J、 全日本舞踊連合r舞踊年鑑J
3 .音楽、 舞踊それぞれについて、 各地域の平成2 年における公演回数と、 平成 2 年12

月現在の会場 ･ホールの客席数の全国シェアをグラフ化したものである。
4 .現代舞踊とは、 例えば、 モダンダンス、 ジャズダンス、 ダンス ･パフォーマンス、

フラメンコ等である。
5 .舞踊については、 日本舞踊、 バレエ、 現代舞踊の三つのジャンル単独の公演に限っ
たものであり、 かつ、 来日舞踊家によるものは除く。

6.地域の定義は以下のとおりである。
北海道、河七海道

東北 :青森県、 岩手県、 宮城県、 秋田県、 山形県、 福島県

関東 :茨城県、 栃木県、 群馬県、 埼玉県、 千葉県、 神奈川県、 東京都
中部 :山梨県、 長野県、 新潟県、 富山県、 石川県、 福井県、 静岡県、 愛知県、 岐阜

県、 三重県

近畿 "滋賀県、 京都府、 大阪府、 兵庫県、 奈良県、 和歌山県

中国 も鳥取県、 島根県、 岡山県、 広島県、 山口県

四国 :徳島県、 香川県、 愛媛県、 高知県

九州 :福岡県、 佐賀県、 長崎県、 熊本県、 大分県、 宮崎県、 鹿児島県、 沖縄県

図16 音楽、 舞踊の公演で際だった東京の魅力

注) l.建設省資料

2,原データ 総 務庁 ｢平成2 年 国勢調

査｣、通商産業省 r昭和63年 商業統計｣
3.三大都市圏(東京圏、大阪圏及び名古屋

圏)以外の地域について、飲食料品、婦

人･子供服それぞれ 1人当たり年間販売

額を都市規模別にグラフ化したもので

ある。
4,地域の定義は以下のとおりである。
東京圏 :埼玉県、 千葉県、 東京都、 神

(万円) (万円) 婦人 ･子供服

l人当たり年間販売額

飲食料品

l人当たり年間販売額

町村部人口lo lo~ 20 20~ 30 30~ 40 40~ 50 50万人 町村部人口lo lo~ 20 20~ 30 30~ 40 40~ 50 50万人 奈川県万全 万人 万人 万人 万人 以上 - -亙△ 万人 万人 万人 万人 以上 - ･ T --;倒 1 l木;両 i 大阪圏 :京都府、 大阪府、 兵庫県
市部 市部 名古屋圏 :愛知県、 三重県

図“ 飲食料品は地元で、 婦人 ･子供服は部会で買う



県
松
本
市
○
清
流
小
田
川
と
大
凧
合
戦
の
里
ー
愛
媛
県
五

十
崎
町
○
陶
磁
の
香
り
の
す
る
ま
ち
づ
く
り
-
佐
賀
県
有

田
町
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0万人)

③

公
共
用
地
対
策
の
推
進
と
生
活
空
間
創
造
を
担
う
建

設
産
業
、
不
動
産
業
の
育
成

今
後
、
我
々
が
真
に
豊
か
な
生
活
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
住
宅
･
社
会
資
本
の
計
画
的
か
つ
着
実
な
整
備
を
進

め
て
い
く
う
え
で
は
、
公
共
用
地
の
円
滑
な
確
保
と
生
活

空
間
の
創
造
を
担
う
建
設
産
業
、
不
動
産
業
の
育
成
が
、

基
本
的
か
つ
重
要
な
課
題
と
な
る
。

【公
共
用
地
対
策
へ
の
新
た
な
取
組
み
】

住
宅
･
社
会
資
本
整
備
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
公

共
用
地
の
先
行
的
取
得
、
代
替
地
対
策
の
整
備
等
を
推
進

す
る
。

【建
設
産
業
の
構
造
改
善
】

建
設
産
業
の
労
働
条
件
は
向
上
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

よ
り
一
層
の
改
善
が
必
要
で
あ
る

(図
卸
)。
新
た
に
策

定
さ
れ
た
第
二
次
構
造
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
い
、
建
設

産
業
が
活
力
と
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

　

　

平
%
78

国
術
驫

　
　
　

注) 1 .建設省資料
2 .原データ :総務庁｢平成2年国勢調査｣、通商産業省r平成元年商業統計J
3 .人口10万人当たりの飲食店数を都道府県別に表示したものである。
4 .一般食堂 ･軽食店とは一般食堂、そば ･うどん店及びハンバーガー店の
合計であり、専門料理店とは日本料理店、西洋料理店、中華料理店、その
他の東洋料理店、すし店及びその他の一般飲食店の合計である。

図18 専門化 ･多様化している東京のレストラン
0
ン

　
　

【不
動
産
業
の
高
度
化
】

本
年
五
月
に
策
定
し
た
新
た
な
不
動
産
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿

い
、
不
動
産
流
通
市
場
の
整
備
、
不
動
産
管
理
の
高
度
化

等
の
た
め
の
施
策
の
推
進
を
図
る
。

三

よ
り
よ
い
環
境
を
め
ざ
す
住
宅
･
社
会

資
本
整
備

ゆ

基
本
的
視
点

人
類
の
環
境
に
働
き
か
け
る
力
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て

い
る
今
日
、
人
間
活
動
の
活
力
を
維
持
し
つ
つ
、
環
境
と

の
共
生
を
図
り
、
良
好
な
環
境
を
保
全
、
創
造
し
て
い
く
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岡
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元
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、
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宮
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、福
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県
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･
岡
愛
長

三

成
消
品

お

、城
県

、長
重
賀
府

、
、
、

、

　　
　
　
　

設
デ
際
際

、城
海
北
東
京
陸
部
古
畿
阪
国
国
州

善
只

建
原
交
交
鐵
地
北
東
関
東
北
中
名
近
大
中
四
九

際図19 交際費のかからない三大都市圏

熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島

3 .交際費比率=交際費十消費支出×100 (% )
4 .交際 とは 贈答用金品 接待用支出、職場 ･地域などにおける諸

総務庁 ｢平成元年全国消費実態調査｣
川
2

注

0万人)

全国平均118



こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
間
の
諸
活
動
を
支
え

る
基
盤
で
あ
る
住
宅
･
社
会
資
本
の
整
備
に
当
た
っ
て

も
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
空
間
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
①
人
間
活
動
に
よ
る
環
境

へ
の
負
荷
を
軽
減
し
、
ま
た
、
自
然
の
保
全
や
再
自
然
化

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
と
共
生
し
た
人
間
活
動

の
た
め
の
国
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
②
地
球

規
模
の
環
境
問
題
の
解
決
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

電気･ガス･熱供給･水道業

　

【コ
ム
元

ろ ◇ 32獲

濶

元

不

②

取
組
み
の
方
向

【自
然
と
共
生
し
た
人
間
活
動
の
た
め
の
国
土
づ
く
り
】

①
人
間
活
動
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
軽
減

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
良
い
都
市
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、

効
率
的
な
交
通
体
系
の
整
備
等
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
の
少
な
い
人
間
活
動
の
実
現
を
支
え
て
い
く
。

○
河
川
や
下
水
道
の
整
備
等
に
よ
る
水
質
の
改
善
を
図

り
、
生
物
の
生
育
の
場
を
保
全
す
る
。

○
下
水
処
理
水
等
の
再
利
用
、
建
設
廃
棄
物
や
残
土
の

l50 擬脚
間

2
国

問
鯛

轍
全
･'

労

、扱
立X鵯 ;労働者1人月間実労働時間数 (単位:時間) {事業所規模30人以=

原点は平成3年の平均労鉤者1人月間実労働時間数 (168,0時間)
Y鵯:労働者1人月間現金給与額 (単位:千円) (事業所規模30人以上)

原点は平成3年の平均労働者!人月間現金給与額 (384787円)
平成2年以降の調査においては、建設業については常用作業者.製造業及び鉱業
については生産労働者という区分は廃止されている。

図20 より一層の改善が必要な建設産業(常用作業者)の労働条件

r昭和63年、平成元年、平成2年毎月勤労技計調査Jr毎月勤労統計調査月報‐全国調査-平成3年12月分｣
月間実労働時間数 (単位:時間) {事業所規模30人以=
の平均労鉤者1人月間実労働時間数 (168,0時間)

月間現金給与額 (単位:千円) (事業所規模30人以上)
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発
生
量
抑
制
と
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に
よ
り
、
資
源
消

費
の
少
な
い
人
間
活
動
の
実
現
を
支
え
て
い
く
。

②
自
然
の
保
全
、
再
自
然
化
の
推
進

○
自
然
の
生
態
系
に
き
め
細
か
な
注
意
を
は
ら
い
つ
つ

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
自
然
を
保
全

し
、
動
植
物
の
生
息
の
場
を
確
保
す
る
。

○
都
市
公
園
の
整
備
、
道
路
、
河
川
の
緑
化
等
に
よ
り

再
自
然
化
を
推
進
す
る
。

【地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ
の
取
組
み
】

我
が
国
は
、
そ
の
国
際
的
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
役
割
を

果
た
す
た
め
に
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
解
決
に
積
極

的
に
貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
建
設
行
政
に
お
い
て

も
次
の
よ
う
な
取
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

○
地
球
温
暖
化
の
防
止
!
都
市
緑
化
等
に
よ
る
0
O
N

排
出
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
、
河
川
や
下
水
道
の
持

つ
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
な
ど

○
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
防
止
!
特
定
フ
ロ
ン
を
使
用
し
な

い
冷
房
設
備
の
設
置
な
ど

○
熱
帯
林
減
少
の
防
止
･!
熱
帯
木
材
を
用
い
た
合
板
製

型
枠
の
利
用
の
合
理
化
な
ど

○
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
等
の
推
進
!
砂
漠
地
域

の
環
境
改
善
技
術
の
研
究
、
開
発
途
上
国
へ
の
専
門

家
派
遣
な
ど

○
調
査
研
究
、
技
術
開
発
等
の
推
進
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一
は
じ
め
に

昭
和
六
一
、
六
二
年
度
に
お
い
て
、
鰯
道
路
新
産
業
開

発
機
構
で
は
、
建
設
省
の
第
9
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

の
重
要
項
目
で
あ
る

｢広
域
的
都
市
圏
形
成
に
資
す
る
広

域
幹
線
道
路
の
整
備
｣
に
つ
い
て
調
査
研
究
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
高
速
道
路
等
の
建
設
に
よ
り
電
波
障
害
が
生

じ
る
際
、
そ
の
沿
線
地
域
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
再
送

信
並
び
に
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
都
市
型
C
A
T
V
放
送
を
行

う
こ
と
に
よ
り
地
域
の
情
報
化
推
進
･
創
造
的
地
域
社
会

の
形
成
等
地
域
経
済
社
会
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
が
で

き
る

『
ハ
イ
ウ
ェ
イ

･
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
』
が
打

ち
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
道
路
の
輸
送
機
能
に
新
た
に
情

報
伝
達
機
能
を
付
け
加
え
る
も
の
で
、
道
路
事
業
の
推
進

と
共
に
最
近
の
高
度
情
報
化
社
会
の
動
向
に
も
適
合
す
る

構
想
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
最
初
に
こ
の
構
想
を
具
現
化

す
る
事
業
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
、都
心
に
近
く
て
、

既
に
開
発
が
進
行
し
て
い
る
地
域
に
お
け
る
広
域
幹
線
道

路
建
設
で
あ
る
た
め
大
部
分
が
高
架
構
造
と
な
り
、
大
規

模
な
電
波
障
害
の
発
生
を
避
け
ら
れ
な
い

｢東
京
外
か
く

環
状
道
路
｣
(以
下

｢外
環
道
路
｣
と
い
う
。)
に
お
い
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
重
大
な
役
割

り
を
も
っ
た
会
社
と
し
て

｢関
東
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
株
式
会
社
｣
が
新
た
に
設
立
さ
れ
、
こ
の
た
び
そ
の
電

障
施
設
の
構
築
を
完
了
し
、
本
構
想
の
本
命
の
都
市
型
C

A
T
V
事
業
を
開
局
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
手

順
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

二

会
社
設
立
の
経
緯
等

外
環
道
路
は
、
神
奈
川
･
東
京
･
埼
玉
･
千
葉
の
四
都

県
を
、
都
心
か
ら
半
径
一
五
如
圏
を
環
状
に
結
び
、
首
都

圏
に
お
け
る
自
動
車
交
通
渋
滞
の
抜
本
的
な
緩
和
が
期
待

さ
れ
る
幹
線
道
路
で
あ
る
。
埼
玉
県
内
で
は
和
光
市
か
ら

三
郷
市
ま
で
の
県
南
一
〇
市
を
通
過
す
る
区
域
は
、
一
般

国
道
二
九
八
号
に
自
動
車
専
用
道
路
が
併
設
さ
れ
る
二
重

構
造
と
し
て
建
設
さ
れ
る
の
で
、
道
路
の
両
サ
イ
ド
の
沿

線
の
住
宅
等
に
大
規
模
な
テ
レ
ビ
受
信
障
害
の
発
生
が
想

定
さ
れ
る

(図
1
参
照
)。

こ
の
よ
う
な
地
域
で
、
道
路
建
設
事
業
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
は
、
沿
線
住
民
か
ら
い
ず
れ
強
く
要
請
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
電
波
障
害
対
策
工
事

(以
下

｢電
障
対
策
｣
と

い
う
。)
を
道
路
建
設
の
事
前
に
、
少
な
く
と
も
同
時
に

対
応
す
る

｢事
前
対
策
｣
が
効
果
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
い
か
な

る
手
段
に
よ
る
こ
と
が
最
も
適
当
か
に
つ
い
て
、
建
設

道
路
建
讓
に
伴
う
電
離
対
策
と

榊
繭
薹
に
鬼
団
V
事
業
の
開
局
ま
で

関
東
ヶ
も
フ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

専
務
取
締
役

牛
島



省
、
日
本
道
路
公
団
等
に
お
い
て
慎
重
な
る
検
討
が
な
さ

れ
、
電
陣
対
策
の
ほ
か
将
来
に
は
、
都
市
型
C
A
T
V
の

放
送
事
業
も
行
う
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
株
式
会
社
方

式
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

平
成
元
年
六
月
五
日
に
創
立
総
会
を
行
い
所
要
の
設
立
手

続
を
行
い
、
当
初
、
四
八
社
の
出
資
法
人
に
よ
る
、
資
本

金
二
億
円
の

｢関
東
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会

社
｣
が
設
立
さ
れ
、
本
店
は
埼
玉
県
浦
和
市
に
置
か
れ

た
。
そ
の
後
、
平
成
二
年
八
月
に
は
六
五
社
の
新
規
出
資

を
得
て
、
資
本
金
七
億
五
千
万
円
に
増
資
さ
れ
、
今
回
の

開
局
に
よ
り
本
店
の
所
在
地
は
埼
玉
県
川
ロ
市
に
移
転
さ

れ
た
。三

施
設
構
築
の
手
順
等

会
社
の
設
立
時
に
は
、
す
で
に
外
環
道
路
の
建
設
工
事

は
本
格
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
直
ち
に
、
電
陣
対
策
事

業
の
調
査
、
企
画
、
設
計
等
の
作
業
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
関
係
住
民
へ
の
説
明
や
、
共
聴
組
合
の
結
成
、
交
渉

等
に
つ
い
て
も
公
団
職
員
に
同
行
し
て
進
め
た
。
他
方
、

郵
政
省
に
対
す
る
有
線
テ
レ
ビ
放
送
の
施
設
設
置
の
許
可

申
請
、
各
道
路
管
理
者
等
へ
の
占
用
申
請
や
電
柱
等
の
所

有
者
の
共
架
の
同
意
、
さ
ら
に
は
、
N
H
K
･
民
間
テ
レ

ビ
放
送
会
社
の
再
送
信
の
同
意
を
得
る
な
ど
、
少
な
い
社

員
で
の
忙
殺
さ
れ
る
会
社
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
(電
波

障
害
対
策
業
務
の
手
順
図
関
ペ
ー
ジ
参
照
)

1

対
策
事
業
の
第
一
段
階
は
、
電
波
受
信
障
害
の
機
能

回
復
の
た
め
、
テ
レ
ビ
再
送
信
施
設

(以
下

｢電
陣
対
策

施
設
｣
と
い
う
。)
の
構
築
で
あ
る
。
そ
の
電
障
範
囲
は
、

図
2
の
よ
う
に
、
外
環
道
路
の
両
サ
イ
ド
約
一
-
三
蝿
内

で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
対
策
世
帯
が
大
規
模
で
あ
り
、
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〔電波障害対策業務の手順図〕

放送事業者、再送信同意書

N H K、民 放

受信点調査 都道府県の意見聴取

都道府県

共聴対策の依頼

地元聴視者との
折衝

個人、自治会

事前調査および
現地調査実施

線路ルート‘醐杏

システム設計

其架柱関係
共架申請および
使用承諾

電力、奄々等

↓路 有、横断
,共通、河川横断等
に関する許可受理

同県

する許可

国↓棊市町村、個

加入者テーマ蕁
聴視者との覚書

C A T V施設設置
許可申議古書の作成
提出

電気通信監理局

建柱用地使用
許可並びに承諾

用地所有者

C A T V
施設設置
許可

警 察 署

C A T V
施設建設
工事

工事完了
C A T V
放送業務
開始

CATV施設設置届

電気通信監理局

CATV放送業務の
開始届

電気通信監理局

聴視者への
改善電波

個人、自治会



将
来
と
も
道
路
管
理
者
の
責
任
で
施
設
の
維
持
管
理
を
し

て
欲
し
い
と
の
要
請
に
応
じ
、
そ
の
対
策
事
業
を
公
団
と

共
聴
組
合
及
び
関
東
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

(以
下

｢K
C
A
T
｣
と
い
う
。)
の
三
者
間
の
協
定
に
よ

り
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
、
共
聴
組
合
は
、
電

陣
対
策
施
設
の
構
築
と
維
持
管
理
を
K
C
A
T
に
委
託

し
、
公
団
は
共
聴
組
合
と
補
償
契
約
を
行
い
、
施
設
の
建

設
費
と
維
持
管
理
費
か
ら
な
る
補
償
金
は
公
団
か
ら
K
C

A
T
に
支
払
う
と
い
う
方
式
で
あ
る
。
そ
し
て
、
施
設
の

構
築
に
あ
た
り
当
社
で
は
、
将
来
こ
れ
ら
施
設
の
有
効
利

用
を
図
っ
て
都
市
型
C
A
T
V
事
業
を
行
う
計
画
の
基

に
、
会
社
独
自
の
工
事
費
を
上
乗
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
た
電
障
対
策
施
設
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

2

第
二
段
階
は
、
既
設
の
部
分
的
な
施
設
の
統
合
化
工

事
で
あ
る
。

こ
れ
ら
電
陣
対
策
施
設
の
構
築
は
、
外
環
道
路
の
施
工

の
現
状
に
対
応
し
つ
つ
構
築
す
る
か
ら
、
十
数
個
の
仮
ア

ン
テ
ナ
を
設
け
、
当
面
の
対
策
を
行
う
な
ど
部
分
的
な
対

策
工
事
を
行
い
、
そ
の
後
に
こ
れ
ら
各
施
設
の
順
次
統
合

化
を
行
い
、
仮
ア
ン
テ
ナ
を
撤
去
す
る
と
い
う
手
順
と

な
っ
た
。
ま
た
、
本
対
策
工
事
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
原
則
と
し
て
事
前
対
策
の
手
法
に
よ
る
こ
と
の
た
め
、

対
策
工
事
着
工
時
点
で
は
、
影
響
の
有
無
は
必
ず
し
も
確

定
的
で
は
な
い
地
区
も
あ
り
一
次
エ
リ
ヤ
ー
三
次
エ
リ
ヤ

と
区
分
し
な
が
ら
対
策
施
設
の
構
築
を
行
っ
た
の
で
、
こ

れ
ら
各
施
設
の
統
合
化
も
必
要
で
あ
っ
た
。

た
。

3

三
受
信
施
設
の
整
備

外
環
道
路
建
設
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
長
距
離
間
の
電
陣

対
策
施
設
を
整
備
す
る
過
程
で
仮
ア
ン
テ
ナ
を
設
け
、
順

次
統
合
し
、最
終
的
に
三
カ
所
の
受
信
施
設
を
建
設
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
①
キ
ャ
ッ
チ
し
た
電
波
の
う
ち
最
良
の

も
の
で
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
相
互
補
完
の
機
能
と
、

②
他
の
区
域
で
事
故
に
よ
り
再
送
信
が
一
時
停
止
す
る
な

ど
不
測
の
場
合
に
、
そ
の
影
響
を
受
け
ず
放
送
で
き
る
、

な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
順
に
よ
り
、
道
路

建
設
の
状
況
に
対
応
し
つ
つ
、
施
設
の
構
築
を
行
っ
た
の

で
、亀
若
干
の
手
戻
工
事
も
あ
っ
た
が
、
沿
線
住
民
、
行
政

機
関
及
び
関
係
者
な
ど
の
協
力
、
支
援
を
得
て
、
平
成
三

年
度
末
ま
で
に
約
四
万
四
千
世
帯
の
対
策
工
事
を
慨
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

四

都
市
型
C
A
T
V
へ
の
事
業
展
開

構
築
さ
れ
た
電
障
対
策
施
設
は
、
当
社
の
方
針
に
よ
っ

て
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
都
市
型
C
A
T
V
放
送
事
業
に

適
合
し
た
伝
送
容
量
を
も
っ
て
整
備
済
み
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
次
に
本
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、
自
主
制
作

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
番
組
を
含
め
有
料
の
多
彩
な
番
組
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
情
報
化
に
寄
与
す
る
た

め
、
都
市
型
C
A
T
V
の
実
現
化
に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
た
。
こ
の
場
合
次
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
で
あ
っ

1

施
設
等

当
社
の
都
市
型
C
A
T
V
放
送
で
は
、
電
陣
対
策
と
し

て
の
再
送
信
を
行
う
以
外
に
多
様
な
番
組
の
放
送
を
予
定

し
て
い
る
の
で
、
独
自
の
放
送
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
ス
タ

ジ
オ
･
編
成
室
の
整
備
や
取
材
･
制
作
班
の
ス
タ
ッ
フ
、

番
組
供
給
会
社
と
の
契
約
な
ど
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ

っ
た
。
(写
真
1
、
2
参
照
)＼
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2

都
市
型
C
A
T
V
の
事
業
区
域
は
、
通
常
の
行
政
区

域
単
位
で
あ
る
が
、
C
A
T
V
の
そ
れ
は
一
〇
の
市
に
わ

た
る
帯
状
で
あ
り
、
隣
接
の
ほ
か
の
C
A
T
V
事
業
者
と

の
間
で
、
放
送
内
容
や
利
用
量
な
ど
の
、
調
整
が
必
要
で

あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
型
C
A
T
V
へ
の
事
業
展
開
の
た

め
の
作
業
を
経
て
、
本
年
六
月
に
郵
政
省
の
許
可
を
受
け

た
。
他
方
、
K
C
A
T
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に

取
り
組
み
つ
つ
、
こ
れ
ら
と
併
行
し
て
埼
玉
県
川
ロ
市
内

に
建
設
中
で
あ
っ
た
社
屋

(兼
放
送
セ
ン
タ
ー
)
が
四
年

六
月
中
旬
に
完
成
を
み
た
の
で
、
都
市
型
C
A
T
V
へ
の

加
入
募
集
を
促
進
す
る
と
と
も
に
七
月
一
日
か
ら
試
験
放

送
を
開
始
し
た
。

こ
の
よ
う
な
足
跡
を
経
て
、
去
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
･
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
幕
さ
れ
た
二
日
前
の
七
月
二
三
日
に
都
市

型
C
A
T
V
放
送
の
開
局
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
、
K
C
A
T
で
放
送
し
て
い
る
二
六
波
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
紹
介
し
よ
う
。

2 編成制作室

イ

電
陣
対
象
者
へ
の
義
務
再
送
信
番
組

(
一
〇
波
)

N
H
K
総
合
①
、
千
葉
テ
レ
ビ
②
、
N
H
K
教
育

③
、
日
本
テ
レ
ビ
④
、
放
送
大
学
⑤
、
T
B
S

⑥
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
⑧
、
テ
レ
ビ
朝
日
⑩
、
テ
レ
ビ

埼
玉
⑪
、
テ
レ
ビ
東
京
⑫

ロ

都
市
型
C
A
T
V
加
入
者
へ
の
番
組

(
一
三
波
)

テ
レ
ビ
神
奈
川
⑬
、
N
H
K
衛
星
第
一
⑮
、
同
第

二
⑯
、
C
N
N
⑳
、
日
経
サ
テ
ラ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス

⑪
、
お
天
気
チ
ャ
ン
ネ
ル
⑳
、
ス
ー
パ
ー
チ
ャ
ン

ネ
ル
⑳
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
⑪
、
こ
ど
も

チ
ャ
ン
ネ
ル
@
、
ジ
ャ
パ
ン
･
ス
ポ
ー
ツ
･
チ
ャ

ン
ネ
ル
⑳
、
S
V
N
ス
ペ
ー
ス
ビ
ジ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
⑪
、
ス
ペ
ー
ス
･
シ
ャ
ワ
ー
⑳
、
囲
碁

･

将
棋
チ
ャ
ン
ネ
ル
⑪

ハ

別
途
料
金
が
必
要
な
番
組

(二
波
)

W
O
W
O
W
⑳
、
ス
タ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
⑲

ニ

全
世
帯
が
視
聴
可
能
な
自
主
制
作
番
組

K
C
A
T
ガ
イ
ド
⑨

※

○
内
の
数
字
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
で
あ
る
。

他
に
、
F
M
ラ
ジ
オ
六
波
の
放
送
を
行
っ
て
い
る
。
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写真3 外かく環状道路とそれによって電波障害を受ける住宅

五

開
局
式
典
な
ど

去
る
七
月
二
三
日
、
新
装
な
っ
た
社
屋
兼
放
送
セ
ン

タ
ー

(埼
玉
県
川
ロ
市
)
に
お
い
て
、
地
元
川
ロ
市
、
地

元
自
治
会
長
、
番
組
審
議
委
員
及
び
建
設
省
北
首
都
工
事

事
務
所
長
、
日
本
道
路
公
団
川
口
･
草
加
両
工
事
事
務
所



長
等
の
出
席
の
も
と
午
前
一
〇
時
か
ら
開
局
式
典
を
行
っ

た
。
代
表
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
の
ち
、
放
送
局
と

し
て
視
聴
者
に
優
れ
た
映
像
を
末
永
く
送
信
で
き
る
こ
と

を
心
か
ら
祈
り
、
テ
レ
ビ
の
ス
イ

ッ
チ

･
オ
ン
を
行

っ

た
。引

き
続
き
、
三

時
か
ら
は
、
都
市
型
C
A
T
V
へ
の

認
識
を
深
め
る
た
め
、
｢施
設
見
学
会
｣
と
し
て
一
般
に

開
放
し
た
。

同
日
、
午
後
六
時
か
ら
、
浦
和
東
武
ホ
テ
ル
に
お
い
て

関
係
者
多
数
の
出
席
を
え
て
開
局
披
露
宴
を
開
催
し
た
。

は
じ
め
に
、
当
社
社
長
か
ら
、
開
局
ま
で
の
各
サ
イ
ド
か

ら
の
協
力
･
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
開
局
後
の
抱
負
な
ど

を
主
旨
と
す
る
挨
拶
の
あ
と
、
館
野
関
東
電
気
通
信
監
理

局
長
か
ら
、
｢地
域
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
地
域
密
着

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
発
展
し
て
欲
し
い
｣
と
の
郵
政
大
臣
祝

辞
の
代
読
が
さ
れ
た
。
次
に
、
藤
井
建
設
省
道
路
局
長
か

ら

｢貴
社
の
活
躍
に
よ
り
高
速
道
路
と
周
辺
地
域
と
の
調

和
が
図
ら
れ
、
外
環
道
路
の
建
設
事
業
が
円
滑
に
進
ん
で

い
る
･!
･･｣
を
主
旨
と
す
る
建
設
大
臣
祝
辞
の
代
読
が
な

さ
れ
、
引
き
続
き
、
鈴
木
日
本
道
路
公
団
総
裁
か
ら
、

｢大
規
模
な
電
波
障
害
に
対
す
る
補
償
が
円
滑
に
行
わ
れ

道
路
建
設
を
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
大

都
市
圏
で
の
道
路
建
設
を
進
め
る
う
え
で
模
範
と
な
る
も

の
だ
｣
と
そ
の
意
義
を
強
調
す
る
祝
辞
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
土
屋
埼
玉
県
知
事
か
ら

｢埼
玉
県
で
二
一
世
紀
に
向

け
て
の
代
表
的
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
都
市
型
C
A
T
V
の
隆

盛
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、
K
C
A
T

が
情
報
発
信
の
拠
点
施
設
と
な
り
頑
張
っ
て
欲
し
い
｣
と

の
激
励
の
祝
辞
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
沿
線
一
〇
市
長
に
よ
る
鏡
開
き
、
埼
玉
県
C

A
T
V
連
絡
協
議
会
の
石
川
会
長
に
よ
る
乾
杯
が
あ
り
、

建
設
省
、
郵
政
省
、
日
本
道
路
公
団
、
埼
玉
県
及
び
関
係

各
市
の
職
員
、
な
ら
び
に
各
共
聴
組
合
長
、
C
A
T
V
事

業
会
社
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
多
数
の
出
席
の
も
と
、
K
C
A

T
開
局
の
祝
宴
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
、
都
市
型

C
A
T
V
放
送
事
業
の
一
頁
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
次
第

で
あ
る
。

六

あ
す
び

道
路
建
設
の
た
め
の
ケ
ー
ブ
ル
･
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
の
も

と
に
、
関
東
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
て
以
来
、
約
三
〇
痴
の
道
路
沿
線
四
万
四
千
世
帯
に

も
及
ぶ
大
規
模
な
電
陣
対
策
事
業
を
、
三
ヵ
年
間
に
お
い

て
、
地
元
と
特
に
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
実
施
で
き
、
外
環
道

路
建
設
の
促
進
と
し
て
重
大
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
誠
に
ラ
ッ
キ
ー
で
あ
っ
た
。
郵
政
省
、
建

設
省
、
埼
玉
県
及
び
各
市
の
関
係
行
政
機
関
、
日
本
道
路

公
団
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
共
聴
組
合
や
関
係
業
界
な
ど

の
温
い
ご
協
力
、
ご
支
援
の
結
果
で
あ
り
、
こ
こ
に
深
く

感
謝
致
す
次
第
で
あ
る
o

開
局
後
は
、
二
一
世
紀
に
向
け
益
々
進
展
さ
れ
る
高
度

情
報
化
社
会
の
形
成
、
多
様
化
す
る
視
聴
者
の
ニ
ー
ズ
な

ど
に
マ
ッ
チ
し
た
放
送
内
容
に
つ
い
て
も
常
に
審
議
を
行

い
、
地
域
の
生
活
文
化
の
向
上
に
役
立
ち
た
い
も
の
と
全

社
員
希
望
に
燃
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

街
で
多
く
の
人
と
触
れ
合
う
マ
チ
コ
ミ
に
よ
っ
て
、
一
刻

も
早
く
地
域
社
会
の
動
向
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
適
切
に
対
処

す
る
こ
と
に
よ
り
所
期
の
目
標
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ

ろ
↓。都

市
型
C
A
T
V
事
業
の
経
営
に
は
、
多
額
の
運
営
経

費
が
か
か
り
、
長
期
間
の
維
持
管
理
の
責
務
な
ど
を
考
え

る
と
不
安
も
あ
る
が
、
本
事
業
成
長
の
根
幹
は
視
聴
者
の

増
大
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
社
員
の
創
意
工
夫
の
も
と
に

全
力
投
球
で
加
入
促
進
に
努
力
す
る
所
存
で
あ
る
。

K
C
A
T
は
、
経
営
安
定
の
た
め
、
す
で
に
建
設
業
の

許
可

(
一
般
土
木
工
事
･
電
気
通
信
工
事
)
と
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

(建
築
設
計
･
補
償
)
の
業
登
録
を
受
け

て
お
り
、
道
路
建
設
に
よ
る
電
波
障
害
防
止
対
策
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
の
で
、
誌
面
に
て
御
利
用
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
取
材
、
編
成
班
も
そ
ろ
っ
て
い

る
の
で
、
開
通
式
、
各
種
記
念
行
事
な
ど
に
は
気
軽
に
ご

用
命
を
い
た
だ
き
た
い
。

社
員

一
同
、
な
る
べ
く
早
期
に
経
営
安
定
化
を
実
現

し
、
情
報
面
か
ら
地
域
住
民
の
生
活
文
化
の
向
上
に
最
善

の
努
力
を
傾
注
す
る
存
念
で
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来
と

も
、
K
C
A
T
に
対
す
る
温
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
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一
は
じ
め
に

大
阪
市
及
び
神
戸
市
を
中
心
と
す
る
阪
神
圏
で
は
、
大

阪
湾
沿
岸
部
で
関
西
新
空
港
を
初
め
と
す
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
林
立
し
て
い
る
ほ
か
、
内
陸
部
の
各
地
で

も
、
国
際
的
な
都
市
圏
と
し
て
の
面
目
を
一
新
す
べ
く
、

再
開
発
的
な
事
業
が
盛
ん
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
で
も
、
こ
の
よ
う
な

事
業
に
連
携
し
て
、
数
カ
所
で
ラ
ン
プ
の
新
設
や
移
転
を

計
画
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
都
市
の
中
心
部
に
お
い
て
、
土
地

を
全
面
買
収
し
、
道
路
が
そ
の
空
間
を
独
占
的
に
使
用
す

る
と
い
う
従
来
の
事
業
手
法
で
道
路
建
設
を
進
め
よ
う
と

す
る
と
、
用
地
買
収
費
が
巨
額
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
周

辺
に
適
当
な
代
替
地
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
権
者
の
協
力

が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
元
年
に
道
路
法
の
改
正
に
よ
り
立
体

道
路
制
度
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、
道
路
と
地
権
者
が
共
存

す
る
道
が
開
か
れ
、
道
路
事
業
に
お
け
る
陸
路
の
一
つ
が

打
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
ご
紹
介
す
る
道
路
と
建
物
の
一
体
的
な
整
備
は
、

こ
の
立
体
道
路
制
度
を
活
用
し
て
実
現
し
た
事
業
で
あ

る
。
し
か
も
、
そ
の
適
用
第
一
号
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
建
物
の
中
を
道
路
が
貫
く
と
い
う
面
白
い
構
造
に

も
な
っ
て
い
る
た
め
、
以
下
で
そ
の
概
要
を
説
明
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

二

道
路
と
建
物
が
一体
的
に
整
備
さ
れ
る
こ

と
と
な
つ
左
地
区

(梅
田
地
区
)
の
概
況

今
回
、
道
路
と
建
物
が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
場
所
は
、
大
阪
市
内
の
梅
田
地
区
(大
阪
市
北
区
)

に
あ
る
。

梅
田
地
区
は
、大
阪
の
代
表
的
繁
華
街
で
あ
る
｢キ
タ
｣、

｢ミ
ナ
"こ
の
う
ち
キ
タ
に
あ
た
り
、
J
R
や
私
鉄
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
設
け
ら
れ
、
周
辺
に
デ
パ
ー
ト
そ
の
他
の
集
客

施
設
が
集
ま
っ
て
発
展
し
た
地
区
で
あ
る
。
な
お
、
西
日

本
で
公
示
地
価
が
最
も
高
い
地
点
が
梅
田
地
区
に
あ
る
。

こ
の
梅
田
地
区
を
、
阪
神
高
速
道
路
の
一
一
号
池
田
線

(空
港
線
)
が
通
過
し
て
い
る
。

池
田
線
は
、
大
阪
府
の
北
部
地
域
と
大
阪
市
内
を
結

び
、
ほ
ぼ
南
北
に
走
る
路
線
で
あ
る
。
同
線
は
、
大
阪
北

部
で
名
神
高
速
道
路
や
大
阪
空
港
と
接
続
す
る
と
と
も

に
、
大
阪
市
内
で
阪
神
高
速
道
路
の
一
号
環
状
線
と
合
流

し
て
い
る
。

従
来
、
池
田
線
の
梅
田
地
区
に
お
け
る
ラ
ン
プ
は
入
ロ

阪
神
高
速
道
路
梅
園
曲
圏
供
用
開
始

l
立
体
道
路
制
度
適
用
第
一
号
!

阪
神
高
速
道
路
公
団
業
務
部
業
務
課
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(梅
田
入
ロ
)
し
か
な
く
、
同
線
や
環
状
線
を
利
用
し
て

梅
田
地
区
に
向
か
お
う
と
す
る
と
、
一
つ
手
前
の
出
□
を

降
り
て
平
面
道
路
を
進
む
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
、
元
来
交
通
量
の
多
い
梅
田
地
区
周
辺
に
一
層

の
車
両
を
通
行
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
交
通
渋
滞
が
激
化

す
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
新
た
に
梅
田
地

区
に
阪
神
高
速
道
路
の
出
ロ
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
J
R
大
阪
駅
の
西
側
に
あ
た
る
西
梅
田
地

区
で
は
、
当
地
区
を
現
代
的
な
ビ
ル
街
に
改
め
よ
う
と
す

る
区
画
整
理
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
の
予
定
地
内
に
あ
る
阪
神
高
速
道

路
の
梅
田
入
ロ
を
移
転
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
梅
田

地
区
内
に
、
池
田
線
の
北
行
、
南
行
、
両
車
線
か
ら
の
出

□
を
設
置
す
る
構
想
が
生
じ
、
昭
和
五
九
年
に
は
、
区
画

整
理
事
業
と
合
わ
せ
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
る
こ
と
と

な

っ
た
。

そ
の
後
、
公
団
で
は
、
諸
手
続
き
を
終
え
て
、
梅
田
出

入
ロ
の
建
設
を
始
め
て
お
り
、
う
ち
、
入
ロ
の
移
転
と
北

行
車
線
か
ら
の
出
口

(環
状
線
方
面
か
ら
の
出
口
)
の
建

設
は
す
で
に
完
了
し
て
、
平
成
二
年
四
月
に
供
用
を
開
始

し
て
い
る
。
従

っ
て
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
残

っ
た

南
行
車
線
か
ら
の
出
ロ

(空
港
方
面
か
ら
の
出
ロ
、
以
下

｢梅
田
出
ロ
｣
と
い
う
。)
の
建
設
に
伴
う
事
例
で
あ

る
。
な
お
、
当
該
事
例
の
場
所
は
、
本
線
か
ら
分
岐
し
て

す
ぐ
の
高
架
部
分
に
あ
る
。
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三

道
路
と
建
物
を
一
体
的
に
整
備
す
る
に

至
つ
左
経
緯

梅
田
出
ロ
高
架
部
分
の
建
設
予
定
地
の
土
地
所
有
者

は
、
当
地
で
自
動
車
燃
料
用
の
液
化
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
を
営

業
し
て
い
た
が
、
以
前
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
に
建
て
替

え
る
計
画
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
近
接
し
て
高
層
ビ
ル

が
立
ち
並
ぶ
こ
と
か
ら
、
自
社
ビ
ル
も
高
層
化
す
る
予
定

で
あ
っ
た
。

公
団
で
は
、
地
権
者
と
用
地
交
渉
を
始
め
た
が
、
梅
田

地
区
が
大
阪
の
一
等
地
で
あ
る
た
め
、
適
当
な
代
替
地
が

な
く
、
し
か
も
、
相
手
方
が
現
在
地
で
の
具
体
的
な
将
来

計
画
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
移
転
へ
の
合
意
に
至
る

こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。

な
お
、
公
団
で
は
、
交
渉
の
一
方
、
こ
の
場
所
の
地
価

が
非
常
に
高
く
、
ま
た
高
度
利
用
が
要
請
さ
れ
て
い
る
地

区
で
も
あ
る
た
め
、
単
に
道
路
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
他
の
有
効
利
用
を
図
る
必
要
性
も
感
じ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
元
年
に
立
体
道
路
制

度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
従
来

の
道
路
区
域
が
、
地
下
か
ら
道
路
の
上
空
ま
で
及
ぶ
の
に

対
し
、
上
下
を
限
定
し
た
立
体
的
区
域
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
上
側
及
び
下
側
の
空
間
へ
の
制
約
を
緩
和
し
、

土
地
の
有
効
利
用
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
地
権
者
が
現
在
地
に
残
っ
て
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
道
路
に
関
す
る
権
原

鬮
緻
密
□

　
　
　
　
　

(= -03)
(旧)梅田入口

･毎日期間社用地

r
、

造
所

　　

　
　
　
　
　
　
　

　
道路建物一体構造物
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ノ
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霊
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と
し
て
区
分
地
上
権
の
設
定
で
よ
い
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
建
設
コ
ス
ト
も
削
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
公
団
で
は
、
当
地
が
、
立
体
道
路
制
度
の

活
用
に
好
適
な
場
所
で
あ
る
と
判
断
し
、
地
権
者
が
存
続

し
て
事
業
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
交
渉
を
重
ね
た
。
そ
し

て
、
公
団
が
空
中
に
道
路
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
地
権

者
が
そ
の
上
下
空
間
を
利
用
し
て
ビ
ル
を
建
設
す
る
と
い

う
、
つ
ま
り
道
路
と
ビ
ル
を
一
体
的
に
整
備
す
る
内
容
で

合
意
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
結
果
、
平
成
元
年
の
末
に
地
権
者
と
用
地

契
約
を
締
結
し
、
以
後
、
道
路
工
事
と
ビ
ル
工
事
を
並
行

的
に
進
め
、
ビ
ル
に
つ
い
て
は
平
成
四
年
の
二
月
に
竣
工

し
、
道
路
に
つ
い
て
は
平
成
四
年
の
八
月
に
完
成
し
、
梅

田
出
ロ
と
し
て
併
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四

一体
的
に
整
備
さ
れ
る
建
物
と
道
路
の
構

造
今
回
、
道
路
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

建
物
は
、
直
径
二
五
･
二
m
の
円
筒
形
を
し
た
、
高
さ
約

七
二
m
、
地
上
一
六
階
、
地
下
二
階
建
て
の
ビ
ル
で
あ

り
、
そ
の
用
途
は
事
務
所
ビ
ル
で
あ
る
。

道
路
は
、
当
ビ
ル
の
五
-
七
階
部
分
に
ト
ン
ネ
ル
状
に

開
け
ら
れ
た
空
間
を
走
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
、
外
か

ら
見
る
と
、
道
路
が
ビ
ル
を
貫
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

な
お
、
道
路
は
、
ビ
ル
の
外
側
に
建
て
ら
れ
た
橋
脚
に

支
え
ら
れ
て
お
り
、
ビ
ル
と
は
分
離
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
正
し
く
い
う
と
一
体
で
は
な
く
、
道
路
法
第
四

七
条
の
六
に
い
う
道
路
一
体
建
物
に
は
該
当
し
な
い
。

道
路
は
、
幅
員
六
･
三
m
の
一
車
線
で
あ
り
、
構
造
的

に
は
、
高
速
道
路
の
通
常
の
橋
梁
と
変
わ
り
な
い
が
、
道

路
の
保
全
と
交
通
の
安
全
の
た
め
、
ビ
ル
内
部
及
び
そ
の

前
後
五
m
の
道
路
の
上
空
と
側
面
が
シ
ェ
ル
タ
ー
で
覆
わ

れ
て
い
る
。

こ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
道
路
又
は
ビ
ル
で
起
き
た
火
災

が
相
手
側
に
延
焼
す
る
の
を
阻
む
と
と
も
に
、
道
路
か
ら

の
飛
散
物
や
排
気
ガ
ス
が
建
物
に
付
着
す
る
こ
と
や
、
ビ

ル
の
壁
面
か
ら
の
落
下
物
が
道
路
を
損
傷
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
他
、
こ
の
部
分
が
ト
ン
ネ
ル
構
造
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
上
必
要
な
諸
設
備
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

五

法
制
度
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

建
物
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
た
部
分
の
道
路
は
、
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
立
体
道
路
制
度
を
適
用
し
、
道
路
法
第

四
七
条
の
五
に
基
づ
く
道
路
の
立
体
的
区
域
を
設
定
し
て

い
る
。
な
お
、
立
体
的
区
域
と
し
た
の
は
ビ
ル
の
部
分
の

み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
高
架
部
分
は
、
通
常
の
道
路
区
域

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
立
体
的
区
域
の
上
下
の
空
間
に
は
、
道
路
法

第
四
七
条
の
九
に
基
づ
く
道
路
保
全
立
体
区
域
を
指
定
し

て
い
る
。

道
路
の
立
体
的
区
域
の
権
原
と
し
て
は
、
区
分
地
上
権

を
設
定
し
た
。

な
お
、
土
地
所
有
者
と
の
区
分
地
上
権
の
設
定
契
約
に

あ
た
っ
て
は
、
①
道
路
の
建
設
及
び
管
理
に
支
障
と
な
る

土
地
の
形
質
の
変
更
の
禁
止
、
②
道
路
の
建
設
及
び
管
理

の
た
め
土
地
又
は
建
物
へ
の
立
ち
入
り
の
容
認
、
③
危
険

物
又
は
易
燃
性
の
物
品
の
製
造
貯
蔵
の
禁
止
等
を
定
め
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
登
記
に
お
け
る
特
約
と
し
て
い
る
。

一
方
、
ビ
ル
の
建
設
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
法
律
は

建
築
基
準
法
で
あ
っ
た
。

建
築
基
準
法
で
は
、
建
築
物
の
高
さ
の
最
低
限
度
が
定

め
ら
れ
て
い
る
高
度
地
区
で
、
自
動
車
の
み
の
交
通
の
用

に
供
す
る
道
路
の
上
空
に
設
け
ら
れ
る
建
築
物
は
、
あ
ら

か
じ
め
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得
て
、
特
定
行
政
庁
が
許

ゲートタワービル

大阪府道高速大阪池田線 (梅田出口)
大阪市福島区 6丁目~ 大阪市北区梅田 3 丁目
97.5 m
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可
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
建
築
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て

い
る
。

7　

こ
の
た
め
、
当
地
区
で
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
道
路
の

q

上
空
に
ビ
ル
の
建
設
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

　

　

的

体

体

立

面

立

全

　　
　

　

聽
片

平

六

そ
の
他
の
計
画

阪
神
高
速
道
路
公
団
で
は
、
こ
の
他
に
も
、
次
の
よ
う

な
場
所
で
立
体
道
路
制
度
を
活
用
し
た
事
業
を
計
画
し
て

い
る
。

①

湾
岸
線
前
島
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン

関
西
新
空
港
は
大
阪
湾
の
海
上
に
建
設
さ
れ
る

が
、
そ
の
対
岸
部
陸
地
を

｢前
島
｣
と
い
い
、
そ

こ
に
当
公
団
の
湾
岸
線
と
日
本
道
路
公
団
の
関
西

国
際
空
港
線
を
接
続
す
る
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
で

き
る
。

前
島
で
は
、
土
地
の
高
度
利
用
を
行
う
地
域
整

備
が
進
行
中
で
あ
り
、
一
帯
の
土
地
の
所
有
者
で

あ
る
大
阪
府
が
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と

一
体
と
な

っ

た
建
物
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②

大
阪
堺
線
湊
町
ラ
ン
プ

大
阪
市
浪
速
区
湊
町
に
お
い
て
、
新
都
市
拠
点

施
設
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
阪
神
高
速

道
路
の
湊
町
ラ
ン
プ
を
移
設
及
び
新
設
し
て
、
交

通
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
土
地
所
有
者

で
あ
る
大
阪
市
が
道
路
と
一
体
と
な
っ
た
ビ
ル
を

建
設
す
る
。



"18

月
･日

世

界

の
動

き

0
米
商
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
米
国
の
第
二
･
四
半
期

(四
-

六
月
)
の
実
質
成
長
率
は
、
前
期
比
年
率
一
･
四
%
で
、
第
一
･

四
半
期
の
二
･
九
%
を
下
回
り
、
景
気
回
復
の
テ
ン
ポ
が
鈍
い
こ

と
を
示
し
た
。

0
中
国
の
人
民
日
報
に
よ
る
と
、
一
九
九
二
年
上
半
期

(
一
-
六

月
)
に
海
外
か
ら
中
国
を
訪
れ
た
観
光
客
は
、
約
三
〇
七
万
人
で
、

前
年
同
期
比
三
四
･
一
%
増
。
こ
れ
に
伴
う
外
貨
収
入
は
約
一
七

億
ド
ル

(約
三
、
二
〇
〇
億
円
)
で
、
同
三
○
･
五
%
の
増
収
。

0
中
国
の
北
京
郊
外
の
山
中
に
万
里
の
長
城
付
近
を
飛
行
中
の
遊

覧
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
墜
落
、
乗
員
･
乗
客
二
四
人
の
う
ち
一
六
人

が
死
亡
。
う
ち
三

人
が
日
本
人
。

0
ボ
ス
ニ
ア
･
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
紛
争
に
つ
い
て
、
国
連
安
全
保

障
理
事
会
は
人
道
援
助
を
促
進
す
る
た
め
、
武
力
行
使
を
含
め
た

｢必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
｣を
各
国
に
要
請
す
る
決
議
案
を
、
日
本

を
含
む
賛
成
一
二
、
棄
権
三
で
採
択
。
武
力
行
使
を
安
保
理
が
容

認
す
る
の
は
、
一
昨
年
三

月
の
対
イ
ラ
ク
決
議
以
来
。

o
ド
イ
ツ
の
テ
ブ
フ
ァ
ー
環
境
相
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
廃
車
の

無
料
引
き
取
り
を
義
務
付
け
る
政
令
案
を
ま
と
め
、
関
係
業
界
に

提
示
し
た
。
一
九
九
三
年
半
ば
か
ら
実
施
し
た
い
と
し
て
い
る
。

0
英
政
府
が
イ
ラ
ク
南
部
の
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
守
る
た

め
、
数
日
中
に
南
部
地
域
に
飛
行
禁
止
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
イ
ラ
ク

軍
機
が
進
入
し
な
い
よ
う
監
視
す
る
こ
と
に
し
、
こ
の
た
め
ト
ル

ネ
ー
ド
戦
闘
機
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
米
、
仏
も
同
調
の

予
定
。

事

項

8 7

鰍
月
･日

国

内

の
動

き

0
第
-
六
回
参
院
通
常
選
挙
の
投
票
日
。
各
政
党
別
の
当
選
者
数

は
自
民
六
九
、
社
会
二
二
、
公
明
一
四
、
共
産
六
、
民
社
四
、
日

本
新
党
四
、
二
院
ク
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
平
和
党
一
、
諸
派
二
、
無
所

属
四
の
計
一
二
七
議
席
。

0
日
本
銀
行
が
公
定
歩
合
を
○
･
五
%
引
き
下
げ
、
年
三
･
二
五

%
と
す
る
こ
と
を
決
め
、
即
日
実
施
。

o
政
府
は
事
務
次
官
会
議
で
国
連
平
和
維
持
活
動

(P
K
O
)
協

力
法
を
八
月
一
〇
日
に
施
行
す
る
こ
と
を
定
め
た
政
令
と
国
際
平

和
協
力
隊
員
が
携
行
す
る
小
型
武
器
を
計
四
種
類
と
限
定
す
る
こ

と
な
ど
を
定
め
た
同
法
施
行
令
を
決
め
た
。
四
日
の
閣
議
で
正
式

決
定
。

o
国
土
庁
が

｢短
期
地
価
動
向
｣
の
調
査
結
果
を
発
表
。
こ
の
調

査
は
七
月
一
日
現
在
の
地
価
を
三
ヵ
月
前
の
も
の
と
比
較
し
た
も

の
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
三
大
都
市
圏
で
は
地
域
に
よ
っ
て
下
落
幅

に
変
動
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
全
地
域
で
下
落
。
全
国
的
に
も
下

落
が
横
ば
い
o

o
自
治
省
が
住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
今
年
三
月
三
一
日
現
在
の
人

ロ
世
帯
数
と
九
一
年
度
の
人
ロ
動
態
の
調
査
結
果
を
発
表
。
総
人

口
は
一
億
二
、
三
五
八
万
七
、
二
九
七
人
で
、
前
年
同
期
に
比
べ

四
三
万
六
一
九
人
増
。
九
一
年
度
の
出
生
者
数
が
調
査
開
始

(七

九
年
度
)
以
来
、
初
め
て
前
年
度
比
で
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

o
大
蔵
省
が

｢金
融
行
政
の
当
面
の
運
営
方
針
｣
を
発
表
。
金
融

機
関
の
経
営
環
境
が
悪
化
し
、
こ
れ
が
株
価
低
迷
の
原
因
に
も
な

っ
て
い
る
た
め
で
、
内
容
は
決
算
対
策
の
た
め
の
株
式
売
却
の
抑

ゾ

制
、
担
保
不
動
産
の
売
却
促
進
、
貸
し
渋
り
の
是
正
な
ど
三
一項

目
o

事

項

議
月
･日

道

路

行

政

の
動

き

0
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣推
進
標
語
表
彰
式

0
道
路
を
ま
も
る
月
間
(ー
三
一
日
ま
で
)

0
平
成
五
年
度
建
設
省
重
点
施
策
発
表

｢ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
国
民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
｣

0
｢道
の
日
｣記
念
ヨ
ウ
平
ラ
ン
ド
開
催
(東
京
都
･
代
々
木
公
園
)

0
阪
神
高
速
道
路
公
団
池
田
線
梅
田
出
路
供
用
開
始

0
道
の
日

0
道
の
日
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
(ー
二
〇
日
ま
で
)

0
道
路
防
災
週
間
(ー
三
一
日
ま
で
)

0
建
設
省
平
成
五
年
度
予
算
概
算
要
求
発
表

0
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
(案
)発
表

0
道
路
整
備
の
長
期
構
想
(案
)発
表

事

項
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一
枚
の
写
真
が
文
章
よ
り
も
多
く
の
こ
と
を
語

り
か
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
八
月
号

で
ご
案
内
の
と
お
り
、
本
誌
を
か
ざ
る
グ
ラ
ビ
ア

版
の
写
真
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
下
さ
い
。

本
誌
は
昨
年
来
、
道
の
日
行
事
や
道
路
を
ま
も

る
月
間
を
グ
ラ
ビ
ア
版
四
頁
に
ま
と
め
、
九
月
号

に
特
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
雑
誌
の
表
紙
を
め

く
っ
て
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア
が
あ
る
と
な
い
と
で
は
、

印
象
が
大
分
違
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
本
誌
の
発

行
規
模
で
は
、
毎
号
の
巻
頭
を
グ
ラ
ビ
ア
で
飾
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
せ
め
て
九
月
号
の
ほ
か
に

も
う
一
号
を
カ
ラ
ー
写
真
で
飾
り
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
課
題
が
今
日
ま
で
足
踏
み
し

て
お
り
ま
し
た
の
は
、
グ
ラ
ビ
ア
に
は
写
真
が
必

要
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
事
実
で
す
。
道
路
の
月

刊
誌
は
｢道
路
｣
ほ
か
数
誌
が
あ
り
ま
す
。
各
誌
と

も
年
に
何
回
か
グ
ラ
ビ
ア
特
集
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
道
路
の
｢ATLを
伝
え
る
写
真
に
は
苦
心
の
あ

と
が
見
ら
れ
ま
す
。
歴
史
が
浅
い
本
誌
に
グ
ラ
ビ

ア
版
四
頁
を
う
め
る
写
真
が
、
は
た
し
て
集
ま
る

だ
ろ
う
か
が
心
配
だ
っ
た
の
で
す
。

毎
年
八
月
の
道
の
日
行
事
と
道
路
を
ま
も
る
月

お

間
は
催
し
も
の
で
す
か
ら
、
写
真
の
題
材
に
は
こ

と
欠
き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
沢
山
の
写
真
を
前
に
し

て
、
編
集
が
パ
タ
ー
ン
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
お

そ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
う
一
号
の
グ
ラ
ビ
ア
特
集

を
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
飾
る
か
、
い
く
つ
か
の

情
景
が
頭
の
中
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
が
、
つ
ま
る
と

ひ
よう
ぽ
う

こ
ろ
、
本
誌
が
道
路
行
政
の
専
門
誌
を
標
楼
し
て

い
る
以
上
、
人
と
道
路
と
の
日
常
の
か
か
わ
り
合

い
が
、
主
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
｢人
と
道
路
｣を
む
づ
か
し
く
考
え
な
い
で
、

例
え
ば
今
あ
な
た
の
身
近
に
あ
る
道
路
と
人
々
と

の
ふ
れ
合
い
を
、
レ
ン
ズ
を
通
し
て
表
現
し
て
下

さ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

写
真
は
そ
の
場
に
居
合
せ
な
く
て
は
取
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
情
報
の
か
た
ま
り
で
す
。
三
枚
一

組
の
粗
写
真
で
は
映
像
と
同
じ
よ
う
に
物
語
り
を

暗
示
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
何
気
な

い
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
も
｢道
路
の
今
｣を
切
取
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
づ
れ

に
し
て
も
、
視
点
を
道
路
に
向
け
た
皆
様
の
作
品

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(崎
)

"道
路
の
写
真
を
募
集
い
た
し
ま
す
“

〆

切

平
成
四
年
二

月
末
日

サ
イ
ズ

自
由
、
で
き
れ
ば
カ
ラ
ー
ポ
ジ

題

材

道
路
に
関
す
る
も
の
で
未
発
表
の
も
の
に

限
る
。
但
し
八
月
の
道
の
日
、
道
路
を
ま

も
る
月
間
の
諸
行
事
の
も
の
は
除
き
ま
丸

掲

載

本
誌
の
編
集
会
議
で
採
否
を
決
定
い
た
し

ま
す
。

謝

礼

採
用
の
も
の
に
は
お
名
前
を
掲
載
し
、
掲

載
写
真
一
枚
に
つ
き
三
万
円
を
差
し
上
げ

ま
す
。

応

募

H
作
品
に
は
題
名
･
撮
影
年
月
日
･
場
所

･
簡
単
な
解
説
を
お
つ
け
下
さ
い
。

□
作
品
一
枚
毎
に
住
所
･
氏
名
を
ご
記
入

下
さ
い
。

帥
作
品
の
郵
送
は
書
留
又
は
簡
易
書
留
が

安
全
で
す
。

囲
応
募
作
品
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

送
り
先

道
路
広
報
セ
ン
タ
ー

｢グ
ラ
ビ
ア
｣係

-0月号の特集テーマは｢平成5 年度道路関係予算概算要求｣の予定です




